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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　黒い立方体。

　それを見たまま表現するならその一言になる。大きさは一辺一メートルほどで、当然ながら何に使うものかは見当もつかない。夜や知ち春はる亮あきが頰ほおを引き攣つらせながらそれを眺ながめていると、

「すみません、受け取りのサインを……」

「あ、はいはい」

　送り状をちらりと見る。海外から送られてきているために横文字だが、差出人の欄らんには予想通りの名前があった。またかよ馬ば鹿か親父おやじ、と春亮は内心で呻うめく。

「はいどうも。いやぁ、随ずい分ぶん重くて疲れましたよ……で、これ、何なんですか？」

「え、ええとその、親父が骨こつ董とう品ひんを集めるのが趣味でして！　外国で変なもの見つけてはこうして送ってくるんで……何なんでしょうね!?」

　愛あい想そ笑いで誤ご魔ま化かす。噓うそはない。ただ、どれほどのレベルで変なものなのか、ということについて説明しなかっただけだ。

　宅配便の業者が帰り、さて、と春亮は門の前に置かれた奇怪な箱を改めて見下ろした。

「ほんと、何なんだか……親父が送ってきたってんなら間違いなく問題があるんだろうけど」

　大事なのはそのレベルだ。恐る恐る触ってみると、冷たい鉄の感触。別段蓋ふたがあるわけでもないので、《何かを入れる箱》というよりは《箱型の何か》なのだろう。さらに表面を観察してみると、継ぎ目のような直線や曲線がうっすら見て取れた。

「パズル箱、みたいなもんか？　正しい手順で動かさないと開かない、みたいな……うむ、こういう複雑な道具ほど実はたいして問題なかったりするんだ。何にもない何にもない。俺おれの日常は平へい穏おんなままだ、そうに決まってる……！」

　独り言を呟つぶやきつつ、適当に継ぎ目をなぞったり押したりしてみる。

　むひゃ、と変な声が聞こえたような気がした。

　動きを止め、春亮は目を閉じる。心を落ち着けてから、呟いた。

「……幻げん聴ちようだな」

　と、何かの拍子に自分でもわからない部分がわからないままどうにかなったらしい。小さく金属が擦こすれる音を立てて外そと枠わくの一部が動いた。コンポからＣＤのトレイが出たような形になったそこを覗のぞき込む。眉まゆを顰ひそめた春亮が見たのは、直線曲線四角三角、無数の鉄片が歯車などを介して複雑に絡からみ合っている姿。適当に指を入れて弄いじってみるが──軽く動くだけで、それ以上の変化は起きなかった。んっ、んあ、などという小さな幻聴を除けば。

「あー幻げん聴ちようだただの幻聴だ。また厄やつ介かい事ごとがあってたまるか……よし！　わからん！　わからんものは放置に限る！」

　とりあえずそれ以上の詮せん索さくは諦あきらめた。こんな箱でも外に放置しておくわけにはいかないので、いつもの場所──父親が送ってきた物品を突っ込んでいる部屋──に運ぶことにする。

「ぬっ……おっ……ち、超重ぇ！」

　よろよろと母おも屋やまでの道を進み始める。

　そのとき聞こえた不満げな鼻息も、当然幻聴ということにした。




　自分の部屋、六畳じようの和室の床で春はる亮あきは目覚めた。慌あわてて時計を見ると時刻は午後七時過ぎ、窓の外もすっかり暗くなっている。あの箱を運んでから、少しだけ休憩するつもりで横になったのだが──いつのまにか寝ていたらしい。昨日寝つけなかったのでそのせいだろう。

（なんてこった。限界空すきっ腹で料理ってなんかヤなんだよな……）

　離れで暮らす同居人がいるにはいるが基本は一人暮らし、食事が黙って出てくるようなことはない。しかも学校から帰った瞬間に宅配便が来たので、夕食の準備は全くの手付かずだった。まず米炊たいて湯沸わかして、とこれからの苦行を考えながら身を起こす──と、春亮の耳に小さな音が届いた。何者かの足音、ごとごとと戸と棚だなを探るような音、そして……カリカリパリパリという謎なぞの異音。

（このは、か？）

　庭に建つ離れの二階を窓から見やる。二つの窓があり、そのうち一つから光が漏もれていた。つまり同居人はそこにいる。

　緊張が走る。この家は典型的な日本家屋、広いうえに古い。泥棒にとっては格好の獲え物ものだろう。春亮はそっと障しよう子じを開き、廊下に足を降ろした。何者かの気配があるのは台所のほうだ。暗い家の中を逆に泥棒気分で進んでいき──息を殺して台所の中を窺うかがう。

　月明かりの中。背の低い影が戸棚の前でしゃがみ込んでいる。月光を反射する髪は輝く白銀だ。戸棚から取り出したであろう袋に伸びる繊せん手しゆから、その影が女であることがわかる。その手は口と袋を交互に移動しており、それが何かを砕く異音を生んでいる──

　冷静に観察できたのはそこまで。そのありえない光景を前に、春亮は思わず叫んでしまっていた。そいつを指差しながら、ただその姿を的確に言い表す一言を。

「全裸の煎せん餅べい泥棒女っ!?」

「──むぐッ？」

　振り返ったのは、少女。白銀の髪に小さな白の裸体、細やかに整った顔立ちには気品と気強さという矛む盾じゆんした要素が騙だまし絵のように両立して彫り込まれている。その口からぽろりと煎餅のカケラを落とし、一瞬の後、少女も春亮を指差して大口で叫んだ。

「ほわ……さ、先程のハレンチ男！」

　それからはっと自分の身体からだを見下ろし、少女は顔を真まっ赤かに染める。

「う、わ、わわ……わ、私の身体をまた、また弄いじり回す気だな!?　な、なんという男！」

　そして彼女はしゃがみ込んだまま、近くのものを手当たり次第に投げつけてきた。かりんとうの空き袋、お盆、菓子の木製受け皿、急きゆう須す、etc。素晴らしいコントロールだった。避よけようとして足あし下もとを滑らせた春はる亮あきの上に、どさどさと物が降り積もる。

「ぐは！　ち、ちょっと待て……ムガ、とにかく落ち着け！」

　すっぽしと口の中に飛び込んだ箸はし置おきを摘つまみ出すと、そこでどうやら弾切れになったらしい。攻撃が止やんだ。両手に持っていた煎せん餅べいを最後に投げようとした少女だったが、思いとどまる。それは彼女の身体の防護に使用された。

「のわ、よ、寄るな寄るな！　それ以上近付くと、その──」

　眼前にいるのは、手にした二枚の丸い煎餅をクロスさせるようにして小ぶりの胸を隠す間抜けな少女。春亮は意味不明な絵え面づらに固まったまま、少女がテンパって叫ぶその一言を聞いた。




「……の、呪のろうぞっ！」




　その言葉で理解する。彼女がさっきの箱であることを。

　脱力感にがっくりと肩を落としながら、春亮は思った。
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　やっぱりだ。あの馬ば鹿か親父おやじ、また──

　呪われた道具を送ってきやがった。







　第一章 「布ふ団とんに移るものを知らない」/ "Night of Rubik's Cube"
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「……これは何だ。カスタードプディングか」

　黄白色の物体を慎重にスプーンの先でつつき、むっつりと少女は言った。

「食ってみればわかるぞ」

「ふむ……ぐっ!?　こ、これは……！」

　スプーンの先を口に入れた途と端たん、少女は衝しよう撃げきを受けたようにフリーズ。

「甘くない。偽にせ物ものではないか！　柔らかな台座に黒のソースとくればプディングと決まっているものを……な、なんと意地の悪い食物よ！」

「意地の悪いとか言うな、ただの豆とう腐ふだ。大豆だいずの汁を固めて作る。不ま味ずかったか？」

　エプロンを外しながら、春はる亮あきは少女の向かいにあぐらを搔かいて座った。貸してやったシャツにホットパンツという姿の少女は、不機嫌そうな顔で奴やつこ豆腐を咀そ嚼しやくしながら、

「ふん。不味くはない。先程の……アレ、コリコリパリッとした奴やつには負けるがな」

「煎せん餅べいと比べられたら豆腐も迷惑だろう」

「せんべというのか。あれはまさに新食感だった。辛からくもあり甘くもあり、あの歯ごたえがなんとも……はっ。な、何を見ているっ？」

　いんや、と適当に答え、春亮は一瞬だけ呆ほうけた顔をしていた少女から目を逸そらした。自分も食事に取り掛かる。この状況は腹が減ってはなんとやらの格言を守った結果だ。

　これは魚だな、と言わずもがなの確認をしつつ、少女は焼きたての秋さ刀ん魚まをじろじろと眺ながめ──そしてフォークとスプーンを置いた。次の動作を先読みし、

「待て。俺おれの目が黒いうちは手て摑づかみなどという真ま似ねは許さん」

　少女の秋刀魚が載った皿を摑むために春亮が手を伸ばすと、なぜか少女は凄すさまじい勢いでずさささっと畳たたみの上を後退した。

「だからさっきのは誤解だ。ちょっと混乱してただけだって。服も貸してやっただろ」

「わ……わかるものか。その前は、あ、あんなところに指を入れて弄いじり回したくせに……」

「あんなところと言われてもなー。まぁとにかく、そりゃ悪かったよ」

　おざなりに謝りながら、春亮は箸はしで秋刀魚の分解を始める。

「ほら見とけよ。これが焼き魚の正しい解体方法だ。こうやって、で、あとは頭をこう引っ張れば……スルスルっと骨が全部抜ける。簡単だろ」

　ほう、と軽い感心の声をあげる少女だったが、すぐにまた気を張った顔になる。しばらくしてからそろりそろりとテーブルに戻り、ふん、と不機嫌そうに鼻を鳴らしてフォークを握った。

「そういやお前、名前は？」

「ふぃあ……」

　少女はすぐに口を閉じた。しまった、というように眉まゆを寄せて。

「フィア、か？」

「う、む。私のことなどどうでもいいだろう。好きに呼べばいい」

「いや、どうでもよかないだろ。一時間前にお前は俺おれの人生最優先課題に躍り出たんだぞ。まったく反則級な割り込み速度で、だ。んで結局、お前って何？　どういう箱なんだ？」

「う……」

「う？」

　聞き返した瞬間、少女──フィアは何の前触れもなく眉を吊つり上げて怒り始めた。ざっくざっくとフォークで秋さ刀ん魚まを刺殺しつつ、

「うるさい！　お、お前には関係ないわ！　あほー！」

「うわ何だ、そのストレートな罵ののしり方久しぶりに聞いたぞ!?　子供か！」

「な、なにおう！」

「そのキレ方も古い……って馬ば鹿かやめろ秋刀魚の肉を飛ばすな口を閉じろ！」

「まったく……女の過去を根掘り葉掘り。礼儀を知らんハレンチ小僧め！」

　食事の礼儀も知らない小娘に言われたくない。だがここは自分から折れておくことにした。

「ふぅ……ま、お前らの過去が基本的にあんまり楽しくないことだってのは俺も知ってるからな。怒らせてまで聞くつもりはないよ」

　素直な言葉に毒気を抜かれたのか、フィアもゆっくりと怒気を消して俯うつむく。

「あの姿は、嫌いだ。できれば……あまりなりたくはない。ここに来るのはあの姿のほうが簡単だと言われたから、我慢してなっていただけだ」

「言われたって、親父おやじにか」

「崩ほ夏なつ、とか言ったな。お前は奴やつの息子か？」

「そうだよ。春はる亮あきだ。親父、今どうしてた？」

「知らん。まだ向こうでやることがあるとか言っていた」

「相変わらず自由人すぎるぞ、馬鹿親父め……ま、もう文句も言い飽あきてるけどな。生活費の振り込みを忘れん限りは放置プレイって感じだ」

「お前といい奴といい、その、妙だな。普通の人間は、私のようなモノを理解などしないと思っていた」

「この家は昔からお前らみたいなん受け入れてやってきたって話でな。まぁ基本はたいしたことないチョイ呪のろわれの道具なんだが、たまにお前みたいにぶっ飛んだ奴も来る」

　無言でしばしの間を作り、フィアは長く息を吐いた。フォークを置き、背筋を伸ばす。白銀に輝く髪の隙すき間まから、真剣な色の瞳ひとみが春はる亮あきを刺した。

「真ま面じ目めな話をする」

「……どうぞ？」

「私は……私は、長く打ち捨てられていたとある地で夜や知ち崩ほ夏なつに発見された。奴やつは私と会話し、私は奴に自分の望みを伝えた」

「望みって？」

　予想はついた。この家に自分の意志で来る呪のろいの道具の目的は、結局のところ一つに集約される。が、春亮は聞き返した。彼女の存在理由は、彼女がヒトではないモノだからこそ、自分の言葉で定義しなければ始まらないものだから。

　ヒトではない少女は唇くちびるを嚙かみ、囁ささやくように、答える──

「自分の呪いを解くこと」




「お前はどこまで知っている？　呪いについて……そして、私のようなモノについて」

「そうだな。俺おれが知ってるのは──一つ、道具は人の負の思念を受け続けることで負の方向に変質することがある。二つ、そうやって呪われた道具は所有者や周囲の人間に色々な悪影響を及ぼす。三つ、その代わりに、不思議な魅力や機能を発揮することもある……ってところか」

「それだけか？」

　テーブルを見つめたまま発されるフィアの言葉に、春亮は軽く目を細めた。

「追加するなら。そうやって呪われた道具がさらに人の負の思念呪いを受け続けたら、最終的にどうなるのかっていうのも知ってる……今この目で見てる」

　そう、ヒトに呪われすぎた道具はヒトの性質を得る──

　詳しい理屈は春亮にはわからない。呪われて呪われて呪われ尽くして、さらに限度を超えて与えられるヒトの思念が、《道具である》という本質にまで影響を与えるというだけ。

　その結果として、彼らは道具でありながら人でもある存在になる。

　魂たましいを、意志を宿し、そして自在に人の姿すら取れるようになる──

「そうだ。始まりは人の呪い。私というモノは人を害し、憎ぞう悪おに怨えん嗟さに殺意、あらゆる負の感情を受け続けることで……呪われた。《所有者を狂わせる》という忌いまわしい呪いだ」

　少女の拳こぶしがぎゅっと握られていることに気付く。だから春亮は依い然ぜんとして残る疑問を追及しなかった。少女が具体的にどんなモノなのか。所有者を狂わせるとはどういうことなのか。

「そうなってもまだ終わらない。《人ヒ間ト》の、呪いカース、呪いカース、呪いカース！　それは私に《人ヒ間ト》の性質すら塗と擦さつし、そしてただの道具だったはずの私は意志を持った。否いな、持たされたのだ。意志と呪いほど相性が悪いものがあるか？　お前の言う、《チョイ呪われの道具》などは幸せだ。自らが呪われていることを自覚しない、それはなんと無知で幸福なことか！」

　そこで大きな深呼吸を挟はさみ、

「私は、ここに来れば誰だれに迷惑をかけることもなく呪のろいを解けるという崩ほ夏なつの言を信じた。だから来た。が、詳細は何も聞いていない。正直に言え──私は、お前や他ほかの誰かに呪いを与えることなく、本当にこの身に刻まれた呪いを殺そぎ落とすことができるのか？　崩夏から受け取ったというなら、今の私の所有者はお前だ。誤ご魔ま化かすと第一にお前が危険だぞ」

　少女の視線は真まっ直すぐだった。けれど、そこに隠されているのは怯おびえと疑念。

　それに気付いたからこそ、春はる亮あきはあっさりと答えてやる。

「うん。できるぞ」

「……ほあ？」

「いやだから、できるって。俺おれって親父おやじと違って霊感とか特殊能力とかゼロだけど、なんか呪いの影響はほとんど受けないって体質らしいし。お前の呪いがなんだろうと俺には効かないのだ。フフ、恐れおののくがいい、そこの反射率高そうなギンギラ小娘」

「な……そ、そうなのか？　いや、しかし、呪いが解けるというのはどういう理屈で……」

「詳しい理屈は俺もよく知らないけどな。この街はもともとすげぇ清浄な土地で、んでさらにここはその土地の力が集まる中心なんだと。だからこの家にいるだけでプラスの力が染しみ渡っていって、お前らの負の性質は減っていく、と。一応なんか……結けつ界かい？　とかそういうので促そく進しんしてあるみたいだけど、速度的にはビミョーだな。まぁ少しずつでも減ってくのは事実だから、人化するほど呪われてない道具は物置部屋で放置しとくだけでも綺き麗れいになるよ」

　結界と言えば、昔一回だけ見たその稼か業ぎようの人はやたら目立つ変な女の人だったなぁ、と春亮はぼんやりと思い出した。親父の知り合いということだったが、「これで百年は持つ！」とか自信満々に豪語していたので、会うことは二度とないのかもしれない。

「で、もう一つ能動的に呪いを解く手段もある。その理屈は簡単だ。呪いってのは《負の思念》で与えられたものなんだから、逆に《正の思念》を受け続けてれば中和される」

「どういうことだ？」

「なんつーか、漠ばく然ぜんと《人のタメになる》ことをしろ、てことかな。感謝されたり、好意を持たれたり。結局、ここに住んで、バイトとかボランティアとかしてれば解ける……ような？」

「ちょ、待て、なぜ最後は疑問形なのだ！」

　身を乗り出すフィア。お前、わざと秋さ刀ん魚ま飛ばしてない？　とか思いつつ顔を拭ぬぐい、

「いや、だって俺が体感してるわけじゃないからな。そういう話だってことで」

　むむう、とフィアは妙に子供っぽく頰ほおを膨ふくらませた。

「何か、信用ならんの……寝ていればいいとか、働けとか。そんな簡単な、しかも悠ゆう長ちようなことでこの呪いが解けるとは思えんが……」

「悠長なのは事実だな。人化するほど溜たまってたら、フルに頑張っても年とか十年単位で時間がかかるかもしれん。でも他の方法は知らんよ俺。気長にやればいいんじゃねぇかな」

「うむむむむむむ。信じられん」

「大丈夫だって。信じられんって言っても──」

　その言葉の途中で、間の抜けた電子音が響いた。びくりとするフィアに、客の合図だ、と教えてやって立ち上がる。ついでに食卓を指差して言った。

「冷めるから早く食っとけよ。特に秋さ刀ん魚まを」
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「こんばんは、春はる亮あきくん」

　玄関を開けると、そこには見知った笑顔があった。その優しげな表情に載っているのはマンガみたいなぐりぐり丸まる眼鏡めがね。発育のいい肢し体たいを包むエプロンは普段着のようなもので、いつも通りひたすらに家庭的だ。そして今は両手に持った鍋なべがその印象をさらに強化している。

「おう、このは。どした？」

「肉じゃが作りすぎちゃって。もし良かったら、おすそわけ。ちょっと遅くなっちゃったんですけど……明日の朝にでも」

「そりゃ助かる。俺おれも今食べてたとこだったんだ、丁ちよう度どいい……ってそうだ、丁度いいと言えばさらに丁度いい。お前に話というか協力を」

　首を傾かしげたこのはが眼鏡の奥の瞳ひとみをぱちくりさせたとき、ぺたぺたと足音がやってくる。

「おい──春亮。少々足りんぞ。もちょっと何かないのか、第一希望はせんべとやらだが」

「食うの早ぇよ！」

　無論のこと、背後に立っていたのはフィアだ。

「えーっと。春亮くん、この子供さんは？」

「ん、そうだ。話というのは他ほかでもない──」

　そう言いかけたとき、あからさまにむっとしたような声が会話に割り込んでくる。

「おいそこの。初対面で子供呼ばわりか貴様。幸さちの薄い顔立ちをしおって」

「幸薄っ……！」

　このはは笑顔のままだった。だが眼鏡が頰ほおの引き攣つりでぴくりと持ち上がった。その視線の先にいるフィアは不機嫌そうに腕組みをしたままだ。何やら二人の間で見えない電撃系魔法が交こう錯さくしているような気がする。

「……お前ら。なぜ俺ん家ちでいきなりそんな空気を作るのか」

「い、いえいえ？　わたしは全然、怒ってなんかないですよ？　子供の言うことですし」

　瞬間、フィアのオーラが激増する気配。危険を感じた春亮は慌あわてて話を逸そらす。

「ええと……そ、そう。お前、これ以外に何か作った？　ていうか食べたか？　まだなら久しぶりに食べてけよ。何やらもう少し料理の追加が必要な流れだし」

「それなら……えへへ、お邪じや魔ましちゃおっ、かな。一緒にごはん食べるの久方ぶりですね」

「腕はあんま上がってないぞ」

「昔から美お味いしかったですよ。思い出したらさらにお腹なかが減ってきました」

　このはが廊下に上がりながら微笑ほほえんだとき、馬ば鹿かにしたような鼻息がどこからか発生した。

「食べろ食べろ。は、乳にばかり栄養が行くというのも才能だの。さぞ脳は軽かろう」

　そのとき、春はる亮あきの耳に軽い金属音が届く。ほぼ同時にこのはが膝ひざを曲げるのが見え、次の瞬間、彼女はなぜか鍋なべを底で捧げ持つような姿勢に変わっていた。落ちかけた鍋を空中で拾ったのだ。遅れて床に転がったものを春亮は見やる──切断された取っ手の残骸だった。

「……独り言ですけど。食べても胸に栄養が回らないのって哀かなしいですよねー」

「な！　なにおう!?」

「あははー。先に行ってますー」

　空々しい笑い声でこのはは居間へ。残されたフィアがその背中を眺ながめて憎々しげに呟つぶやく。

「なんと性格の悪い女……！　呪のろうぞ!?」

「普段はあんな感じじゃないっつーか、どう考えてもお前から喧けん嘩かを売ってたような気がするんだが……なんでそんなトゲトゲしてんだよ」

「お、お前には関係あるまい！　最初の物言いがなんとなく気に食わなかっただけだ。理由としては充分だろう。それに──」

　このはの消えた廊下を眺めやり、憤ふん懣まんだらけだった表情から一転、何やら不気味に笑う。

「あのようなウシチチ女を苛いじめるのは、なぜか気持ちのよいものだ。今気付いた。見ておれ、今度は負けんぞ……！」

　フフフ、と邪じや悪あくな鼻息を漏もらしながらフィアも居間に戻っていく。二人きりにするのは凄すさまじく不安だったが、このはのおかずを肉じゃがだけにするというわけにもいかない。欠食児童への追加料理も必要だったので、春亮は手早く炒いため物を作る。その大皿とこのは用のごはんや味み噌そ汁しるを持って居間に戻ると、この数分でいかなる政治的衝しよう突とつが行われたのか、二人は引き攣つった顔を見合わせて共に乾いた笑い声をあげていた。詳しい経過は想像したくもない。

「ありあわせなんだが、こんなもんでいいか？」

「全然オッケーですよ。肉じゃがも結構量が多いので……」

　じゃーん、という口頭効果音でこのはが鍋の蓋ふたを持ち上げる。

　立ち昇る湯気、醬しよう油ゆの香りを漂ただよわせる茶ちや褐かつ色しよくの煮汁。単純に言えば美う味まそうだった。ただしそれは肉じゃがではなく、肉肉肉じゃがとでも呼ぶべきシロモノだ。よく煮込まれた多量の牛肉がジャガイモだの何だのをほぼ完全に覆おおい隠し、鍋の中で広大な山地を形成しているというまことにプログレッシブな料理である。

「その……どうですかね？」

「う、おほん。いつも通りに美味そうでいいんじゃないか」

　肉魔人なこのはの顔がぱっと明るくなり、

「なるほど、これは美う味まそうだ。いじきたない食欲の化身が作ったという感じがよく出ておる」

　その笑顔の下で、持っていた鍋なべの蓋ふたがなぜかスッパリと割れた。テーブルに落ちた半円を二つ、見もせずにぽいぽいと後ろに放り捨て、このはは「じゃあいただきます」と楽しげに（少なくとも見た目は）食事を開始した。

「うーむ、なんでこんな緊張感のあるメシになってるのかわかんないんだが……とりあえず簡単な紹介でもしとくか。こいつはフィア、例の如ごとく親父おやじが送り込んできた客な」

　肉じゃがの肉だけをガバリと取りつつ、このはがフィアに目を向ける。フィアは完全無視。

「んでこっちはこのは。何て言ったらいいのかな……庭にある離れの部屋に住んでて、クラスは違うけど高校の同級生で、昔からの幼おさな馴な染じみみたいな付き合いで」

「──そして、人ではない」

　するりとフィアが言葉を奪った。僅わずかな沈黙があり、

「……そういうこと。ここでの、お前の先せん輩ぱいみたいなもんかな」

「ふん、そうだろうと思ったわ。でなくては鍋が勝手に壊れるものか。人化できるほどの呪のろいを受けた道具は、人の姿でもある程度《本体の性質》を操れるからな──何かの刃物か、貴様」

「あなたは？　と聞いたら素直に教えてもらえます？」

　笑顔の問い返しにフィアは鼻息で答えた。

　そしてしばらく、春はる亮あきが居心地の悪さにモゾモゾするばかりの食事タイムが続き──皿の空白が目立ち始めたころになって、ふと思い出したようにフィアが言った。

「前例があるから信じられるだろう、と言いたかったわけか。さっきは」

「あ……ああ、そういうことだ。このはは昔からバイトとか人助けとか一生懸命やってたぞ」

「そうですね。もうほとんど、わたしの呪いは解けていますよ」

「ほとんど、か。完全に呪いが解ければ私達たちはどうなるのだ」

「一般的な呪い道具は、呪いが解けたら普通の道具に戻るだけなんだが。親父の言うところによると……人化できるようになった奴やつらは《負の思念》が存在そのものの性質を変えるレベルで食い込んでるから、呪いを正効果で打ち消しても獲かく得とくした人の性質自体は残っちまう、だったか。だからなんつーか、お前らはお前らのまま、ただ呪いが解けるってだけらしいぞ」

「ふむ……道具に戻るわけではないのか……そうか」

「正直、不勉強なんで詳しいことはよくわからん。親父が帰ってきたら聞きゃいいよ」

　それを聞いているのかいないのか、フィアは「そうか……うむ。そうか」などと呟つぶやきながら何度も頷うなずいていた。ほっとしているのを無理に隠しているような表情だった。

　皿に残った最後の料理を口に運びつつ、フィアはさらにこのはを見やる。

「……春亮はさっき、十何年か前からの付き合い、と言った。やはりそれくらいかかるのか」

「元々どれだけ呪のろわれていたか、にもよると思いますが。けれど」

　僅わずかな間。空の食器が二つ、同時にテーブルに置かれた。静かな瞳ひとみと、微かすかに敵意ある瞳。

「モノであった我々をヒトでもあるように変質させるほど蓄積された呪いは、そう簡単に忘れられるものでも、打ち捨てられるものでも、償われるものでもない……あなたには色々気に食わない部分もありますが、その点だけは共通理解が発生するものでしょう。他ほかでもない、あなたとわたしだけが共有できる真理の形けい骸がいとして」

　フィアは何かを言いかけ、しかしぷいと視線を逸そらした。

「……気に食わない部分があるのはお互い様だ」

「まあ、気長に頑張るといいですよ。特に協力できることはないと思いますけど」

　先せん輩ぱいの余裕か、このははそんなことを軽く言う。フィアはやはり鼻を鳴らした。

　それから春はる亮あきも食事を終え、何を言うでもなくこのはと一緒に後片付けをする。茶を湯のみに淹いれて居間に戻ると、フィアは膝ひざを抱かかえた姿勢でぼんやりと天井を見上げていた。一応彼女にも湯のみを渡し、食後の茶をまったりと啜すすり始める。

「そだ、別に今日でなくていいんだけどさ。いらなくなった古い服とかこいつに持ってきてやってくれないか？　サイズは合わんだろうけど、ないよりましだろ」

「……小さくて悪かったな！」

「具体的な部位のことは何一つ言ってないっ！」

　テーブルの向こうから飛んできた空の湯のみを辛かろうじてキャッチ。

「はぁ……仕方ないですね。じゃあ近いうちに」

「頼むよ」

「そう言えば今夜はどうするんですか。寝るところとか」

「え？　いや別に……ここの空いてる和室とかに」

「こ、ここに泊まるんですかっ？　そ、それはまずくないでしょうかと思ったりしますですけども！」

「だって離れの部屋は空いてないだろ。黒くろ絵えは帰ってこねーし鍵かぎかかってるし」

　アパート的な造りの離れには二つの部屋があり、このはの隣の部屋にも実は同居人がいる。月の半分ほどは別の場所で寝泊まりしているため、あまり同居人という感じはしないが。

「そうだ、私の寝しん所じよは最上級の部屋を用意しろよ。そういうところで償つぐないをしてもらわねば」

「償い？」

　聞き返すと、案の定凄すごい剣幕で嚙かみついてくる。

「忘れたとは言わさんぞ！　お前、私の、私の身体からだを……さっきはあんなにも乱暴に弄いじりおったではないか！　あんなところに指を入れられるなど、顔から火が出るかと思うたわ！」

　いや待て、あんときのお前はただの箱だったし!?　と春亮が反論しかけたとき、ごとん、と音がした。見えるのは畳たたみの上を転がる湯のみ。かたかたと震ふるえながら立ち上がるこのは。見るからに無理して愛あい想そ笑いを浮かべ──そして当然、すぐに決壊した。

「うあああああん！　二人はもうそんな関係ぃっ!?」

　顔を押さえたまま、このははどたばたと居間を走り出ていく。

　玄関が乱暴に閉められる音。フィアが満足したように頷うなずきながら言った。

「何か知らんが勝った。気分が良い」
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　無機色の石いし畳だたみだけが在あった。周囲には鉄の臭におい、そして鉄のような臭い。空気の流れは停滞し、けれど澱よどんではいない。澄んでいた。墓穴の中、棺かん桶おけの底と同じ意味で澄んでいた。時を刻むものはなく、人ひと気けのない死んだ空間が延々と死に続けている。

　そこから感じるのは無変化と閉へい塞そく。だから取り残された鉄てつ塊かいはただ囁ささやくことしかできなかった。声にする必要もなく、曖あい昧まいな意識の中で。たった数種類の言葉を、ぐるぐると、終わらぬ円環のように──起きて囁き、寝て囁き、目を開いて囁き、目を閉じて囁いた。

　ただ、冷たい寒い暗い冷たい寒い暗い冷たい寒い暗い冷たい寒い暗い冷たい寒い暗いと。

　囁き続けた──




　目覚めた。暗い和室には何もない。与えられた布ふ団とんを搔かき抱いだくと、そこで初めて擦すれた音が生まれる。布団に僅わずかな温度が移ってはいたが、それは噓うそ臭くさい偽にせ物ものでしかない……モノを包んだ布団の温度など。だから何もないのと同じだった。

　夢の残ざん滓しが背筋を震ふるわせた。程度の差はある。しかし真に無音でなくとも、真に無温でなくとも、この部屋はあの永遠に死に続ける閉じた空間と同質のものを備えていた。

　冷たく──寒く──暗い、と思ったのだ。

　彼女は静かに障しよう子じを滑らせて部屋を出た。天空の円えん弧こがさしたる関心もなさそうに落としてくる光を頼りに縁側を歩き、一つの部屋の前へ辿たどり着く。侵入。

　少年が寝ていた。不可思議に腰を捻ひねり、腕を頭に絡からめ、掛け布団は下半身に追い遣やって。小さな苦笑の鼻息が部屋に生まれた。

　彼女は白い膝ひざをつき、捲めくれた布団にそっと手を触れた。しばらく指先で撫なでたあと、ゆっくりと持ち上げて自らの頰ほおを近付ける。目が細まった。

　誰だれかの、匂におい。

　誰かの、ぬくもり。

　それは、たぶん、初めて触れた。
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　翌日の昼休み。弁当箱の蓋ふたを開いたところで、ふと家に残してきた心配事を思い出した。

（昼って言えば、あいつ大丈夫かなあ。一応置き手紙も残したし、弁当の残りも出しといてやったが……は。そういや日本語読めないかもしれん）

　朝見たときは、用意してやった部屋で幸せそうに丸まって寝ていた。起こそうとしても起きなかったので放置してしまったのだが……ひょっとしたらまだ寝ているのだろうか。というか貸してやった布ふ団とんを放り出してこの自分の布団を被かぶっていたのはなぜだ。いつのまに部屋から持っていかれたのだろう。謎なぞすぎる。

「おい春はる亮あき、なんで弁当開けて固まってんだ。そのおじいちゃん現象はいくらなんでも枯れすぎだぞ……やっぱお前は料理とか家事とかばっかしてないで何かスポーツするべきだな！　野球いいぞ野球！」

　同じ机を囲んでいた仲間のうちの一人、短髪の伯はく途と泰たい造ぞうが言うと、

「枯れてるのはいつも通りだけど、なんかちょっといつもとは違う憂うれい顔だねー。さては──妊にん娠しんでもしちゃったか？　うはは」

「渦か奈な！　下品な冗談は止やめろ！」

　健康的な日焼け肌の実み耶や麻ま渦奈が追つい随ずいし、それを真ま面じ目めな顔で上うえ野の錐きり霞かが諌いさめる。

　まったく、と呆あきれの息を吐いてから、錐霞がふと春亮に視線を向けた。

「渦奈の妄もう言げんはさておき……確かに、今日は集中力がないように見える。何か懸け念ねん事ごとでも？」

「え？　いや、ははは。特に何もないんだが。ちょっと寝冷えとかしたせいかな」

「聞きましたか泰造さん。今、錐霞ちゃんはこう言ったのですよ……『私は夜や知ち君のことをいつも見てるの！　だからわかるの！　ああーん、慰なぐさめてあげたいっ』と」

「なんて奴やつだ。春亮、お前はいつのまに委員長の心を盗んだんだ。姫様を助けたのか、偽にせ札さつ工場を燃やしたのか、時計で挟はさみ殺したのか!?」

「二人とも！　わけのわからないことを、い、言わない！　まったく馬ば鹿かげている！」

　泰造と渦奈は中学時代からの腐くされ縁だったが、錐霞だけは高校からの友達だ。

　成績優秀で冷静沈着な委員長オブ委員長。二世代ほど時代遅れな、太ふと股もも以前に膝ひざ小こ僧ぞうすら隠れるほどの野や暮ぼったいスカート丈が生真面目な性格をよく表している。加えて肌を見せること自体が好きではないらしく、体育は常にジャージ、夏でも長なが袖そで制服という姿だった。そんなところから、当初は男も女も何だか近寄り難がたい孤高の存在としてクラスで浮いていたのだが──人見知りしない渦奈が無理矢理に彼女を仲間に引き込んだのだ。

　そして一緒に昼飯まで摂とるようになった直接の理由は、

「くだらない馬鹿話はさておき、だ。二人とも、いつもの判定を頼むぞ。この『卵焼き』勝負は自信がある。今日こそは一いつ矢しを報むくいるのだ……！」

　ずい、と錐きり霞かが自分の弁当箱を向かいの泰たい造ぞうと渦か奈なに向けて滑らせる。

「錐霞ちゃん、今日は勝算ありげなのかにゃ？」

「何度も試食を繰り返した。加えてさっきの発言は朗報──夜や知ちは寝冷えで、つまりは風か邪ぜ気味なのかもしれない。すると味覚も正常ではないだろう。その僅わずかなズレが勝機と見た」

　妙な気迫の篭こもった目がぎらりと春はる亮あきを射抜いた。

「うっ。毎日毎日、なぜそんな気合を……」

「ま、体調管理も勝負のうち。俺おれらは厳正なる審査員だから味しか見ないぜー。じゃ、いただきまーす」

「いただきー。おっ。錐霞ちゃんのこれは……中のベーコンがカリっとしてて、いいね！」

「そうか！　いいか！　フフフフ……！」

　真剣な目で二人の咀そ嚼しやくを眺ながめていた錐霞がにやりと笑う。だがすぐに油断は禁物という様子で顔を引き締めた。その視線の先で、今度は二人が春亮の弁当箱に手を伸ばし──

「あっきーのもうまーい！　うまいぞーっ！　……でも何の味じゃこりゃ？」

「春亮、これ何だ？　中に入ってるの」

「アボカドだ。ふふ、昔の料理マンガを参考にしてやった」

　顔を見合わせる泰造と渦奈。そして二人はウム！　とばかりに頷うなずいてから、それぞれ片手で勝者の弁当箱を高々と持ち上げる。何か変な彫像のような線対称のポーズを取りつつ、

「えー、味は同点ですが斬ざん新しんさにて春亮氏の勝利ー」

　瞬間、錐霞ががっくりと項うな垂だれた。机に置いた両の拳こぶしをぷるぷる震ふるわせながら、

「くっ……！　斬新さ……そうだ、味にかまけて私は先進性を考えることをしなかった……！　保守的な思考はいずれ廃すたれるのみということだったか……！」

「……いんちょーさん、毎度のことだがそんなにマジにならなくても」

　春亮のフォローに、錐霞がばっと顔を上げて言った。

「お、男に料理で負けっぱなしというわけにはいかない！　次は勝つ！」

　その台詞せりふはもう何十回聞いたかわからないのだが、それを言ってもさらにこの委員長の機嫌を悪くするだけだった。お手柔らかに、と春亮は苦笑いを返すしかない。

　それから普通に昼食を食べていると、不意に教室の入り口あたりから「夜知くーん。お客〜」という声がした。見ればこちらに手を振る女子生徒がいる。

「このはさんっ……相変わらず、なんていうか、なんていうかアレだな!?　くそう春亮、『今日もべラドンナのようにお綺き麗れいですね』とこの泰造が言っていたとさりげなく伝え──」

「そこでなぜ伯はく途とは毒草のイメージが強い花を選ぶのか。実に馬ば鹿かげたチョイスだ」

　背後の会話を無視して廊下に出る。このはと顔を合わせるのは今日これが初めてだ。

「どした？」

「特にどうもしないんですけど、何かちょっと気になったので……あの子、どうしました？」

「起こしても起きんから書き置きして放ってきたけど」

「え」

　固まる。

「ひ、一人にしといて大丈夫なんですかね？」

「とりたてて悪い奴やつには見えなかったから、大丈夫のような気がしたんだが……むう、言われてみると怖くなってきたぞ。あんまり深く話もしなかったしな」

「春はる亮あきくんは、あの子の本性……見たんですか？」

「最初に少しだけ。変な箱だった。何なのかは知らんけど」

　軽く何かを考えていたこのはだったが、わかんないですね、とすぐに首を横に振る。

「まぁ、春亮くんが大丈夫だって言うんなら大丈夫ですよ、多分。気にしないでください」

　ぺこりと頭を下げ、このはは隣のクラスに帰っていった。

（気にしないで、と言われても……！）

　気になり始めると止まらない。確信を持って書いたはずのテストの答えが、見直して不安になった途と端たんに間違えているようにしか見えなくなるのと同じだ。授業が始まっても不安感が消えることはなく、春亮は動きの遅い時計の針をそわそわと眺ながめ続けるしかなかった。




　放課後、下げ駄た箱ばこでこのはと一緒になった。

「委員会がある日じゃあ？」

「休んじゃいました。なんとなく」

　意思疎そ通つうはそれで完了。対外的には従い兄と妹こということになっているこのはと共に、なぜか早足で家路を辿たどる。慌あわただしく門の鍵かぎを開けて中に入り、とりあえず居間へ向かうと──

「なっ!?」

　そこは惨さん憺たんたる有様になっていた。斜めにひっくり返って立つテーブル、その脚が突き刺さり破れた襖ふすま、畳たたみにダイブしている戸と棚だな、床に転がるのは押入れに仕舞っていたはずの不用品……憩いこいの場がたった半日でこのアナーキーっぷり、只ただ事ごとではない。

　心臓を跳はねさせながら、春亮は白銀の髪をした少女の姿を探す。すぐに見つかった。

　縁側でうつ伏せになって倒れている。ぴくりとも動かない。急いで駆け寄り、声をかけながら激しく揺り動かすと、ややあってその瞼まぶたが開かれた。虚うつろに目をしばたたかせている。

　水を持ってきます、と慌てて居間を飛び出すこのはだったが、帰ってきたときにはさらに慌てており、

「大変ですよ、洗面所のあたりも何かすごいことに！」

「マジで何があったんだ……フィア、フィア！」

「う……ううん。そんなに、揺らすな。大丈夫だ、私は……」

「本当か」

「ああ。まったく、大変だったのだぞ」

　縁側で女の子座りして、フィアは軽く頭を押さえる。俯うつむいたまま、今から重要なことを言うのだぞ、という気配を必要以上に込めて何度か息を吸ったり吐いたりした。そして──ひどく真剣な瞳ひとみで顔を上げ、

「実は……つい先程、黄緑色で三本足の宇宙人がこの家に押し入ってきて！」

「でやあ！」

　最後まで聞くことなく、反射的に彼女の頭頂部を平手で軽く一発。すぱーん、とやたら小気味いい音が響いた。

「い、いきなりなにをする！　呪のろうぞ！」

「何をする、はこっちの台詞せりふだ！　暇ひまに任せて好き勝手に遊んで暴れたんだな、そうだな！　家が滅め茶ちや苦く茶ちやになってるじゃねぇか！」

「そ、それは……違う」

　ぷい、と顔を背そむけるフィア。

「じゃああれは何だ、押入れの奥に仕舞っといたレア食しよく玩がんコレクションが掃除機に吸われてるなんて普通ありえないだろうが！　悪意がないとできないことだぞ、俺おれへの嫌いやがらせか!?」

　詰め寄ると、彼女はむくれた表情で春はる亮あきを睨にらみつけ、

「うるさい！　知らんわあほー！　眠いから寝る！　邪じや魔まするな！」

　全速力で部屋へ逃げていった。あまりの逆ギレに追いかける気力もなくなる。

「畜ちく生しようめ……片付ける身にもなれよ。恩を仇あだで返すってのはこのことか」

「……あのー」

　肩をつついてきたこのはを見ると、彼女は何だかバツの悪そうな顔でもじもじしていた。

「今のは、ちょっと……春亮くんもアレかなーって思わなくもないです」

「なんでだよ。どう考えてもこりゃイタズラ以外の何物でもないだろ」

「そこを、よく見ればなんとなく別の意図が読み取れそうっていうか……ほら、あそこの庭とかですね。んと、洗面所も見てくれればわかると思うんですけど」

　言われた通り、庭を見てみる。確かに朝とは様子が変わっていた。意味は全くわからないにしても、そう、それはイタズラ以外の意図がなくば決してそうはならない変化で──

「……あ。まさか、あいつ……？」




　自室に戻ったフィアは、まず布ふ団とんをマウントポジションでばしばし叩たたいてストレスを発散した。息切れを契機に攻撃を止やめて布団に潜もぐり込むが、鬱うつ憤ぷんが完全に晴れたわけでもなく、

「ふん……ふん！　あほ春亮め、ハレンチ小僧め……！　なんであんな……」

　こちらの言い分を聞きもせずに、イタズラなどと決め付けて。まったく腹立たしい。

　とはいえ、説明する気があったのかと問われれば答えは否いなだった。

「今まで何をしていたかなど……言えるものか」

　あんなことを説明するなんて、恥ずかしすぎるし悔くやしすぎる。そのくらいのプライドはあるのだ。だから仕方ない。仕方ないが──なんとなく、むかつく。

　もう一度だけ大きな鼻息を吐き出し、フィアは布ふ団とんを頭から被かぶり直した。
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　飛行機に積まれるまでの僅わずか数日間だが、日本語の読み書きは最低限の現代知識と共に崩ほ夏なつから教えてもらっていた。だから書き置きも問題なく読めた。放置とはけしからん、と多少腹を立てながらも、台所に朝飯兼昼飯として置いてあった料理を食べ終え、

「……ふぅ。暇ひまだのう」

　縁側に腰掛け、ぼんやりと呟つぶやく。なんとはなしに空を眺ながめていると、急に衝しよう動どうが襲おそってきた。新鮮といえば新鮮だが、恥ずかしいといえば恥ずかしい──自然の欲求。

「ヒトというのもこれはこれで面倒だな」

　口をへの字にしながらトイレに向かい、試行錯さく誤ごの末にミッションを完了する。

「なかなかやりおる。捻ひねれば水が出る、あれが水洗というやつだな。驚おどろいた」

　世界の変化を実感しつつ、洗面所の蛇じや口ぐちを捻って手を洗う。水道の扱いも完かん璧ぺき。便利さに驚きはするが、近代文明恐るるに足らずだ。

　ぷるぷると濡ぬれた手を振っていたとき、ふと目に留まったのは、

「ふむ。知っているぞ。あれは洗濯機、洗剤と服を入れておくと勝手に洗ってくれる機械」

　そこで昨夜の会話を思い出した。《人のタメになる》ことをしろ。さらには自分の状況を考えた。自分は今、暇だ。ならば、今から人のタメになることをしてやればいいのではないか。呪のろいを解くのに時間がかかるというなら、早く始めればそれだけ早く終わる。となれば──

「……ふふ、感謝しろ。そして私の実力に驚きよう嘆たんするがいい……！」

　とりあえず近くの篭かごにあった服を機械に叩たたき込んでみる。洗剤は、と探すと、わかりやすくも洗濯機の脇わきに粉入りの小箱があった。嗅かぐと石せつ鹼けんに似た匂においがする。間違いない、と確信を持って入れた──一箱まるごと。そして適当にボタンを押しまくると洗濯機が揺れ始め、

「いける……くくく、なんという対応力！　では次は……掃除でもしてやるかな！」

　必要なのは掃除機というアイテムだ。一ひと抱かかえほどの箱に長い首がついているモノらしいが……と探すと、居間の押入れの中で窮きゆう屈くつそうに首を曲げて寝ていた。

「そして今の機械は電気で動く。壁に鼻っぽい穴があるはず、と。おう、これだな。確かに鼻だ鼻だ。それで──むぅ、しかしどう見てもこの尻しりの突起の位置では刺さら……わ!?」

　適当に摑つかんで弄いじっているとコードがずるりと伸びた。予想外の動きにビクリ。

　咳せき払ばらいしつつ胸を張り、細めた目を左右にチラと走らせ、

「……フェイントだ。ちゃんとわかっておった」

　壁鼻穴に突起を差し、それから手元のボタンをまた適当に触ると掃除機が唸うなりをあげ始めた。楽勝だ。畳たたみの上をゆっくり進み、塵ちりを機械に食べさせる。何やら愉快になったので、この際徹底的にやってやろうと部屋の中を縦じゆう横おう無む尽じんに掃除した。コツがわかり移動速度もスピードアップ。が、そのうちにコードがえらく重くなったり背後でぎこぎこばたんと異音がしたりまたコードが軽くなったり、という謎なぞの現象が発生。

　はて、と思って振り返ろうとしたとき、その謎現象を頭から吹き飛ばすモノが視界に入った。畳の上を一直線に進んでくる、醜しゆう悪あくな八本足を不気味に蠢うごめかせるその生物は──

「く……クモ!?」

　産うぶ毛げが逆立った。よりによって世界で唯一苦手な生物がなぜここで出現するのか。ひとしきり運命に罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけ、しかしここで逃げてどうするとヤケクソ気味に克こつ己き。掃除機のホースを振りかざして突進する。今のコレは便利な清掃マシーンではなく、異次元へと敵を吸い込む超近代兵装だ。

「電気の力で塵となるがいい！」

　しかし敵もさるもの、素早く方向転換しホースを搔かい潜くぐる。向かう先は開けたままにしていた押入れだ。後に引けなくなったフィアは追撃を開始、ちょっぴり腰が引けた姿勢でホースを押入れに突っ込み搔き回す。中の物品が崩れて外に出てきた。そのうちに何か硬いものを吸い込んでしまったらしく、カタカタという異音が掃除機から聞こえ始め──そして完全沈黙。

「な!?」

　攻めていたはずが一転して窮きゆう地ちだ。フィアは慌あわてて後ずさり、渾こん身しんの力を込めて押入れを閉めた。へたり込んで息を整え、そろそろと押入れの襖ふすまから手を離す。どうする。さらなる追撃か。そんな馬ば鹿かな。少なくともこうしていれば奴やつはここから出てこれないのだ。うんそうだ、そうしよう。春はる亮あきが帰ってきてから奴に駆除させればいい。

「私は何も見なかった……そういうことだ……！」

　そこでフィアは足あし下もとに何か親近感を覚えるものが転がっているのに気付いた。押入れから出てきたのだろう。片手で握れるほどの立方体で、表面は３×３のタイル状に分割されている。それぞれ塗られている色が違っていた。

　首を傾かしげつつ、かしゃこかしゃこと立方体を捻ひねる。色が移動した。なるほど、上う手まくすれば全部の色が揃そろいそうだが……？

「……。……。……。はっ。こんなことをしている場合ではない」

　ふと我に返って玩具おもちやを置いたとき、丁ちよう度ど電子音が聞こえた。そうだ、洗濯をしていたのだ。

「なんとまあ、派手だな。これくらいやらんと綺き麗れいにならんのか」

　洗濯機は山のように泡を吹いていた。しかも溢あふれた水が容よう赦しやなく床を水みず浸びたしにしている。

　ともあれ、洗えば干さなくてはならない。洗濯機に沈んでいた服を篭かごに放り込んで救出し、庭へ移動する。短い草が生えているので裸足はだしの裏が心地よかった。物干し竿ざおの前で背伸びし、濡ぬれた服を絞ってから引っ掛ける。ぎゅい。ばふ。ぎゅい。ばふ。竿には鳥の嘴くちばしのような三角形のものが何個もくっついていたが、邪じや魔まだったので全部退どけた。何かのまじないか。

「これで最後、と……おう。完かん璧ぺきではないか……」

　自分の銀髪の向こうで、洗濯物がぱたぱたと牧歌的にはためいている。この光景を作り出したのは自分なのだ。そう思うと不思議な満足感が胸の中に生まれてきた。

　だが、完全なる作戦の成功を確信して踵きびすを返そうとしたとき──風。

　一枚のタオルがふわりと舞い上がった。追いかけるが手が届くはずもなく、それは家の屋根に着地。顔を顰しかめてから、仕方ないのでジャンプして屋根に飛び乗った。ばきんと足あし下もとで変な音がしたが、それよりも今はタオルだ。回収し、庭に飛び降りる──その刹せつ那な、努力を嘲あざ笑わらうかのように再びの突風。今度は何枚かの衣服が横手にある背の高い木に引っ掛かる。えいくそ面倒だな、とタオルを物干し竿に引っ掛けてそちらを救出しようとしたところ、手を離した瞬間にそのタオルも木に生なることになった。きりがない。

「……ええと……その、なんだ。服は風が吹き乾く。つまり高いところのほうが早く乾く。大局的には、むしろあのほうがよい……ような気がするな、うん」

　無理矢理自分を納得させ、枝の先端ではためく服を見ないように家のほうへ向き直る。

　すると、そこで視界に入ったのは──

　まずは居間。戸と棚だなは倒れ、なぜか中央にあったはずのテーブルが斜めになって襖ふすまに脚を突き刺していた。テーブルには掃除機のコードが変な具合に絡からみ付いており──クモの出現やら立方体の玩具おもちややらで忘れていた、あの謎なぞ現象の答えがなんとなくわかった。さらには押入れから雑多な小物が畳たたみの上に流れ出ていて、変なものを吸った掃除機は死亡している。

　何かが屋根から落ちるのに気付いて見上げれば、それは砕けた黒こつ灰かい色しよくの屋や根ね瓦がわらだった。さっき屋根にジャンプしたときに聞いた音は、きっと、これで。

　時ここに至り、初めてフィアは思った。不可思議なことに、いろんな部分が掃除の前より散らかっているように見える。有り体ていに言えば滅め茶ちや苦く茶ちやになっている気すらもする。なぜだ。

　頰ほおに一筋の汗が流れた。

「ひょっとして……私の仕事はあまり上う手まくいっていないのではなかろうか？」

　その問いに対する答えは、家の外から聞こえてくる二人分の足音。

　フィアはゆっくりと縁側に上がり──

　ポルターガイストと宇宙人。はたして説得力があるのはどちらだろう。

　そんなことを考えながら、冷たい縁側に額をつけてうつ伏せた。
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「うーむ。ベタすぎる気がしないでもないが、やっぱあれは、そういうことなのか……？」

　庭の木に引っ掛かってはためく洗濯物を見ながら、春はる亮あきは呟つぶやいた。

「遊びじゃあ、洗濯機にちゃんと洗剤なんて入れないですよ……量はともかく。見てくればわかりますけど、今はカニさんみたいにぶくぶく言ってます」

　かに、とこのはは頭の横で指をチョキにする。春亮はルービックキューブを拾い上げた。

「ったく。どっから見つけたんだ、こんなの」

「あの、春亮くん……覚えてます？　わたしがここに来たときのこと」

「まぁ、なんとなくは。お前も最初は色々変なことやったよなぁ」

　彼女がここにやってきたのは、春亮が小学校に入るか入らないかの頃ころだった。当然、はっきりした記憶は薄れているが……印象だけは残っている。

「やっぱり。忘れててほしかったんですけど……今は、それでよかったかなと思います」

「なんで？」

「ふふ。昔のわたしに対して言ったのと同じことを、フィアさんにも言ってあげればいいんですよ。それで万事解決です」

「覚えてないぞ。なんて言ったっけ……？」

「まぁ春亮くんは昔から変わってないので。深く考えずに思うままを言えば大丈夫ですよ」

　それからこのはが片付けを手伝う提案をしてきたが、丁重に断る。それは自分一人がやるべきことのような気がしたのだ。彼女もそれ以上食い下がることはなかった。

　このはが離れの部屋に帰っていくと、春亮はルービックキューブを置いた。天井を見上げる。

「やれやれ。どうすっかなぁ……」




　そしてその夜。

「おい。起きてるか」

　辛しん抱ぼう強く待っていると、ややあって障しよう子じの向こうからぼそぼそと返答があった。

「うるさい。寝ておる」

「返事できるなら起きてるじゃねーか」

「うるさい黙れ。呪のろうぞ」

「はいはい。で、なんだ、何か俺おれに言うことはないか」

　数秒の間があり、「あるものか」と吐き捨てる言葉が返ってきた。それならいいけどさ、と春亮は息を吐く。まったく、意固地というか何というか。

「お前はともかく、俺にはちょっとだけ言うことがある。まぁその……悪かったよ」

　返事はない。仕方ないので一方的に喋しやべった。

「わかってたけど、忘れてた。お前は人みたいだけど、人じゃなくて──でもやっぱり人だから、最初は苦労するんだと思う。わかんないことがあって、色々失敗しまくって、誰だれかに迷惑かけたり、誰かとぶつかったりすることもあると思う。このはだってそうだったからな」

「何だかわからんが、あのウシチチと一緒にするな。不愉快だ」

「へいへい。つまりだな……呪のろいを解くのに時間がかかるってことは、急いでも仕方ないってこった。無理して焦あせらんでもいいんじゃねぇの、と。わかんないことがあったら、ま、俺おれに教えられることは教えてやっからさ。んじゃな……夕飯は台所に残してあるから、食いたきゃ食えよ。あとプレゼントここに置いとく。とっとけ」

　春はる亮あきは持ってきた紙袋を障しよう子じの前に置いて、欠伸あくびを漏もらしながら部屋に帰っていった。

　その数分後、フィアの部屋の障子が音もなく開く。しばらく様子を窺うかがうような間があってから、さっと白い手だけが伸びて紙袋を摑つかみ、そしてまた音もなく障子が閉じた。




　袋の中身は服。多少大きめではあるが、厳密なサイズにあまり左右されないワンピースが中心だった。さらには新品であろう、ビニール袋に包まれた下着も。そこでひらりとメモが落ちる。『お子様には下だけで充分ですよ』……

「死ぬれ！」

　反射的にメモを畳たたみに叩たたきつける。すると裏にも何かが書かれているのが目に留まった。『ブラが欲しいならいずれアルバイトでもして買いなさい。生活に慣れたらできるようになります……まぁ、私達たちの身体からだは成長しないから必要ないっていうか無む駄だだと思いま』

　最後まで読まずに踵かかとで踏みにじった。

　紙袋に入っていたのはそれだけではなかった。昼間に見た立方体の玩具おもちや。それと。

「……おせんべ」

　腹が鳴った。昨日食べつくしたと言っていたから、春亮がわざわざ買ってきたのだろう。

「ふ……ふん。懐かい柔じゆうなどされぬぞ……こんな、子供のような。食べ物で釣つろうなど」

　ぶつくさと言いつつ、手は包装を破っている。口元からは煎せん餅べいが割れる音、手元からは、手て慰なぐさみにルービックキューブを弄いじる、プラスチックが触れ合う音。

「ぬ。胡ご麻ま。胡麻入りか。なんと香ばしい……」

　暗い部屋に二つの音を響かせながら、フィアは思っていた。

　仕方がない。ここは寛かん大だいな心で、あのハレンチ小僧の謝罪を受け入れてやるとしよう──何よりもまず、この素晴らしい食物がどこで売っているのか教えてもらわねばならんしな。







　第二章 「どこに、なにを、なにか」/ "When contents of the cube are exposed"
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「こぼしてるこぼしてる。ちゃんと皿を見て食え」

　ああ、と今け朝さ何度目かの生返事をして、フィアは目玉焼きの黄身にフォークを突き刺す。だがその視線は部屋の隅にある四角形に固定されたままだった。

「んー。さすがに『この小さな奴やつらは箱の中で何をやっているのだ!?』とかいうベタな台詞せりふは聞けなかったか」

「ば、馬ば鹿かにするな。知っておる。これは遠い場所の光景が見えているだけ。電気の力で過去をキロクすることもできる……とな。初めて見たが、その──想像通りだ。さしたる驚おどろきはないな、は、は、は」

　変な真顔のまま噓うそ笑わらい。食べ終えているのにフォークが皿の上を彷徨さまよっている。ニュースキャスターがカメラ目線で「おはようございます。今日も一日、元気に頑張りましょう！」と言うと、「うむ。誰だれか知らんがお前もせいぜい頑張れ」と律りち儀ぎに返答した。

「おいフィア、ちょっとこれを持ってみろ。テレビの使い方を教えてやる」

「何だこれは」

「とりあえず一番目立つ赤いボタンを押してみろ。テレビに向けてな」

　リモコンを受け取り、フィアはいささか緊張した面持ちでボタンを押す。と、

「き──消えたぞ!?」

　ばっ、と驚きよう愕がくの表情で首を回し、春はる亮あきに報告。もう一度押してみろ、と言うと、

「つ──点ついたぞ!?」

　全く同じ動作で再報告。

「それが電源ボタン。見ないときには必ず消しておくこと。他ほかに色々ボタンがあるけど、基本的には触るな。触っていいのは下にある数字のボタンだけだ。それは色々押していい」

「いいのか。押すぞ……押すぞ？」

　チャンネルが切り替わり、別のニュースのスポーツコーナーへ変わる。いきなりＦ１のレース風景になったため、春亮の期待に違たがわず「よけろ！」とフィアは身体からだを斜めにした。

「というわけで、それを押せば番組が色々変わる。ちなみにいかなる番組でも中身が飛び出してくることはないので安心しろ」

「わ、わかってはいた。が、万一ということがある。危機管理は重要だ」

　などと微かすかに頰ほおを赤くした顔で言いつつ、フィアはさらにポチポチとチャンネルを押した。その動きが止まったのは、波の高い海でリポーターが低気圧の接近をリポートしている番組。指を止め、呆ほうけたように、フィアはその光景を見つめる──

「これが……海、か？」

　春はる亮あきが肯定すると、彼女は視線を画面の海に釘くぎ付づけにしたまま呟つぶやいた。

「……見たことがなかった。そうか、こんなにも広いものなのか」

　瞳ひとみには複雑な色が湛たたえられている。子供のような憧どう憬けいと──そして、僅わずかな失望と。

「思っていたよりも、ずっと冷たそうで……暗そうだ、な」

「そりゃ雨雲来てるからだよ。夏は全然違う」

「そういうものか」

「近くにもあるぞ。街の反対側だけどな。行きたきゃいつか行ってみればいい」

　フィアは曖あい昧まいに首を揺らした。それが肯定の動作だったのか、それとも否定の動作だったのかは、春亮には判断できなかった。




　チャイムが鳴り、春亮は鞄かばんを持って玄関に向かう。笑顔で待っていたのは制服姿のこのはだ。彼女に委員会や部活の用事がないときは、こうして一緒に登校することが多い。

「おはようございますー」

「ん、じゃあ行くか」

「ぬぬう。どういうことだっ？」

「どういうことって、学校だよ。言ったろ、平日は学校があるって」

「そいつと一緒にか」

「まぁ、同級生ってことになってるしな」

　靴くつを履はき終え、春亮はなぜか不満そうな顔をしているフィアに指を突きつける。

「今日はお前に指令を与える。俺おれが帰ってくるまでの仕事だ」

「……言ってみろ」

「まず、さっき教えた通りにテレビを点つけろ。そして好きな番組を見ろ。腹が減れば台所に飯が用意してある。眠かったら寝ろ。以上、健闘を祈る」

「それだけかっ？」

「それだけ。おいおい家事とか教えてくから、今日は大人おとなしくしてろ」

　むぅううー、とフィアは頰ほおを膨ふくらませている。はて何が納得いかないのだろう、と春亮が首を傾かしげたとき、玄関からこのはが聖母のような笑みを覗のぞかせて言った。

「まさか、寂しくて一人じゃお留守番できないなんて言いませんよねー？」

「な、なにおう!?　誰だれが寂しい、などと言ったか！　余計な奴やつらがいなくなってせいせいするわ！　ああ楽しみだ、テレビの世界が私を待っている！」

「なら大丈夫ですねー。重ちよう畳じよう重畳。じゃあ春亮くん、行きましょう。二人で楽しい学校に」

「楽しい、だと……ふん！　どうせそのチチをチチらしく使って二人で楽しくチチクリ合うのだろう……！　まったく、ハレンチな！　ええい、ほら行け今行けさっさと行け！　私は早く一人になりたくてうずうずしておるのだ！」

「んー、なんか不安だが……遅刻しそうだし仕方ない。このは、行こうぜ」

　このはは軽い足取りで、春はる亮あきは頭を搔かきつつ門を出る。フィアは鼻息荒くその背中を見送っていたが、彼らの気配が完全になくなると深い息を吐いた。ぺたん、と玄関に腰を下ろす。

　静かだった。下げ駄た箱ばこの上に置いてある木彫りの熊くま、天井の粗あらい木目、壁に掛けられた鏡、その横のカレンダー。全すべてが止まっている。動きのない調度品の数々が、無言の冷たさが、彼女を受け入れていた──無機の仲間意識を持って。

　膝ひざを抱かかえ、目を細める。それからフィアは顔を微かすかに傾け、白銀の髪が滑るのを横目で見ながら囁ささやいた。

「あほ……本当に置いていかんでもよかろ……？」
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　奇妙な客を乗せることには慣れていた。空港前という人間交差点を仕事場にしているのだから当然だ。ＦＵＣＫの四文字を延々繰り返す黒人達たち、同じゲーム機ばかりを抱えた中国人、生気のない顔でこう言う日本人家族……「誰だれも来ない森か沼へ」。思い返せばきりがない。

　しかし──この客は、その中でもとびきりに、変だ。

　タクシーの運転手は視線だけを動かし、数分前に空港から乗ってきた客の姿をバックミラーで確認した。金髪に瀟しよう洒しやなドレスを纏まとった白色人種の美女一人。そこまではいい。それ以外が全て変だ。変すぎる。そもそも、あんな姿で飛行機に乗れるものなのだろうか──？

「見られているような気がいたしますわね」

　鏡の世界の中、ノー・スモーキングの文字を（おそらく意図的に）無視して細い煙草たばこを咥くわえていた女が、煙と流りゆう暢ちような日本語を同時に吐き出した──軽い金属音と共に肩を竦すくめながら。

「あ……その、すみません」

「おや。貴方あなたもでしたか」

　自分でなければ誰なのだ。車中には二人しかいないというのに。運転手はますます不気味に思って背筋を震ふるわせる。だが客は客、彼女が言いつけた街のホテルまでは結構な距離がある──少しでもこの空間を居心地のよいものにしようと、運転手は口を開いた。

「に、日本語がお上じよう手ずですね。私は外国の方々も多く乗せますが、その中でも一番──」

「一番、変な客だと？」

　喉のど元もとから肛こう門もんまで、一気に氷柱つららが滑り抜けるような気分を味わった。なんとか平静を装よそおい、

「日本語が上う手まい以外のことで言えば、一番──その、お綺き麗れいです」

「まあ。この国のタクシードライバーはお世辞の訓練も受けているのでしょうかね？　さすがは礼節の国日本、最高ビツチですわ。くすくす」

　上う手まく答えられたようだ。笑い声が少女のように軽やかなことに、少しだけほっとする。

「いえ、お世辞なんかじゃありませんよ、本当に」

「ふふふ、まぁ噓うそだとしてもわたくしは気にしませんがね。『噓こそ、あらゆる幸福、あらゆる恩恵、あらゆる名声、あらゆる富の鍵かぎだと思わなければいけない』──とわたくしの好きな作家様も仰おつしやってますし。反社会的な言葉ですがね」

「はぁ……聞いたことありませんが、やっぱり、外国の作家さんで？」

「そう、反社会的で有名なお方。ドナスアン・アルフォンス・フランソワ・ド・サド侯こう爵しやく」

　そう言って、後部座席の客はまた笑った。何が面白いのかは運転手にはわからなかった。

「日本へは観光ですか」

「いえ。仕事のようなものですわね」

「それはご苦労様です。ええと、どのようなお仕事を？」

　奇妙な姿の美女が顔を上げ、ミラーを介して運転手に微笑ほほえみかける。

　その目を見た瞬間、今までの会話で獲かく得とくした僅わずかな安あん堵どが一瞬で吹き飛んだ。

　逃げたいという気持ちがアクセルを踏ませる。ああ、やっぱりだ。こんな人間がまともであるはずがない。こんな、楽しく虫を踏み潰つぶす子供のような、ただひたすらに侮ぶ蔑べつだけを湛たたえた怖おそろしい目で笑えるような人間が、まともであるはずはない──

「塵ゴミ掃除を」
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　一人で家に残されて、数時間。テレビにはすぐに飽あきた。

「ふぅ。暇ひまだのう。やっぱり暇だのう」

　昨日と同じ台詞せりふを口にしつつ、ふと思う。家の中にいても暇なら、外に出てみようか。縁側の下にあったサンダルを履はき、庭を散歩してみる。ぐるぐる。ぐるぐる。

「……つまらん」

　顔を顰しかめつつ家を何周かしたところで、眼前にある離れに視線が留まった。一階は倉庫らしく、銀色のシャッターが降りている。二階の窓を眺ながめ、フィアは今け朝さの出来事を思い出した。

「なんというか、不公平ではないのか？　春はる亮あきはあのウシチチがそんなによいのか。ハレンチ小僧め。それに、あの女にはちゃんとした個室があるというのもけしからん。まったく、不公平だ不公平だ。私にも色々やりたいことがあるというのに、あれも駄だ目めこれも駄目と……」

　ぶつくさ呟つぶやきながら踵きびすを返しかけ──止まる。

「そうだ。奴やつは別に、そういうことを禁止してはいなかったな……？　うむうむ、問題はないから言わなかったのであろう」

　思いつきに独りで頷うなずくが、その作戦を決行するには一つの難関があった。

「さて。どうする……？」

　なんとなく空を見上げながら考える。そしてふと、答えがさりげなく用意されていたことに気付いた。にんまりと笑う。

　そこに見えていたのは、空と──その広がりを視界の端で邪じや魔ましている、離れの窓。




　じゃんけんに負けてジュースを買いにいった泰たい造ぞうが帰ってきた。だが手ぶらなうえに表情が暗い。いつものメンバーと弁当をつついていた春はる亮あきが顔を上げ、

「どした、泰造？」

「なぁ、春亮よぅ……駄だ目めだってわかってる。でもどうしようもないんだ──ベタベタで使い古されてるとわかってても、俺おれはやらざるを得ないんだ！　なあ春亮、いいだろうか、俺はお前に対してこういう場合の典型的なアレをやってもいいだろうか!?」

「な、何言ってんだお前……」

　春亮がきょとんとした目を向けると、突然に泰造はその首を絞めてきた。

「なんで！　お前！　ばっかり！」

「グぇ、ごほっ!?　こら馬ば鹿か、何するんだ何があった！」

「自分の胸に聞いてみろ！　貴様、このはさんだけでは飽あき足らず！」

「だから何のことだか俺にはわからブヒュュェッ!?」

「うわ汚っ！」「こら夜や知ち！　何か飛んだぞっ！」

　春亮は渦か奈なと錐きり霞かに謝ることも忘れ、その瞬間に目に飛び込んだものの実在を疑っていた。それは──教室の後方扉から、にょっきりと突き出た銀色の頭。

「おい、さっきの男。案内してくれるのではなかったのか……っと、ここにいたのか」

　平然とした顔でフィアが歩いてくる。しかもなぜか制服を着ていた。

「ふふふ。来てやったぞ、春亮」

　胸を張り、自慢げに彼女が言うと──教室の空気が一瞬で停止。

「フィア!?　なんでお前がここにいるッ!?」

「なんでも何も、お前、『学校に来るな』とか『外に出るな』とか一言も言わなかったではないか。ならばどこに行こうと私の勝手だろう」

「当然すぎて言わなかっただけブハ！」

　横に座っていた渦奈が、春亮の頭を適当に摑つかんで弁当箱に押しつけた。その勢いで立ち上がり、目をキラキラさせてフィアに抱だきつく。

「うわー、うわー！　超キレー、超可愛かわいい！」

「むが。おい女、気安く触れるな」

「喋しやべりも独創的ィ！　フィアちゃんって言うの？　どっから来たの？　あっきー……春はる亮あきくんとどーいう関係？」

「どういう関係……なのだろうな。大まかに言えば、今私はこいつの家に滞在していて」

「同どう・棲せい・ですか!?」

「親父おやじの！　親父の知り合いなんだ、外国で作った知り合いの娘さんなんだ！　だから仕方なく世話をする羽目になったのでありますよ聞け！」

「ほぅ……一緒に住んでいる、というわけか。それは……学級委員長として、いくつか確認せねばならないことができたな……！」

　ゆらり、と妙な気迫と共に錐きり霞かも立ち上がる。すぐにクラス中が集まってきた。

　ぐったりしつつ、春亮はとりあえずアイコンタクトで「余計なことは言うな」とフィアに伝える。フィアも頷うなずいた。どうやら話的には、フィアは外国から来たばかりの子で、別に転校してきたわけではないが暇ひまだったので勝手に来てしまった……という流れになっているらしい。

　ともあれ、フィアを囲んだ騒ぎは当然のように廊下にも届く。

「ああーっ!?」

　声のほうを見ると、顔色を変えたこのはが慌あわててこの教室に走り込んできた。購買部に行った帰りか、腕には何個かのサンドイッチを抱かかえている。

「ど、どうして？」
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「勝手に来やがったんだ。俺おれはここで意識を失う。このは、後は任せたぞ……」

「任せられても困りますっ!?」

　そんなとき、このはの登場に人格を変えた男が一人。泰たい造ぞうが輪からするりと抜け出て、

「はっ……このは、さ、さんっ。こ、こんにちはっ。うちのクラスにようこそ！　男が半分もいてむさ苦しいところですがお気になさらず！　ど、どんな御ご用ようで？」

　このはは愛あい想そ笑いで挨あい拶さつをする。そこで彼女は何かを思いついたようだった。

「えと、春はる亮あきくんとご飯を一緒に食べる予定だったんですが……それと、来ちゃったんなら折せつ角かくなのでフィアさんとも食べたいなー、なんて。でもこれじゃあ人が多すぎて困りますね」

　なるほどわかりましたお任せを！　と、期待通りに泰造はフィアを囲む輪を崩しにかかった。ぶーぶー発される文句を気にも留めず、強引に生徒達たちをばらけさせる。このはが笑顔で礼を言うと、泰造は後ろを向いてガッと拳こぶしを握り締めた。将来女に騙だまされるタイプだなと春亮は思う。

「ん──何だ、お前もおったのか。来なくてもよいものを」

　このはの唇くちびるが音を出さずに動いた。来なくていいというのはこっちの台詞せりふです、と。

「ほら机机。二人分プラスだ」

「あ、おい泰造。俺達は……」

「え？　一緒に食うんじゃないのか？　俺とか渦か奈なとかがいたらマズイ？」

「昼飯か。私は別に構わんぞ。弁当箱を見つけたので詰めてきたのだ」

　勝手にフィアが答えてしまった。ここで「どうしても三人だけがいい」と拒否するのも怪しいだろうか。けれども、こうなった以上は一瞬なりとも釘くぎを刺しておく必要がある。

　春亮は席から立ち上がり、さりげなくフィアの頭をロックして歩き始めた。

「案内がてらジュース買い直してくるよ。席作っといてくれ。このは、行こうぜ」

「あ……はい。すいませんけど、これ」

　持っていたカツサンド×３を泰造に渡し、このはも春亮の後をついてくる。廊下に出ても、当然のようにフィアに視線は集まってくるが──とりあえずそれは無視だ。

「お前なー、何考えてるんだよ」

「うん？　だから言ったであろう、来てはいけないと言われなかったから来た、と。やっぱり暇ひまだったのだ。それに、この女だけ学校に来れて私は駄だ目めだというのは不公平ではないか」

「わたしだって最初から学校行ってたわけじゃありませんよ……」

「まったく……いろいろ常識とかで問題があるから、まだ外に出るのは早いってはっきり言っときゃよかったのか」

「なにおう。今までの受け答えを見なかったのか。ごく普通に会話できていたぞ」

「残念ながら見てると俺の心臓が破は裂れつしそうだったんでな……ええい、とにかく今はこの状況を乗り越えんと。いいか、『日本に来たばかりで何も知らない』という役柄を崩すなよ。困ったときには首を傾かしげて黙って笑え。これが日本流問題解決術だ」

　下げ駄た箱ばこ前の自動販売機で、春はる亮あきは適当に人数分のジュースを買う。その様子を物珍しそうに眺ながめていたフィアに、ふとこのはが声をかけた。

「さっきから気になってたんですけど……その制服は一体どこから？」

「言わずもがなであろう。腰も胸も、無む駄だにでかくてスカスカだ。もっと瘦やせろ」

「わ、わたしの部屋を荒らしたんですか！　あなた、していいことと悪いことの区別くらい！」

　と、さすがに顔色を変えて詰め寄るこのはを見上げ、フィアは余裕の表情で唇くちびるを曲げた。

「ほう……そんなことを言ってよいのかな？」

「どういう意味です？」

「のう春亮、聞いてくれ。奴やつの簞たん笥すの一番上にはな、なんとも言い難がたい形状をした下着が──」

「わーわーわー！　あれを買ったのは一時の気の迷いで！」

「何騒いでんだお前ら……ほれ、ジュース買ったし戻るぞ」

　歩き出しつつ、春亮はフィアをちらりと見下ろした。

「ちょっと聞いてたが、さすがに人の部屋に侵入するのはマナー違反だ」

「む……仕方なかろう。学校には制服を着てないと入れない、ということくらいは知っておったのでな。第一、『この制服の学校はどこだ』と通行人に聞いたからこそ来れたのだし」

「なんで制服がない時点で『諦あきらめる』ていう選択をしないんだ……？」

「ていうか、どうやって部屋に入ったんですか。ちゃんと鍵かぎかけてたのに」

「……？　なんだか知らんが、普通に入ったぞ。窓のほうから」

「窓にも鍵はかけていたはずですが。ま……まさか!?」

　絶句するこのはに向け、フィアは真顔でＶサインを出して言った。

「うん。割った」

　ふらり、とこのはが立ち眩くらみしたように身体からだをよろめかせ、隣で春亮は魂たましいの抜ける息を吐いた。そのガラスの修理代を出すのは誰だれなのだろう。

「……あーうー。駄目だ、すげぇ疲れた。おいフィア、飯食ったら速攻で帰れよ。先生とかに見つかったらどんな騒ぎになるかわからん」

「むう。授業とやらも見てみたいのだが。駄目なのか」

「駄目に決まってるだろ！」

　教室の前でそんな会話を繰り広げていたとき、ふと逆方向から錐きり霞かが歩いてきた。

「いんちょーさん、どっか行ってたのか？」

「少し職員室にな。喜べ、夜や知ち。それとフィアくん」

　しょくいんしつ。その七文字に感じた嫌いやな予感はすぐに的中する。

「先生に掛け合ってきた。特例として、異国の客人が午後の授業を見学することを許可してくれるそうだ。なに、感謝の言葉はいらない。委員長として当たり前のことをしたまでだ。異文化交流の機会というのもそうそうあるわけではないしな。色々勉強になるだろう」

　余計なことを！　という絶叫を春はる亮あきが必死に吞のみ込んでいると、錐きり霞かは半眼で続けた。

「これでもう少しフィアくんと話す機会が持てるな。まだいろいろ確認すべきことが残っている──従い兄と妹このこのはくんがいるとはいえ、年とし頃ごろの娘と男子高校生が親のいない家に同居しているのだ。何か間違いが起こってはいないか、とかな……！」

　その眼光の鋭さを見るに、間違いなくこちらがメインの理由だ。

（ああもうまったく、どこに文句を言ってよいやら……！）

　しかし結局、春亮はがっくりと肩を落とすだけで全すべての抵抗を諦あきらめた。

　どこに文句を言っても聞き入れられないのだろうな、ということはなんとなくわかったし。

「よくわからんが……授業に出ていいのか？　キリカとか言ったか、お前、いいやつだな！」とはしゃぐフィアの顔が、予想以上に嬉うれしそうなものだったから。
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　愛あい想そ笑いの教育が行き届いたボーイにチップをやって部屋から追い出し、さて、と彼女は荷物を開き始めた。フロントで受け取ったその数すう個このトランクは、一足先に本国から送られていたものだ。煙草たばこをすぱすぱ吸いつつ、中身を確認。必要なものは皆揃そろっている。問題はない。

「……？　一つ多いような気がしますが……？」

　最後の一つ、ギターケースのように細長いトランクに心当たりはなかった。短くなった煙草を灰皿に捻ねじ込み、蓋ふたを開いてみる。と──

「これは……」

　一瞬で彼女の頰ほおに歪ゆがみが生まれる。それは憎ぞう悪おと怒気の形。叩たたきつけるようにして閉じた。弾はずみで中に入っていたメモが床に落ちる。拾い上げ、文面に目を通し──握り潰つぶす。

「ああ、もう──余計なお世話ですわ、余計なお世話ですわ……最低ビツチ！」

　ケースを殴なぐりつけ、さらに渾こん身しんの力で投げ捨てる。スイートルームを彩いろどる高価そうな花か瓶びんが音を立てて割れた。

「うう……初しよっ端ぱなから、縁起の悪い……ああ、落ち着かなくては、落ち着かなくては──」

　ふらふらと歩き、テーブルに置いていた煙草の箱を摑つかむ。ソファーに沈み込みながら深く煙を吸った。まず一本。続けざまに二本目。三本目で苛いら立だちもなんとか収まってきた。

　三本目の煙草を灰にしたとき、荷物に入っていた携帯電話が鳴った。通話口から聞こえてきたのは歳とし若い女の声。

『本作戦を担当する後方支援員オーグジラリ。による初期連絡』

「それはご苦労様。こちらも無事に到着いたしました……この国に来てから見られていたような気がしたのですが、それは貴女あなた？」

『肯定する。入国時より支援を開始。している。後方支援員オーグジラリは姿を見せないのが常』

「勿もち論ろんそうでしょうとも。戦闘力のない後方支援員オーグジラリが表に出てくるようなことがあれば、それこそ騎き士しの失態。わたくしが前衛なのですから、そんな事態は万に一つもありえませんがね。それと、一つ聞きますが……ここにある余計な荷物に貴女は何か関与していらっしゃる？」

『……？　何のことかわからない』

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク付きの糞ビツチのことですわ。その様子では知らないようですわね。だったら問題はありません、最初からチームに亀き裂れつが入ることにならなくて幸いです──では顔も名も知らぬ後方支援員オーグジラリよ、顔も名も知らぬままの別れへ動き始めましょう」

『了解。作戦を開始。する』

　そして電話の声が目標のいる位置を告げた。割り当てられた相棒の有能さに満足する。

　通話を終えると、彼女は天井に溜たまった煙を見ながら薄笑いで呟つぶやいた。

「さあ、参るといたしましょうか。目め障ざわりな糞ビツチのお片付けに」
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　放課後の屋上。薄うす曇ぐもりの空から吹き付けてくる風はひどく肌寒い。

　それでも、フィアは依い然ぜんとして楽しそうに眼下のグラウンドを眺ながめていた。

「ここは高いのぅ、いい気分だ……よく考えれば折せつ角かく飛行機とやらで空を飛んどったのだから、来る途中で外を見ておけばよかったな。失敗したわ」

　それからふと、思い出し笑い。

「にしても──授業というのもなかなかに面白いものよ。ふふ、私が英語を喋しやべってやったときの奴やつらの顔といったらもう。あれくらい二日で覚えられるはずなのだが」

「基本能力が違うお前らと一緒にするなよ……」

　春はる亮あきは肩を落として呟く。午後の授業でかなり精神系拷ごう問もんを受けた気分だった。幸いにして致命的なトラブルは起きなかったからよかったが──お節介な教師より学校案内指令が発されたせいで、放課後になっても精神疲労は回復していない。

　隣では、同じく疲れた顔のこのはがフェンスに寄りかかっている。当初は泰たい造ぞう達たちと一緒に案内していたものの、部活や委員会のために結局は二人だけが残ったのだ。

「ん、あの球遊びも終わってしまうのか。人が少なくなってきたな」

「もう部活も終わる時間なんですよ……そろそろ帰りませんか？」

「素晴らしい提案だ。さっさと帰ってメシでも食おうぜ」

　その言葉を聞いても、フィアはフェンスから離れない。

「そうだな。だが……もう少し。もう少しだけ……ここにいたいのだ」

　春はる亮あきはその小さな背中をしばらく見つめたあと、十分だけだぞ、と諦あきらめの息を吐いた。

「なぁ春亮。この場所は──いいな」

「そうか？　人もいねーし、何もないし。そんな楽しい風景でもないだろ」

「この光景ではない。ここ、学校という場所のことだ……とても賑にぎやかで、信じられない数の人間がいて、そして誰だれもがそれなりに楽しそうだ。まったく、こんな場所は初めて見た」

　苦笑を含んで発せられたその台詞せりふには、優しさがあって。

　そして、隠し切れない、寂しさがあって。

　かちかちという音に春亮が顔を横に向けると、フィアは視線を固定したまま、ポケットから取り出したルービックキューブを片手で弄もてあそんでいた。

　春亮はふと、この屋上には自分もこのはもおらず、ただこの少女だけがいるような錯さつ覚かくを覚えた。目を閉じても、ここから立ち去ろうとも、無関係に彼女は独りで在あり続けるような。登場人物が一人だけの絵画を、自分達たちが枠わくの外から眺ながめているだけのような。

「……こういう学校って、つい最近できたものですからね。珍しいのは当然でしょう」

　春亮の妄もう想そうを止めたのは、このはの言葉。そこに労いたわりのような響きがあるのは、彼女は彼女として、フィアの胸中が少なからずわかってしまうからか。

「学校に来る途中の街も珍しいものだったな。結局のところ、同じだ。人が多く──騒がしい。はは、何をそんなに喋しやべることがあるのか、といちいち聞いて回りたい気分になったわ」

「今までいたところはそんなに人が少なかったのか？」

「今までいたところ、か……」

「──ああいや、別にお前が言いたくないんならいいんだが」

　そこでようやく、フィアが春亮のほうに顔を向けた。

　彼女は微笑している。頰ほおを微かすかに緩ゆるめ、切れ長の目を細め、形の良い唇くちびるを薄く持ち上げている。なのになぜか──春亮は、彼女が今にも泣き出すのではないかと根拠のない不安を覚えた。

「春亮。お前は知りたいのか？」

「……え？」

「逆に聞いてみたい。お前は、私のことを知りたいのか？　私が今までどこにいて、過去にどんなことをして、そして私がどんなモノなのか。それを、知りたいと──思っているのか？」

　彼女は微笑のままなのに。どうということのない質問のはずなのに。

　奇妙な緊張感があった。

　春亮は唾つばを飲み込む。肯定すれば、あるいは否定すれば、何かしらが起きるという予感。それが何かはわからない。けれど、取り返しのつかないものであることだけは決定してしまっているような、そんな気がした。

　このはは真剣な顔でフィアを見守っている。フィアは哀かなしく微笑ほほえみ続けている。

　二人ともが答えを待っている。

　春はる亮あきは唇くちびるを舐なめ、肺に息を吸い込んだ。そして、答えを告げようと口を開き──

「──第一の問い、《今までどこにいたか？》に答えましょう。それは数百年もの間、廃はい城じようの隠し倉庫で眠り続けていました。だから結果として我々の目を逃れることができたのですよ」

　屋上の入り口から放たれたその声が、春亮の言葉を奪った。それはやはり答えであり、だから予感通り、取り返しのつかない事態を発生させた。

　平へい穏おんが終わったのだ。
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　貴族のようなドレスに身を包んだ女だった。軽くウェーブがかった金髪の下、ルージュの引かれた色気ある唇が貴族的な雰囲気とは不似合いな煙草たばこを咥くわえている。しかし彼女の最大の特徴はその両腕だった──指先から肩口まで、全てが黒い鉄に覆われている。それはあからさまに太く、巨大で、無ぶ骨こつだった。長大なる手しゆ甲こう。黒々とした鉄の板が幾き何か学がく的に組み合わさり、彼女自身の胴回りほどの厚みを作っている姿は畸き形けい以外の何物でもない。巨人用に作られた義手か、あるいは巨大な西せい洋よう鎧よろいの腕部分だけを装着しているような状態は、当然ながらヤジロベエじみたフォルムを形成している。

「なん……ですか、あなたは」

　奇妙な気配に気け圧おされながらも、春亮が言う。それを聞いた女がくすくすと笑った。

「別に敬語でなくとも構いませんわ、少年さん。わたくしは【蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りよう】という組織の者です……名前はピーヴィー・バロヲイ。《ゆらゆら人形バランシングトーイ》と渾あだ名なされてもいます」

　スカートの裾すそを巨大な手甲の先で摘つまみ、優雅に一礼。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの丁てい寧ねいさと大おお仰ぎようさ。

「は……あ？　あの、いまいちよくわから」

「おや、この名前でわからないとは──では一つ確認を。貴方あなたは夜や知ち姓せいのお方？」

「え？　はぁ、まぁ」

「それならば説明しましょう。夜知崩ほ夏なつと我ら騎士領はそのスタンスにおいて対立しております。貴方の後ろにいるそれの眠っていた場所が発覚したのが全すべての始まり。情報が流れてすぐ我々も調査に赴おもむきましたが、先を越されたのです。普段は完全に痕こん跡せきを消され出し抜かれているにしろ、今回はモノがモノ。なんとかそれが搬はん送そうされた先は突き止めた──と、いうわけですわ。ここまで話せば充分でしょう？」

　それ。モノ。搬送……そして、春亮の父親の名前。全てに関連するものは一つしかない。

「あ、あんた。こいつを狙ねらってるのか……？　な、なんでだよ！」

「愚ぐ問もんです。それの発見は、呪のろわれた道具──禍具ワースに関かかわる組織全ての関心事ですが、わたくし達たちのスタンスは【闇やみ曲まがり拍ぱく明あき・研究室長国】とも【竜島／竜頭師団ドラコニアンズ】とも【ビブオーリオ家族会フアミリーズ】とも【夜知崩夏】とも違います。単純ですわ。我ら蒐集戦線騎士領は呪われた道具の存在を赦さない。禍具ワースは人の世に在あってはならないモノ。故ゆえにわたくしは」

　咥くわえ煙草たばこの口から、煙が長く吐き出される。彼女は楽しそうに言った。

「その筆頭たるそれを──《箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ》を破壊いたします」




　その単語が誰だれを指しているのか。理解は容た易やすい。春はる亮あきが振り向くと、フィアは蒼あお褪ざめた顔で俯うつむいていた。そしてピーヴィーの声が聞こえる。

「くふふ、サド侯こう爵しやくもこう言います。『残ざん酷こくの快楽を正当化するために彼らが用いる論拠は、次のごとくである。我々は感動を受けることを望む。それこそ、快楽にふけるすべての男の目的であり、我々はもっとも積極的な手段によって、この感動を受けたいと思う』──と。わたくしは女ですが、その通り、感動いたしますわ！　これから起こる残酷に！」

　台詞せりふと行動の継ぎ目は唐とう突とつだった。女がドレスを翻ひるがえし、春亮達たちに疾しつ駆くを開始する。

「──っ！　逃げろ、春亮！」「春亮くんっ！」

　フィアに突き飛ばされ、春亮はよろめく。さらにその身体からだをこのはが思い切り引っ張った。

「その心掛けは最高ビツチです！　豚ビツチが人を巻き込んではいけません！」

　単純なる攻撃。手しゆ甲こうに包まれた腕を振り上げ──勢いのままに、振り下ろす。フィアが横っ跳とびに回避すると、彼女が今まで立っていた場所から破砕の断だん末まつ魔まが響いた。

　獣けもののような低姿勢になったピーヴィーが、短くなった煙草をぷっと吐き出して舌打ちする──それもドレスに見合わぬ所作だ。コンクリートに刺さっていた腕を彼女が持ち上げると、屋上の死し骸がいが手甲からぼろぼろと零こぼれ落ち、さらには隕いん石せき痕こんのような陥かん没ぼつが顕あらわになった。

　ありえない、と春亮は思う。どう考えても女の力では不可能な破壊だ。ということはつまり、

（あの手甲……まさか、呪のろわれた道具、か？）

　ドレスとヒールの狩しゆ猟りよう者しやが再び単純すぎる攻撃を開始し、フィアは必死に回避。その肉体は辛かろうじてピーヴィーの両腕に触れることを免まぬかれていたが、代わりに足あし下もとのコンクリートが砕ける。フェンスが大きくひしゃげる。ベンチが四散する。給水塔の壁が虫食い状態になる。

　やがてフィアは屋上の端に追い詰められた。その眼前、逃げ道を塞ふさいだピーヴィーがこれみよがしに両腕を軋きしませる。彼女は額から唇くちびるに滑ってきた汗を舌で掬すくい取り、淫いん靡びに笑った。

「おかしいですわね。どうして逃げてばかりいらっしゃるのでしょう……手加減などらしくないですわ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。話に聞く限りでは、貴女あなたはとてもそのようなモノではないはず」

　はっと顔を上げたフィアが、搾しぼり出すような声で、

「や、やめろ……言うな」

　それにピーヴィーは僅わずかに眉まゆを上げ、やがて合が点てんがいったとばかりに肩を震ふるわせた。

「これはおかしい、とても可お笑かしい！　もしや、あの少年さん達は貴女のことを詳しく知らないのでしょうか？　ふふ、では先程の質問の残りをわたくしが答えてさしあげましょう！」

　彼女が手甲の留め金らしきものを外すと、その一部分がばくんと開いた。そこから煙草を取り出して口に咥くわえる。そして、溜ため込んだ煙と共に吐き出されたのは──嘲ちよう笑しようと玩がん弄ろうの声。

「《過去にどんなことをしたか？》。簡単ですわ。人を虐殺した。辱はずかしめ、断だん末まつ魔まを強しい、怨えん嗟さを求め、血を啜すすり、ただ殺した！　何十人も何百人も何千人も！　罪なき人間も罪ある人間も、男も女も子供も老人も平民も貴族も奴隷も学者も農民も商人も神父も娼婦も騎士も！」

「あ……ああっ……」

「全すべてを区別なく神の如ごとく平等に殺したのでしょう？　結婚式の前夜に、夫たる男の眼前で妻を辱めて発狂させて殺したのでしょう？　妊にん婦ぷの腹を裂さいて嬰えい児じを取り出し、断末魔と産うぶ声ごえを同時にあげさせて殺したのでしょう？　餓が死し寸前の乞こ食じきに食物を与え、割り裂いた自分の胃からそれが零こぼれ落ちるのを眺ながめさせて泣き叫ぶ姿を楽しんで殺したのでしょう？」

「やめろ……やめろやめろやめろやめろ！　私、私はっ……ぁ、ああ、ああああ！」

　顔面を蒼そう白はくにしたフィアは、自分の身体からだを両腕で抱かかえて震ふるえていた。

「ちが、違う……違う。私は、好きで、やったわけではない。私は、使われただけだ。やりたくて、やったわけでは、ない……！」

「まぁ、なんと最低ビツチなこと！　言い訳ですか、モノのくせに。しかし貴女あなたがそれをやったのだということは事実ですわよね？　だからこそ呪われたのですもの。ああ、なんて気持ち悪い。正直なところ、今こうして話しているだけでも吐き気がしてたまりませんわ。おぇ」

「うるさい、うるさい、黙れ……黙れ！」

「やなこった、ですわ。もう一度、よくお考えなさいませ。貴女は何なのか？　ということを。いえ、これははっきり言ってさしあげたほうがよろしいですわね？　丁ちよう度ど、さっき聞こえた第三の問い、《どんなモノなのか？》が残っておりますし」

　言うな、とフィアが呟つぶやいた。言うな、と春はる亮あきも思っていた。だが、言葉は止まらず──

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。異端審問期に開発されたそれは、ただの──汎用拷問処刑器具ですわ」




「言うなぁぁあああああっ！」

「その素敵な絶叫には失笑を禁じえませんわね。さあ、貴女には罪があります。何千人もの無む辜この民を拷ごう問もんし処刑した罪があります。人化するほどの呪のろいをその身に受けたのが罪証です。大人おとなしく罰を受け入れましょうね？　ただのモノはモノらしく、不要になれば壊されるのが常だと黙って認めればよろしいのです」

　春亮は拳こぶしを握った。その言葉にだけは納得できない。

　言いたかった。お前は知っているのか。不幸にもただのモノではなくなってしまったこいつらが、どんな思いで、どんな決意でここに来ているのか。お前は知っているのか……！

「戦う気がないというのならばそれも結構。憎き禍具ワースを破壊するのは、それだけで胸のすくような快事なのですからね！」

　ピーヴィーが両腕を振り上げる。春亮は彼女らの間に跳とび込める距離にはない。

　だが。そこで彼は、耳のすぐ近くで発せられた囁ささやき──そして衣きぬ擦ずれの音を聞いた。

「春はる亮あきくんはここにいてください」

　黒髪の少女が人じん外がいの力で飛ひ翔しようする。そう、春亮の横には。

　彼と同じく、いやそれ以上に、ピーヴィーに対して怒りを覚えている存在がいたのだ。




　数メートルの距離を容た易やすく跳ちよう躍やくし、制服の裾すそを激しくはためかせたこのはは、ほとんど直角の角度でピーヴィーを頭上から奇き襲しゆうする。ドレスの女は素早く身を反転させ、繰り出された手刀攻撃を回避──そして彼女とフィアの間に、このはが厳しい瞳ひとみで着地する。

　鋭く裂さけたスカートをちらりと見下ろしたあと、ピーヴィーは大おお袈げ裟さに両手を広げた。

「あらまぁあらまぁ！　ちっとも気付きませんでしたが……こんなところにも呪のろい臭くさくて気持ち悪い廃はい棄き物ぶつが転がっていたのですね？　任務には含まれていませんが、最重要任務を邪じや魔まするというのならば貴女あなたも破壊することになりますがいかが？」

「勘かん違ちがいして欲しくはありませんが。わたしは後ろにいるお子様とは無関係です。なんとなくあなたの発言に苛いらついたので、その鬱うつ憤ぷんを晴らすためにキレて襲おそい掛かった──そういう感じでお願いします。キレやすい今時の若者ですから」

　言葉は静かで、冗談めいた響きもある。だが眼鏡めがねの奥の視線は威い圧あつ的なままだ。

「怪け我がをしたくなければ、立ち去るより他ほかに手はないと思いますが」

「……っふ。くくっ……いいですわ、貴女。冷静そうで、滅めつ多たなことでは泣いたり叫んだりしなさそうで──けれど、だからこそ辱めてみたくなる。なんと言いましたかしら、こういう対比の素晴らしさを言い表す言葉は……ツンデレ？　でしたかしら？」

「知りませんよ！」

　両の掌てのひらで手刀を形作ったこのはがピーヴィーに肉薄する。だがドレスの貴婦人は重厚な右腕を掲げ、その鉄板で容易くその攻撃を受け止めた。お返しは至近距離から身体からだを巻き込むようなフック。慌あわててこのははガードするが、質量が段違いのため容易く弾はじき飛ばされる。

「元気に飛び出してきたわりには格好悪い。貧弱としか言いようがないですわね。どんな本性なのか知りませんが、そんな中途半はん端ぱな能力ではこの装甲を破ることなどできませんわよ？」

　近くのフェンスにめり込んだこのはに、フィアが震ふるえる罵ば声せいを発した。

「ば、馬ば鹿か者ものめ……お前には関係なかろうが。何をやっている……！」

「──ええ、そうですね。さっき言ったこと聞いてなかったんですか？　わたしはあなたとは関係ない事情でこうしてるんです。ほっといてください」

　フェンスから身体を引き剝はがそうとしつつ、彼女はフィアには一いち瞥べつもくれずに言う。

「ということでこれもわたしには関係のないことですが、あなたはどうするつもりですか？　あなたは呪われている。事実。呪われる過去があった。事実。そのせいで命を狙ねらわれている。事実。それらの事実に、あなたはどう対処しようとしているのですか？」

「……それが、わかれば……苦労はせんわ」

「大人おとなしく破壊されてもいいと？」

「……嫌いやだ。そんなの……」

「では戦うしかない。身を守るために戦うしかない。それが当然の流れです。でも……まったく、わかっちゃうのが困りものですね」

「何が……わかるというのだ。お前に」

　このはは呟つぶやいた。視線は前方に固定されている。

「人を傷つける自分が嫌いなこと。戦いたくなんかないこと。忘れたくて忘れたくて、だから自分の身がかかっていても躊ちゆう躇ちよしてしまうこと、ですかね……ほんと、昔の自分を見ているみたいで変な気分になります」

　立ち上がったこのはは一つ肩で息をつき、やけくそのように突進した。再び弾はじき飛ばされる。が、今度はフェンスに激突はしなかった。

　フィアの前に現れたもう一つの背中が、このはを受け止めていたのだ。




「悪いな、二人とも。ちょっと混乱して出遅れた」

「春はる亮あきくんっ……」

「ば、馬ば鹿か者もの……お前が出てきてどうなる！　お前こそ逃げろ！」

「いやー、どうもならんかもしれんけどよ。手伝いくらいはできるだろ」

　絶句するフィアを背後に置き、このはを支えた春亮はピーヴィーに向き直る。

「おっと少年さん、それは愚ぐ行こうですわよ。わたくし、少なくとも能動的に人間を殺すことはいたしませんが、それが不可避な状況に陥おちいればやぶさかではありませんわ。たとえば、どう考えても最低ビツチな道具の破壊を邪じや魔ましたりする場合には。というわけでお考え直しになったら？」

「そういうわけにもいかない。こいつは俺おれを頼ってここまで来たんだ。はいそうですかと見逃すわけにもいかんだろ、日本人は情の民族なんだ……それと、もう一個。この眼鏡めがねっ娘こがキレたのと同じ理由で、俺もちょっとムカついてる。だから、ちょっとだけあんたをしばきたいなー、と思っとるわけだ。喧けん嘩かとか嫌いなんだけど」

「愉快ですわ。どうやって？」

　それが問題だ。背中を支えたこのはを見下ろすと、彼女も振り返って春亮を見つめてきた。

「あほー……なんで、お前……私の問題で……」

　背後から聞こえるフィアの声に、春亮は唇くちびるを歪ゆがませる。

「あんなこと言われてる。そんなにアホなことしてるかな」

「少しだけ同意しなくもないですが……わたしはやっぱり、春亮くんだなぁって思います」

「よくわからん。悪いけど、頼んでいいか。お前は嫌かもしれないけど……そのままじゃ勝てそうもないんだろ」

　このはは答えず、くすりと笑って一歩進み出た。しかしピーヴィーと視線を合わせたときには、その顔には真しん摯しな決意しか残されていない。

「中途半はん端ぱな能力がご不満なら、わたしはわたしになりましょう。故ゆえあって血を流させないようにしていますが、当たり所が悪ければただではすまないと思います。その辺りご容よう赦しやを」

「なるほど、そういう感じで頑張るわけですか。いいですわよ？　そうそう、壊した後には報告書を出すのです。今のうちに名前を伺うかがっておきましょうかね、お節介な廃はい棄き物ぶつさん？」

　春はる亮あきがこのはの肩に手を置く。刹せつ那な、このはが纏まとっていた制服、そして下着すらもがふわりと屋上に落ち──

　後に残ったのは、春亮の手に握られた細長い無機物。刃が在あるべき場所は闇やみ色いろの鞘さやで覆おおわれている。だがそれは異常なほど薄く、異常なほど硬質だ。つまりその状態は刃にそのまま金属の膜を張っているに等しい。鞘さや刃ばとでも言うべき、無血を果たす第二の刀身。

　その呪われた日本刀が、どこからか声を発した。

「わたしの名前は、村むら正まさこのは。けれど……苗みよう字じで呼ばれるのは嫌いです」
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　豪腕を刀で受け止める。凄すさまじい衝しよう撃げきが走るが、吹き飛ばされるほどではない。

「いつものように身体からだを楽にしてください……！　基本的にはわたしが動かしますから！」

　刀から聞こえた声に、頼む、と春亮は一言。妖よう刀とうであるこのはが身体を操るままに踏み込む。ほとんど重さを感じない刀が煌きらめき、敵の身体を逆ぎやく袈げ裟さで狙ねらった。その速度に眉まゆを顰ひそめつつ、ピーヴィーが辛かろうじて手しゆ甲こうの肘ひじでそれを受け流す。

「いいではありませんか、楽しくなってまいりました……！　しかしなぜ刃を抜かないのですかね？　日本刀の切れ味というのは凄すごいのでしょう!?」

「言った通り、血は嫌いです……ご心配なく、これでも当たれば凄まじく痛いですよ！」

　鉄刀の如ごとき威い力りよくを発揮する鞘刃が豪腕と何度も交こう錯さくする。甲高い激突音に耳が痛み始めた。

「硬すぎる……これだけ打って壊れないなんてアリか!?」

　身体が自動的に動くとはいえ、疲労がないわけではない。息が切れてきた。それをこのはが悟ったのだろう、敵の鉄てつ拳けんが屋上にめり込んだのを契機に、足が勝手に動いて距離を取る。

「春亮くん、大丈夫ですか？」

「ああ、まだまだ……って、うお！」

　油断した瞬間、投げつけられたコンクリート片が眼前で刀に叩たたき落とされる。このはがいなければ数十回は死んでるな、と春亮は背筋を震ふるわせながら思った。

「しかし、このままではジリ貧かもしれません。なんとかしないと」

「一つ提案。ジリ貧ってなら、あれをやってみたらどうだ。前に一回見たことのあるあれ……《交こう叉さ法ほう》か。お前にとっては、この姿になる以上に嫌いやなことなんだろうけど」

「そう、ですね……やってみます。注意すれば大丈夫ですから気にしないでください」

「吞のん気きにお話している時間などありませんわ、塵ゴミと塵ゴミの味方をする少年！　邪じや魔まですので今すぐ壊れやがりなさってくださいませ！」

　不ぶ恰かつ好こう、けれども左右だけは線対称のゆらゆら人形ヤジロベエが嬉き々きとして暴力を開始する。

　それを今まで通りに受け流しながら、しかし、このはは新たな行動を開始した。ただ自分の中だけで、行動の目的を変化させた。攻撃ではない。防御でもない。

　分析する。




　必要なのは、ただ集中。存在しない脳が焼き切れるほどの集中力を、敵の僅わずかな癖くせを分析することに費やす。呼吸。視線。体勢。動作。どの予兆であればどの攻撃が来るか。法則化する。

　同時に刃の手て応ごたえから手しゆ甲こう自体の構造を探る。最も構造的に脆ぜい弱じやくな一点はどこか。この手甲という形状を維持している《核》はどこか。それにも無我の集中力が必要だ。

　残る必要要素は機。微々たる予兆を組み合わせ、攻撃を予測し、結果と一致するときを待つ。

（まだ。まだ……）

　回避。再び待つ。焦あせらない。無意識と本能の領域で形成された法則は、集中力の崩壊で容た易やすく消失する。ぼろぼろと予測の末端が消えていくのを感じる。だが焦らない。そして──
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（──っ！）

　来た。無数の予兆から推測した通りの経路と速度で放たれる一撃。

　それは、今この瞬間のこのはにとっては、過去のように知っている未来。だからこそ、針の先ほどの《核》をピンポイントで狙ねらうことができる。そこにこのはは、今まで形成した法則と推測をかなぐり捨てつつ、全身全霊の解放を叩たたき込む──

　このはは刀を握る春はる亮あきの手首を回転させ、空いていた左手でその鞘さやを摑つかませた。そして体重を瞬間的に移動させると同時、その本質を発露させるが如ごとく抜刀する。

「──《剣けん殺さつ交こう叉さ》！」

　鍔つば鳴なり。鞘刃の下から滑り出た白銀の刃やいばは、まさに雷光じみて一瞬の生しか持たない。

　既すでに刀は今の閃せん光こうが幻げん覚かくだと告げるように黒鞘を纏まとうのみ。相手の攻撃する力全すべてを利用した交叉法カウンターは──武器の心臓とも言うべき構造上の一点を破壊し、故ゆえに一ひと太た刀ちで終しゆう焉えんさせる。

　残心の姿勢で佇たたずむ刀に動きはない。ただ無音が停滞し──そして数秒後、自分が死んでいることに気付いた鈍感な鋼鉄がようやく崩れ落ち、無機質の断だん末まつ魔まを高く響かせた。




「なにを……しやがりましたのかしら。ええ、ほんの少し、驚おどろきました……最低ビツチ、最低ビツチ、最低ビツチです。わたくしの肌を晒さらして陵りよう辱じよくしていただけますとはね」

　このはの抜刀は絶対的に武器のみを完全破壊する。ピーヴィーの片腕を覆おおっていた手しゆ甲こうは連鎖するように崩れ落ち、今やその下にあったものを無防備に晒すだけになっていた。

　腕だ。

　当然ながら、生身の腕がある。今までの装甲が義手ではなく、単に鎧よろいじみて腕を覆っていたものだとは明らかになったが──はたしてそれは義手の意味を持ってはいなかったのか。

　彼女の腕は全体的に歪ゆがんでいる。骨格として異常な歪み。肌の色も奇妙に黒ずみ、あるいは壊え死ししたような紫むらさきになっている。ところどころで真新しい鮮血が腕を這はっていた。

「なん、だ、それ……？」

「なんだと言われましても。あんなただの鉄の塊を腕に着けてコンクリートを砕くほど殴なぐって。そんなことをするのですから、こうなるのはむしろ当然の帰結でしょう？」

「ただの、って……じゃあ、それは呪のろいの道具でもなんでもなかったのか」

　春亮が言うと、ピーヴィーは突然に眉まゆを吊つり上げた。

「誰があんな汚らわしいモノに触れたいと思うものですか！　触れるだけで舌を嚙かむに値する最悪ビツチですわ。確かに、仕方なく禍具ワースを使う人のほうが騎き士し領りようには多いのですけれどね。わたくしはごめんです、だからこうしているのです。まぁ付け加えるなら」

　ピーヴィーは顕あらわになった腕をいとおしげに──潤うるんだ瞳ひとみで見つめ、

「わたくしはこれが、痛みというものが大好きなのです。好都合と言うべきでしょうかね。敵を叩き潰つぶせば同時に性的な興奮が味わえるなんて、素敵だと思いませんかしら？」

「く、狂ってる……」

「あら、ストレートな侮ぶ辱じよくですこと。曰いわく、『いったい、人間が自分の趣味をどうこう変えうるものなのかね。ふう変りな趣味を持っている人間は、憐あわれんでやる必要こそあれ、けっして侮辱してはならないのだ。そういった連中の罪は、要するに自然の罪なのだからな』──と」

　狂ってる、ともう一度呟つぶやいたとき、春はる亮あきは愕がく然ぜんと気付いた。先刻よりも刀が重い。口を動かさないようにして「このは……このは？」と囁ささやく。返ってきたのは呻うめき声だった。

「しっかりしてくれ！　あいつの血はあいつがイカレてるからだ、お前のせいじゃない！」

　今度の返答は嘔おう吐とを堪こらえるような喉のどの音。春亮は冷や汗を搔かきながら思い出していた。

　呪のろいが解けかけているせいだろうが、血を求める妖よう刀とうは今やその性質を逆転させていたのだ──つまり、彼女は刀のくせに、血を見ると卒倒する。

　相手の武器を破壊したはずが、一転して窮きゆう地ちだ。戦せん慄りつしつつ顔を上げると、片方の手しゆ甲こうが残っていれば充分、というように貴婦人が間合いを詰めてきた。鉄てつ拳けんが大おお雑ざつ把ぱに繰り出される。春亮は重くなった刀を持ち上げ、自分の反射神経で奇跡的にそれを防ぐが──

　刹せつ那な、全身に違和感が満ちた。何かに導かれるようにして視線を下げる。

　受け止めた巨拳の手首部分から飛び出しているのは、

　細く長い、仕込み刃の輝き。

「奥の手には奥の手を……ですわ。つまらない手ですけれどね？」

　それを伝う赤いものはなんだろう、と思った。どこから流れているのだろう、と思った。

　重力に引かれて滑る、その雫しずくの動きを視線で逆に辿たどる。

　水源は自分の腕の中だった。

　それに気付くと同時、ようやく痛みが脳に届き──




　屋上に響く彼の悲鳴が、フィアの中に二つの感情を呼び起こした。恐怖と、そして、

　懐かしさ。
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　自分の中で何かが鼓こ動どうする。目覚めてはならない何かが鼓動する。

　悲鳴は懐なつかしい。それを懐かい古こする自分はおぞましい。けれど、夢のような曖あい昧まいさを持った記憶は確かに自分を変質させていく。

（悲鳴）（聞くことはないと思っていた誰かの）（あのときと同じ、悲鳴──）

　支配者たる城主。狂気の居住区として作られた地ち下か牢ろう。そこで眠る自分。ただの装置であったが、城主は気に入っていた。故ゆえに毎夜の楽しみのあと、使ったそれを下男に掃除させていた。狂城で働く人間にしては、彼は健常だった。宴うたげの後片付けに嘔吐しながらも、最後は自分の身体からだを布でぴかぴかに磨いてくれた。いつも仕事は丁てい寧ねいで、だから彼のことが好きだった。彼はしたくもない仕事を生活のためにしながら、もの言わぬ箱に対して愚ぐ痴ちることがよくあった。「旦だん那な様もどうかしてるよ……これだって、このままただの綺き麗れいな箱でいられたらいいのにって思ってるに違いないさ。おお神様」──そしてある日それがたまたま別の召使いに聞かれ、城主に伝わり、当然のように拷ごう問もんを受け処刑された。勿もち論ろんそれには自分が使われた。

　自らの手による、悲鳴。悲鳴。見知った誰だれかの、好きだった誰かの悲鳴。

「あ、あ、あ、あああ……」

　なぜそれを覚えている？　覚えてしまっている？　答えは明白だ。

　そのあたりから、自分はこの《自分》という存在を知り、自我を認識するようになった。だから、あるいは──彼の悲鳴こそが、この自分を呪のろったのかもしれない。

　そして今また、自分はその悲鳴を聞く。

「あああ。あああ。あは……はは、あはははははは」

　鼓こ動どうする。そのときの自分が鼓動する。思い出してしまった。

　そのときには、自分はまだ道具だった。道具の存在意義は使われることだった。

　だから、嬉しかったのだ。彼の悲鳴を聞いていたとき、自分は確かに思っていた。この悲鳴は心地よく存在意義を証明する。だから、もっともっともっともっと、悲鳴を聞きたいと──

「あは──違う──あはは──黙れ。笑うな──あははは──黙れ、笑うな、笑うな！　私は違う今はあははは違う！　そんなことを思ってはいないあはははははははははははははは！」

　勝手に現れる笑しよう声せいを喉のどから漏もらしつつ、フィアは顔を歪ゆがめて足あし下もとのコンクリートを殴なぐりつけた。止まらない。頭を抱かかえると、聞こえなくなるどころか自分の笑声が反響する。それに耳を貸すまいと意識を別のものに向ける。途切れ途切れに、春はる亮あきの悲鳴が再び聞こえた。顔を上げると、片腕から血を流す彼が屋上に倒れたところだった。その手に握られた刀はゆらゆらと黒い刃先を揺らすだけで、それ以上持ち上がろうとはしない。

　彼が殺されてしまうぞ、と自分の中で誰かが囁ささやいた。嫌いやだ。あんな姿を見せたくはない。醜みにくすぎる、汚すぎる……でもやらなければあいつは死ぬ！　ああ、どうすれば──

　そのときふと、フィアは自分のポケットから落ちた小さな立方体に気付いた。そしてまた、春亮の手に握られた刀を見た。彼女が人間の姿でも戦っていたことを思い出した。そう、

「人化できるほどの呪いを受けた道具は、人の姿でもある程度《本体の性質》を操れる……」

　それは自分も同じ。経験はないが、わかる。できる。ならばやらなくてはならない。

「やらなくては、ならない……」

　自分を納得させるように呟つぶやく。そうだ。これくらいならよいはずだ。道具としての自分を忌き避ひしているということは変わらない。あくまで人の姿のまま、ほんの少しだけ、性質を引き出すだけだ。自分の決意を裏切ることにはならない、だからやってしまおう──

　フィアは気付かない。それは妥だ協きようだった。そして妥協とは必ず決意を壊すものだった。

　だからそこで耐えていたものが切れる。もう我慢することはない、後は手加減なくやるだけだと思った瞬間、心地よい解放感がフィアを包み、そして彼女の中にはそれしかなくなった。

「ああ、そうだ、そうしよう……」

　立ち上がる動きを見せたフィアに、ピーヴィーが嘲あざけりの声を発した。

「あら。もう泣くのはお止やめになったのかしら。で、今いま更さら何をするつもりなのでしょう？」

「何をするって？　決まっている──」




「これからお前の悲鳴を聞く。とても楽しみだ。あははは」

　ひどく酷こく薄はくな目で嬉うれしそうに言い、少女は立方体を摑つかんだ。
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　手の甲を上に、玩具おもちやを握る片腕を身体からだの前に突き出す。

　このはは《斬きれる》という性質を手刀に乗せたが、性質を引き出す方法は個々によって異なる。フィアの性質は、このはより遥はるかに複雑なものだった。故ゆえに、その方法は──

「──擬装立方体エミユレーション、展開スタート」

　少女が囁ささやいた瞬間、逆さまに握ったルービックキューブの姿が変へん貌ぼうする。否いな、変質する。

　彼女そのものの姿、一抱えほどもある黒鉄の箱へ。

　それは物理法則を無視して未いまだフィアの掌てのひらに吸いついている。フィアが自分の性質を顕けん現げんさせるに必要なのは、媒ばい介かいたる似姿だった。《もう一人の彼女》となりうる、立方体の形状物。

「定義同定帯パスアンビリカルの生成、並びに接続。半遠隔制御を実装」

　そこで箱が重量感を主張する音を立てて屋上に落ちた。だがフィアはまだ掌を下に向けたまま。その中からは奇妙な鎖が伸び、足あし下もとの箱と繫つながっている。一つ一つの鎖を形作っているのは円環ではなく、対角頂点同士を繫いだ黒い立方体だった。

　その立りつ方ぽう鎖さを腕に巻きつけ、フィアは優しい瞳ひとみで自らの分身を眺ながめて囁いた。

「二十六番機構・貫式閉鎖態《鋼鉄の処女"Iron Maiden"》──禍動curse/calling」

　刹せつ那な、箱が変形。微かすかに存在していた切れ目がずれて横へ滑る。上部が開いて捲めくれ上がるように回る。金属の擦さつ過か音おんが軋きしみ、あらゆる部品が連動して変化を謳うたう。横移動。縦移動。回転。屹きつ立りつ。潜行。結合。分離。埋まい没ぼつ。屈曲。開閉。伸長。支持。斜傾。必要な部分は外へ。不要な部分は中へ。装飾として必要な部分は外へ。内部機構として必要なものは中へ。

　数千の部品はそれぞれが落ち着くべき三十二の組み合わせを知っている。箱の形状は単なる待機状態の外がい殻かく。操作に応じ、それは定められた拷ごう問もん処刑器具へと姿を変える──

　時間にしてみれば数瞬の金属音が止むと、箱は箱ではなくなっていた。人の身長ほどの棺ひつぎ形がた。箱の内部に隠されていた曲面が精せい緻ちに合わさり、なだらかな肩と頭を作っている。そこに描えがかれているのは清せい廉れんの乙女。鋼鉄製の処女。

「さあ行こう、私のかたちをした私。悲鳴を聞くために」

　フィアが右手に巻きつけた鎖を鳴らすと同時、鋼鉄の処女が滑るように移動した。

　ピーヴィーが春はる亮あきの傍そばから跳とび離れる。だがフィアの鎖の操作によって処女は方向を変え、彼女を追った。そして処女の純潔を捧げるが如ごとく、その恥部を曝さらけ出すことを分身に要求──処刑具は正しく指令を受け止め、棺ひつぎの側面にある蝶ちよう番つがいのロックを解いた。すると抱ほう擁ようのように前面が開かれ、処女は無数の棘とげを生やした内部の空間へ犠ぎ牲せい者しやを誘いざなう。

　しかしピーヴィーは逃げるよりもむしろ前進し、片手に残った巨大な質量で力任せに処女を一撃。鋼鉄同士の激突する甲高い音を立て、鋼鉄処女アイアンメイデンは強引に弾はじき飛ばされる。

「……八番機構・砕式円環態《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》──禍動curse/calling」

　言葉に応じ、処女は箱の形態に戻ることなく再び変形した。一瞬の後に現れたのは円形の車輪だ。縁ふちには短く太いピラミッド状の棘が無数に並んでいる。

　フィアは軽く前に歩きながら右腕を振った。鎖に繫つながった車輪がピーヴィーに襲おそい掛かる。数多あまたの罪人と無罪人の手足を砕いたように、その命を叩たたき砕くために。

　回転しつつ頭上から降ってきた車輪をピーヴィーが受け流す。だが落下した車輪は屋上を砕きつつ跳はね、勢いを止めないままに再び彼女の肉体に迫った。

「はっ……ははっ、やっとやる気になりましたか！　最高ビツチです！」

　どこか虚うつろに微笑ほほえむフィアはそれには答えない。車輪がピーヴィーの鉄腕で摑つかまれそうになるのを見ると、素早く立りつ方ぽう鎖さを引く。同時に疾しつ走そうして間合いを詰めた。

「十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》──禍動curse/calling！」

　鎖を巻き込み、手に握られたのは凶悪な形状のドリルだ。騎き士し槍やりの如く長大で、死神の鎌かまのように禍まが々まがしい。不必要なほどに縁は鋭く光り輝いていた。それが求めるのは柔やわ肉にく柔肉柔肉。

「ふふ──そうです、わたくし、これが楽しみでしたのよ！　ただただ人を傷つけるためだけに作られたモノは、自分が傷つけられたときにどんな声で絶頂するのか！　ああ楽しみ！」

　鉄腕とフィアのドリルが二度三度と打ち合い、そしてピーヴィーは自分の顔面に繰り出されたドリルを限界まで引きつけてかわした。螺ら旋せんの刃やいばが彼女の頰ほおを掠かすめる。その危険性を犠牲にして得た寸秒の有利時間を、彼女は深く深く、フィアの胸元にまで肉薄することで消費した。ドリルが引き戻されるが、それが突き出されるよりも彼女が豪腕を繰り出すほうが遥はるかに早い。

「さあさ、愉快な悲鳴をあげて潰つぶれなさい最ビ低ツ品チ！」

　だがピーヴィーは手て応ごたえを感じない。彼女が見たのは、屋上に突き刺さったドリルと、それを足場に跳ちよう躍やくしたフィアの姿。しかしその手は詰んでいる。空中では身をかわすことができない。ピーヴィーが嬉き々きとして追撃の拳こぶしを握り締めたとき──フィアは曇くもり空を背景に笑った。

「悲鳴を謳おう歌かする方法については、私とお前では数百年ほども年季が違う。鳴け」

　ピーヴィーは気付く。自分の胸元、屋上に刺さったままのドリルから異音。

「三番機構・断式落下態──」

　彼女は反射的に身を退ひこうとするが、踏み込んでいた分、回避が遅れた。ドリルが変形した奇妙な中空の四角形の範囲から、身体からだを退く。頭を退く。右腕を退く。だが──

「《ギロチン"Guillotine"》──禍動curse/calling」

　このはによって装甲が破壊され、剝むき出しになっていた左腕を引っ込めるのが遅れ──

　ピーヴィーの左腕は、落下してきた肉厚の刃によっていともあっさりと切断された。

　そして、誰だれかが望んだ悲鳴が、その口から迸ほとばしる。
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　くすくす。くすくすくす。と。フィアが笑っている。

　ようやく降り始めた雨の中、ひどく楽しそうに。

「フィア……あれが……フィア、なのか？」

　呆ぼう然ぜんとする春はる亮あきの疑問に答えるものはいない。ピーヴィーの片腕が飛んで鮮血が迸ったのと同時に、このはは完全に失神してしまった。

　煎せん餅べいを盗み食いしていたフィア。家で不ふ貞て腐くされていたフィア。学校で楽しそうだったフィア。その顔と、今眼前で笑っているフィアの顔は──同じはずなのに、違う。

「あああ……ああああ……」

　悲鳴の残ざん滓しを漏もらしながら、地面に倒れ伏していたピーヴィーが動き始めた。糞ビツチ、糞ビツチ、と呟つぶやきつつ上半身を起こし、膝ひざ立だちになり、立ち上がろうとし──切断された肩からぱしゅっと大きく血が迸るのを合図として、また突然に力が抜けた様子で崩れ落ちる。そこで繰り出されたのは残った片腕。巨大な拳こぶしが屋上に叩たたきつけられ、また新たな陥かん没ぼつを生むと同時に、そこを支点として前のめりになった身体が支えられた。

　三本足の獣けもののような姿勢のまま、ピーヴィーはゆっくりと首だけを持ち上げた。金髪が目を覆おおい隠し、表情はほとんどわからない。だが、血の気の失うせた唇くちびるが動くのは春亮にも見えた。それは怒号を発するためではなく──

　笑うため。

「よくも……このわたくしをレイプしてくれやがりましたわね？」

　ぞっとした。声は静かすぎた。平静すぎた。その笑みの中にも今までのような嘲あざけりはない。

　ただの、純粋な、笑いなのだ。

　だから──よりいっそう、怖い。

　なにかが振り切れたのだ、と春亮は感じた。これがこの女の臨界なのだと。

　そして、ふっとピーヴィーはその笑みすらも消し、完全な無表情になって再び動き始めた。腕を屋上から引き抜き、血を迸らせながら、立ち上がる。

「最低ビツチ……最悪ビツチ……糞ビツチに……陵りよう辱じよくされて……最低ビツチ……」

　小さな呟つぶやきだけが、延々とその口から漏もれていた。そこにも感情はない。隠れた目にも白い頰ほおにも感情は映っていない。

　片腕のせいでバランスが取れないのか、それとも感情のせいなのか、その身体からだは不安定に揺れている。肩から血を噴出させる、蒼あお白じろい顔の幽ゆう鬼き──あるいは、ゆらゆら人形ヤジロベエ。

　その呟きすらも、ゆらゆらと止まらない。

「……殺して潰つぶしてブチ犯す。快楽的な陵辱死……モノのくせに……赤あか錆さびを失禁……」

　かつん、とヒールの音。無表情なゆらゆら人形が歩き出したのだ。足はふらついている。それでも、一歩一歩、その異常な存在は春はる亮あき達たちに近付いてくる。ぶつぶつと何かを呟きながら。出来の悪いホラー映画を見ているかのような、信じ難がたくも怖おそろしい光景。

　だが、ピーヴィーが数歩を進んだそのとき──

　包帯のように細く長い布が一本、校舎の下からこの屋上に伸びてきた。

　長すぎて、見えるのはその先端だけだ。始点は下の階か、あるいは地面からか。その布は生きているような動きでピーヴィーの腰に巻きつき、一瞬で身体を引っ張り上げる。彼女ははっと抵抗するそぶりを見せたが、ダメージのせいで足の踏ん張りが利きかないようだった。

「──っ!?」

　そしてピーヴィーはそれに連れ去られるようにして、フェンスの向こうに──密度を増していく雨滴の向こうに消える。

　残されたのは静寂。雨音と同義の静寂。破壊の痕こん跡せき。滲にじむ水彩画の柘ざく榴ろ色いろ。

　数秒の困惑をおいて、ようやく春亮はそれらを静せい穏おんと認識していいのだと気付いた。

　敵は去ったのだと。

「なん……だったんだ……？」

　返事はない。屋上の罅ひび割われや歪ゆがんだフェンスは何も答えない。わからないことだらけだった。

（でもまぁ……とりあえずは撃退できたってことか……）

　肩の力を抜く。準備運動もなくバトルに突入したため、全身の筋肉が猛もう烈れつに張っていた。

　雨が次第にその勢いを増してくる。

　濡ぬれた制服が重くなり、布地の張りついた腕の傷が思い出したように痛んだ。このはがぎりぎりで身体を動かしたため、骨や神経などの急所は辛かろうじて避けられたようだが、傷は傷だ。

　雨で血が流れ去ってしまうことを期待しつつ、春亮は溜ため息をつく。

　しかし──そこで耳に飛び込んできたのは信じられない声だった。

「八番機構・砕式円環態《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》──禍動curse/calling」

　本能的な悪お寒かんに従い、握っていた村むら正まさを無我夢中で前方に押し出す。生来の反射神経が幸いしたか、刀はなんとか攻撃を受け止めた。

　フィアが春亮に対して繰り出した、攻撃を。

　車輪と刀の拮きつ抗こう。拷ごう問もん具ぐの縁ふちを握り、彼女は虚うつろな目で春はる亮あきの眼前にいた。くすくすと息を漏もらし、その温かな呼気が春亮の唇くちびるに触れる。

「悲鳴が……悲鳴が聞きたい。私は、そのために作られた。私は、それ」

「お前、正気に戻れ！　終わった、敵はもう逃げたんだ！　フィア！」

　凄すさまじい力だ。ぐいぐいと車輪が近付いてくる。必死に耐えていると、ずきりと腕の傷が痛み、そのせいで一気に力が抜けた。押し切られる、と戦せん慄りつした瞬間──

「……何を！　やっているんですか、あなたはッ!?」

　凄まじい怒号が刀から響き、春亮の腕の制御を奪った。車輪をいなすと同時、このはの黒くろ鞘ざやがフィアの腹を打ち据すえて吹き飛ばす。

　もはや雨で完全に濡ぬれたコンクリートに横たわったフィアは、そのまましばらく動かずにいた。が、数秒あって、その手中から伸びていた立りつ方ぽう鎖さが搔かき消える。それに繫つながっていた拷問具も元のルービックキューブに戻った。

「あは……あははは」

　その笑い声には僅わずかな引き攣つりがあり、だから春亮はフィアが帰ってきたことを知る。

　彼女はゆっくりと起き上がった。発作を静かに抑え、濡れた髪を頭に張りつけて佇たたずむ。ふとその手を持ち上げて、

「……雨か。これも、初めてだ。そうか……こんなにも冷たいものなのだな。はは、これでは、身体からだも──顔も、ずぶ濡れではないか」

　いつもの調子で、何かを誤ご魔ま化かそうとする。けれど結局は誤魔化せない。何を話しかけるか迷っていた春亮に、彼女のほうが言葉をかけてきた。

「……わかっただろう？　お前が知りたがっていた私の正体は、こんなものだ」

　背中を向けたまま、声はひどく小さく、哀かなしい。

「春亮。私のことをどう思う？　奴やつの言ったことは全すべて正しい。私は何百人も殺し、そしてそう殺すために作られた。この手は、この私というモノは、だから呪のろわれたのだ。呪われて呪われて、そして皮肉なことに、呪われて人の意識を持ったことで罪という概がい念ねんに気付いた」

「……よくある、ことだよ」

「よくある？　は、本当にか？　自覚がある。罪ということで言えば、私は最低にして最悪のモノだという自覚がある。ああそうだ春亮、私はお前の体質を聞いて最もほっとした。呪われた道具が齎もたらす呪いを受けない──それはここに来るまで、私が一番恐怖していた事柄だった。言ったと思うが、私の呪いは、単純な《よくあること》……所有者を狂わせ、どうしても私を扱わざるを得ないようにする、ということなのだからな。どんな聖人君子が私を所有したところで、その人間は最初の所有者、あの城主と等しい狂人になりゆく。私を使って、快楽のためだけに、誰だれかを拷問し処刑するようになる……こんな存在が罪深くなくて何なのだ？」

「だから──俺おれは、大丈夫なんだって！　そんなの関係ないだろう？　俺には全然効きゃしないんだからさ。体質なんだから変わりゃしない、これからも安心だ」

　努めて明るい口調で春はる亮あきは言ったが、フィアの後ろ頭は否定の動きを見せた。

「違うのだ。昔のことを思い出し、私が私であることを思い出し──根本的な問いに、気付いた。私は願望を、希望を追いかけるのに精一杯で、愚おろかにも考えようとしていなかったのだ。忘れようとしていたのだ。無いこととしていたのだ。そんなわけはないのに！」

「フィア、落ち着け。何を言ってる？」

　間があった。答えである問いは、僅わずかな早口。

「私には、罪があるんだ。ひとを殺しすぎた罪があるんだ。だから呪のろわれた罪があるんだ。だったら罰は？　罰は何だ？」

　それから、さらに間があった。雨音だけがぱちぱちと耳みみ障ざわりに歌っている。

　フィアは静かに振り向く。ただ液体に濡ぬれた顔を春亮に向けて──震ふるえる声で、聞いた。




「なぁ……私は、赦ゆるされてもいいのかな？　この身に受けた呪いを、忘れてもいいのかな？」




　春亮は無言だった。答えるまでもなく、答える必要もなく、答えたくなく、そして答えがない問いだったから。自分が卑ひ怯きようであることを知りながら、彼はただ答えとして微笑した。

「帰ろうぜ。ここは寒すぎるよ」

　祈りにも似た卑怯さは彼女には届かなかった。彼女は賢さかしかったから。

　とても嬉うれしそうに、そしてとても寂しそうに──フィアも微笑を返す。

「その答えは優しいな……優しくて、最低だ」

　再び彼女は前を向き、一歩を踏み出した。小さく、独り言のような言葉を紡つむぐ。

「わりと楽しかったぞ。おせんべも美う味まかったし。そう、この学校も、あの家も。なかなかに居心地はよかったが……やはり、私がいるべきではないのだろう」

「ちょ……フィア！　待て、お前──！」

　春亮が届くはずのない手を伸ばすが、それでも彼女は振り返らなかった。

「……さっきのことで決めたのだ。この期ごに及んで、私は絶対に増やしたくない罪をまた一つ増やしてしまうところだった。そんなことをしてしまうくらいなら──これまでのように、一人で眠っていたほうがいい。だから行くことにする。いろいろ迷惑をかけて、悪かった」

　濡れた白銀の髪が、高く跳ちよう躍やくし。

　フェンスを跳とび越えて、雨粒の向こうに消えた。
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　踊り場にへたり込み、春亮は考えていた。

　どう答えるのが正しかったのか。何をするのが正しかったのか。

「ちょっと待ってください、今応急処置しますから！」

　このはは春はる亮あきの腕を操って制服の裾すそを切り取り、即席の包帯を用意する。それから人間の姿に戻り、春亮の傷に布を巻きつけ始めた。出血はほとんど止まっているから、もう彼女が失神する心配はないだろう。

　腕からは刺すような痛みではなく、曖あい昧まいな熱気と疼とう痛つうが伝わってくる。濡ぬれて冷えた身体からだのせいか、その熱気は油膜のように全身を伝い、そして頭の奥で蟠わだかまっていた。

「よし、と。大丈夫ですか」

「ん、ああ……そんなに痛くはない。お前が急所外してくれたんだろ。ありがとな」

「多分大おお事ごとにはなってないと思いますけど、やっぱり一度は病院に行ったほうがいいですね。ていうか命令的に提案します……病院に行きましょう？」

　春亮は答えなかった。至近距離でこのはの眼鏡めがねを見つめ、答えなかった。

「行かない……って、言うんですか」

「そうだったら、どうする？」

「怒りますよ。いくらわたしでも。自分の身体を大切にしないのは駄だ目めです」

　春亮はそっと視線を落とした。このはは不機嫌に目を細める。

「あの子を追いかけてどうするんですか。彼女は自分の意志で立ち去ったんですよ。それに、あの人は片腕を失ってもまだ諦あきらめた様子ではありませんでした……また来るかもしれません。狙ねらわれていることが変わらないのなら、逃げるというのも立派な手段だと思いますが」

　その言葉が、春亮の心臓へ重く圧のし掛かる。

　フィアが求める答えは何だったのか。自分が正しい答えを告げれば、彼女は立ち去らずに済んだのか。わからない──今になっても。追いかけて、見つけて、そしてどうすればいいのだろうか。間違った言葉をかければ、同じことの繰り返しになるだけだ。

　さらに、逃げるのも立派な手段だ、という台詞せりふの裏にあるのは……フィアを連れ戻したとして、その後敵への対処をどうするのかという疑問だ。そう、あのピーヴィーという女は敵で、本当に怖おそろしいことに──殺意を持っている。呪のろわれた道具を壊す殺意、それを邪じや魔まする人間を殺す殺意。もしフィアが帰ってきても、どうすればピーヴィーに諦めさせることができるのだろうか。わからない。

　けれど。

「『一人で眠っていたほうがいい』って……言った」

「え？」

「あいつ、逃げたんじゃ、ないんだ。もっとひどい終わり方をしようとしてるんだ。だから」

　このはの目を見る。どう言えば彼女を説得できるか考えた。熱気の篭こもる頭で考えて──

　結論は一つ。無理だ。無理だから、こう言うしかない。

「頼むよ。一生のお願い。この姉ねえ」

　このはは一瞬だけ驚おどろいたように息を吞のみ、それから疲れたように溜ため息をついた。

「……卑ひ怯きようです。その呼び方はもう止やめるっていう約束だったでしょう。一緒に高校生になったんですから」

　卑怯と呼ばれたことを面白がるように、春はる亮あきはヒヒヒとわざとらしく笑った。

「昔から、こうお願いして……聞いてくれなかったこと、なかったろ。ぷんすか怒りながら、ぶつぶつ不満そうにしながら、それでも、最後には──助けてくれるんだ」

「知りません」

　ぷい、とこのはは顔を背そむけた。照れ隠しだと春亮は思う。

「困ってる？」

「……困ってますよ。本当に」

「実を言えば──俺おれも、困ってることがあるんだ。言っていいかどうかわからないけど」

「な、なんですか？　やっぱり痛いですか？　大変、すぐに」

「違うんだ。なんていうか、その」

「その？」

「まッ……ぱ……」

　春亮は口の中だけでもごもごと呟つぶやいた。

「まっぱ。何かの略ですか？　まっはぱんち？」

「略だというのは合ってる。そんな感じの破壊力があるものだ」

　まっはぱんちがどうかしましたか？　と首を傾かしげながら、このはは虚こ空くうに適当なパンチを繰り出す。効果音はズバッでもビシッでもなく、ぷるん。それに気付いたこのはがカクカクと首を自分の身体からだに向ける。実のところ春亮はさっきからずっとこのはの顔しか見ないようにしていたのだが、釣つられて視線を下に向けてしまいそうになった。慌あわてて目を閉じ、
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「つまり、真っ裸だぞ、と」

「早く言ってくださいぃぃぃっ！」

　半泣き声のこのはがどたばたと雨の屋上へ走っていった。制服を取りにいったのだろう。

　これからどうするか春亮が悶もん々もんと思考していると、数分後に濡ぬれた足音が屋上の扉を開けて入ってきた。踊り場に座り込んでいる春亮の横に立ち、このははずぶ濡れの制服を手で絞る。

「……独り言を言いますけど。たぶんあの子は、当たり前のことがわかってないだけだと思うんです。とっても単純なことなのに」

「どういうこと？」

「あら、独り言が聞こえちゃいましたか」

　わざとらしく言って、笑う。

「聞こえちゃったなら仕方ないですね。これは彼女の質問──罪や呪のろいがどうとか言ってたことのヒントです。さっき言った、追いかけてどうするか、の答えでもあるかもしれませんね」

　このはは首を傾かしげて春はる亮あきを見やった。

「簡単に言えばこうです。わたし、そんなこと春亮くんに答えてもらってないですよ？　と」

「……え？」

「あの子はわたしと同じです。昔のわたしも同じことを考えていましたし、今も考えています──でも、まだ答えを出していない、同じようなわたしが、ずっと春亮くんの家にいる。それってどういうことなんでしょうかね？　……っていう独り言でした」

　春亮はなんとなくその意味に気付いた。つまりはこういうことなのだ。

　呪いを解くことの是非なんて答えは、あの家にいるかどうかとは関係がない。

　関係があるのは、フィアを見つけて言ってやるべきなのは、ただ──

　すべきことは思ったよりも簡単だった。自然と唇くちびるが緩ゆるむ。

「な。何笑ってるんですか」

「いや、べつに？」

　やっぱりこのはにあのお願いは効くな、と思いながら春亮は立ち上がった。

「よし。んじゃ、ちょっくら青春って奴やつを味わってきますか」

「青春？」

「どしゃぶりの中をマラソンなんてまさに青春時代にしかできないだろ。光り輝く高校時代のいい思い出になりそうですな。おっと、そこのお嬢さんは思い出作りを手伝ってくれますかな？　いえいえお時間は取らせません、ギンギラ小娘の目立つ頭がゴール。簡単です」

「思い出作り、ですか……はぁー。それなら仕方ないですね」

　弟の我わが侭ままを断りきれない姉のように、このはは苦笑いで溜ため息をついた。







　第三章 「彼らの温度の二に律りつ背はい反はん」/ "Cold curse, Warm curse"
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　魔物のように屹きつ立りつするのは錆さびた工作機械。鉄と黴かびの臭におい。高い天井の向こうで無数の雨音が跳はね回っている。

　薄暗い廃はい工場の片隅に、ピーヴィーの姿はあった。上半身は裸で、腰の下には真新しい毛布。ただしそれは彼女の肩から零こぼれる血でその新しさを無意味にされている。

　未いまだ感情を振り切らせた無表情のまま、彼女は前に立つ影を見上げていた。薄うす暗くら闇やみと同化したその人影の背は低い。マントのような黒の一枚布を頭から被かぶっており、表情も体たい軀くも全すべてが深しん奥おうに隠されている。

　影が布の下、手がある辺りから、細く長い何かを床に垂らした。それを見て、ピーヴィーの身体からだが何らかの理由でぴくりと震ふるえる。そして、

「……《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》」

　その何か──垂れていた包帯が動いた。ピーヴィーの肩の傷に問答無用で巻きつく。

「ぐっ!?　かっ、あああっ……!?」

　ピーヴィーの身体がのたうった。その原因は、紛まぎれもない痛苦。傷口に触れた部分の包帯が蠢うごめいている。ぴくぴくと。じゅるじゅると。そう、生物のように──血を吸っていた。ショック死しそうなほどにピーヴィーの身体が跳ねる。だが数秒後、彼女は荒い息を吐きながらその痛みに耐え切り、金髪の隙すき間まから虚うつろな視線を人影に刺した。

「ふざ、ける、な……何を……」

「……ん。もう満腹になった。はず」

　影はその怒気に怯おびえることなく、少女の声を敵意なく返す。ピーヴィーは飛び掛かろうとしていた動きを止め、ちらりと自分の肩を眺ながめた。肩の痛苦が穏おだやかになっていることを悟ったのだ。奇怪な包帯に与えられたものだけではなく、切断された肩自体にあった痛みと比べても。

「怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージはいかなる致命的な傷も止血。する。但ただしこれは生きている。故ゆえに最初に巻いた瞬間、これは傷口から激痛と共に血を吸う。つまり忌能を発揮するには、満腹にさせるまでの苦痛に耐えねばならない。一度満腹になればしばらく苦痛は。なくなる。死に至る傷を防ぐために死に至る痛みを強しいる──これが、この包帯の」

　ピーヴィーの肩へ伸びていた布が千切れ、残った部分がするすると引き戻されていく。

「呪い」

「後方支援員オーグジラリ……」

　呟つぶやきに影は頷うなずいた。

「ここは用意していた隠れ家セーフハウスの一つ。その状態ではホテルへ運べなかった。しかし放置は出血多量による死を。招く。よってここで処置をした。説明の暇ひまがなかったのを謝罪。する」

　それを聞いているのかいないのか、ピーヴィーは残った鉄腕で血に塗まみれた毛布を殴なぐりつけ、ふらつく足で立ち上がろうとした。

「……動かないほうが。いい。出血が止まったとはいえ、体力は回復していない」

「ほざくな……なぜ勝手に……まだ戦える。あの臭くさい糞ビ道ツ具チ……なんとしても叩たたき潰つぶし……」

「破壊せねばならないのは使命にて当然。だが『あの時点では』それは不可能と判断。した」

　再びマントの下から怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージが伸び、その先端がピーヴィーの裸の胸をとんと突いた。それにすら踏ん張れず、彼女はもう一度汚れた毛布に尻しりを落とすことになる。

「っ……」

「後方支援員オーグジラリは前衛の騎き士しが使命を果たせるよう、最大限のサポートを行うのが仕事。その観点からも、ああするしかなかった。正しい選択だったと確信。している」

　ピーヴィーはフードの奥にあるであろう少女の瞳ひとみを睨にらむ。少女は泰たい然ぜん自じ若じやくとして動かない。

「勝算のない状況下での戦闘で命を無む駄だにされると──私も。困る。状況判断ができなかった後方支援員オーグジラリが無能だと判断。される」

　その超然とした雰囲気は数分経たっても変わらず、結局ピーヴィーのほうが折れた。ふ、と息を吐いて腰を落ち着かせ、床に腕を擦こすり付けるようにして手しゆ甲こうを外す。それから顕あらわになった手で改めて手甲の収納部分を開いた。取り出した煙草たばこに火を点つけ、煙を大きく肺に吸い込む──深呼吸のように、ゆっくりと、ゆっくりと。

　それに合わせ、彼女は振り切れた感情の針を徐々に戻していく。理性の解凍。いつしか虚うつろな目には光が復活し、唇くちびるには皮肉げな歪ゆがみが取り戻されていた。

　ピーヴィーは改めて眼前の影を見上げ、金髪を撫なで上げながら不機嫌そうに言った。

「ふぅ……どのような後方支援員オーグジラリかと思っていましたが、まさかこんな子供一人ですとはね。そんな子供に説教されるわたくしも落ちぶれたものですわ」

「子供、の部分には反論。する。一人、の部分は状況的必然性からと回答。今回の指令は急きゆう遽きよ発生したもの。軍団レギオンを編成する余裕はなく」

「ええ、ええ、わかっていますわ。ここに派遣されたのはとりあえず手の空いていたわたくし一人で、それをフォローするのも貴女あなた一人。人材不足の騎き士し領りようでは仕方のないことです。領の主あるじへの恨うらみつらみなどではありませんとも……ところで、貴女、名前は？」

　一瞬だけ虚を衝つかれたような間があり、フードが軽く左右に揺れる。

「……ん。必要ない。【ミイラ屋マミーメーカー】とでも」

「実利的な子ですのね。まぁいいですわ。わたくしは──」

「知っている」

　ミイラ屋マミーメーカーはマントの下でごそごそと手を動かした。ややあって包帯に覆おおわれた腕がマントを割って出てくると、そこには小さな単語帳のようなものがある。それを捲めくりながら、

「ピーヴィー・バロヲイ。女。二十一歳。未婚。髪の色はブロンド。階級は一級清せい廉れん騎き士し。禍具ワースに頼らず前衛で戦う稀け有うな騎士。好きなものは煙草たばこ、ペッパーステーキ、白ワイン……」

「スリーサイズも書いてありますか？」

「スリーサイズは……ええと……」

「読めと言ったのではありませんわ。皮肉です」

　煙を吐き出す。不機嫌の原因は戦闘を中座させられたことだけではなかった。

「『嫌いなもの』。あるいは『特徴』の欄らんがあれば読んでごらんなさい」

「……追記。禍具ワースへ対する憎ぞう悪おと嫌悪は騎士の中でも特徴的。嫌いなものは、禍具ワース全般」

「特に細くて長い禍具は身震いするほど嫌いです」

　自分の肩に巻かれた包帯を忌いま々いましい目で睨にらみ、ピーヴィー。

「……怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージの使用を非難。されている？」

「半分は」

「半分……とは？　それ以外に手はなかった。説明しなかったのも、すればきっと拒否。される。という予測が立ったからで」

「そういうことではありませんわ。この傷を塞ふさぐためにやむなく、というのはわかります。百歩譲ゆずってそこは見なかったことにしましょう。もう巻かれてしまっていますし。それは過去。けれど──問題は、今」

　今？　と声相応の少女らしさで首を傾かしげるミイラ屋マミーメーカ。ピーヴィーの鋭い目は変わらない。

「それを取って姿を見せなさい」

「……必要と。あらば」

　ミイラ屋マミーメーカーはマントを肩の後ろへ送り、さらに頭に被かぶさっていた部分も首に落とした。現れたのは白髪の少女。年齢は十代半ばで、片目を、そして服代わりに全身を、包帯が覆っている。

「おや。可愛かわいい顔をしているではありませんか」

「……ん。そんなこと。ない……」

「ともかく。その包帯はどこまでが怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージなのです？」

「ほとんど。顔のもの以外」

　ほとんどですか、と嘲あざけりの笑いを浮かべ、

「では脱ぎなさい」

「……？」

「聞こえませんでしたか？　脱ぎなさい。肩のこれは仕方ないとして、わたくしは可能な限り禍具ワースを見たくないですし近くに存在することすら不愉快です。脱いで、できるだけ遠くに、見えない場所に置いておきなさい。少なくともわたくしと話をする間はそれを義務付けます」

「……拒否すれば？」

「騎き士しと最大限同調し支援する後方支援員オーグジラリの資格なしと判断いたします。今後一切貴女あなたの協力は受けませんし、許しません。騎き士し領りように帰っていただいて結構」

「この下は。何も着ていない……」

「関係ありません」

「私の身体からだは。醜みにくい。火傷やけどをしていて」

「関係ありません」

　その真剣な表情が変わらないのを見て取り、少女は短く息を吐いた。すっと手を伸ばし、動く包帯の先端を近くの廃はい機械の裏へ向かわせる。がこん、と何かに絡からみついた音が発生するのと同時、彼女の身体を包む包帯がしゅるしゅるとそちらに巻き取られていった。

　後には、白い少女の、白い裸身。

　その声から受けていた印象、年齢とは不相応な落ち着きや超然さは未いまだ保たれている。彼女は無表情に立っていた──言葉通りに大きな火傷の傷きず痕あとが残る身体の、いかなる部分も隠さずに。けれど無感情ではないようで、その頰ほおにはひどくささやかな朱しゆ色いろが浮かんでいた。

「……ん。これで。よい……？」

「ええ、それでいいですわ」

「恥ずかしい」
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「恥ずかしがることなどありません。わたくしだって胸を放り出しています。それに──」

　ピーヴィーは咥くわえ煙草たばこで少女の傍そばに歩いていった。その身体からだを無遠慮に眺ながめ回しつつ、

「ふむ、やっぱり。何と言いましたっけね……醜みにくい？　そんなことあるものですか」

「──え？」

　ミイラ屋マミーメーカーがはっと顔を上げる。何かトラウマが、辛つらい過去があったのであろうことは、ピーヴィーにも容易に想像がついた。だから今度は嘲ちよう笑しようではなく笑ってやる。騎き士し領りようの中でも自分は狂犬的な扱いをされることが少なくない。その自分に対して真っ向から意見を言える気き概がいは、なかなかに好ましいものだった。

「わたくしにとっては禍具ワースこそが醜いのです。ならばそれを取り去った貴女あなたが醜いわけがない。火傷やけどの痕あとなど些さ細さいなものです」

「……噓うそ」

「噓ではありませんわ。その辺りはまだまだ歳とし相応なのですね」

　言いながら、ピーヴィーはなんとなく手を伸ばして少女の頭を撫なでた。その行為で、さらにミイラ屋マミーメーカーの様子が変わった。見上げる瞳ひとみが揺れ、身体をぴくりと揺らす。

「どうしました？　ああ、撫でられるのが嫌いやだったのですね。これは失礼……」

　と手を引こうとすると、ミイラ屋マミーメーカーは慌あわてた様子で首を横に振った。

「ち、違う！　逆、で……！」

「逆？」

「今まで。誰だれかに頭を撫でられたことなんて。なかったから……嬉うれ、しく、て」

「普通、親にくらいはされたことがあるのではないですか」

「──ない。私の、親は」

　暗い目をして、少女は自分の火傷を見下ろした。言葉は続かない。

　ピーヴィーは瞳を細める。彼女も思い出していた──禍具ワースのせいで死んだ親のことを。

「ま、親もいろいろいますものね……さて、どういたしましょうか。貴女が望むならもう少し撫でていてもよいですが」

　冗談めかしてそう言ったが、少女は本気に取ったようだった。恥ずかしそうに俯うつむき、肩を縮め、しばらく迷ってからぼそぼそと呟つぶやく。

「迷惑でなければ。その。もう少し……」

　多少驚おどろいたが、提案してしまったものは仕方がない。撫で続ける。初対面同士らしからぬ距離感に、ひどく不思議な気持ちになった。

　そのうちに、少女がその額を自分の腹に軽く接触させてくる。表情は見えなかった。

（母親代わり、なんてガラではないんですけどね……ま、たまにはいいでしょう）

　そこでふと思い出した。

「包帯を取れとは言いましたが、別に裸を見せ続けろとは言ってませんわよ？　恥ずかしいならマントで隠すのは自由です」

「……あ」
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　上うえ野の錐きり霞かが塾の前で彼女を見つけたのは偶然だった。授業を終えて建物を出た直後──夜空からの雨に顔を顰しかめながら傘かさを広げたとき、前を通り過ぎる銀色がたまたま視界に入ったのだ。

　様子がおかしかった。制服のままだった。傘を差していなかった。ずぶ濡ぬれの髪を垂れるに任せていた。俯うつむいて、足あし下もとを見つめたままとぼとぼと歩いていた。

　世話をしたのは一日だけとはいえ、委員長として──いや、それ以外の何であろうとも、見過ごすわけにはいかない。

　雨は嫌いだった。特に濡れるのが嫌いだった。濡れて透けた制服に喜ぶ男子などを見るとこの世から抹まつ消しようしたいとさえ思う。雨の中を走るなど自殺行為だったが、今だけはそのポリシーをかなぐり捨て、雨粒の直撃のみを傘で防ぎながら小走りに彼女を追う。

「フィアくん……！　おい、フィアくん！　どうした？　なぜこんなところにいる？」

　声をかけてもフィアは反応しない。ただぼんやりと歩き続けていた──これはよほどのことだと判断し、無理矢理に腕を摑つかんで路地へ入る。そこでようやく虚うつろな顔が上がり、

「……キリカ……？」

「そう、上野錐霞だ。夜や知ちのクラスの委員長だ。昼間会っただろう？　本当に、何があった？　傘も差さずに歩くなんて馬ば鹿かげている。どこへ行くんだ？」

「どこへ……そう、私は、どこへ……」

　焦点の合わない目で呟つぶやく。錐霞が怪け訝げんに眉まゆを寄せたとき、

「おっ？　どーしたの、ズブヌレじゃーん」

「ドコ行くん？　相あい合あい傘がさしよか？　いや、どっかで雨宿りすんのはどう？　フツーに奢おごるし」

　軽薄そうな男達たちだった。構っている場合ではない。

「放っておいてくれ。関係ない」

「……ああ？　ナニ、親切で言ってやってんのにソレ？」

　元々が普通の女子のような喋しやべりではないうえに、焦あせりが口調に出たか、錐霞の言葉には必要以上の刺とげ々とげしさが含まれてしまっていた。それに二人の男の気配が変わる。

　また面倒なことになりそうだ、と錐霞が顔を顰め、それがさらに男達を苛いらつかせる原因となる。調子に乗ってる、いや乗ってないの不毛なやりとり。謝罪も今は逆効果だった。

　そして、強引にでもフィアを連れて逃げ出したほうが早いか、と錐霞が思い始めたとき──

「……うるさい……」

　彼女の背後から、声。

「うるさい……うるさいのは、悲鳴で充分……悲鳴……？　そう、悲鳴……」

「うるせぇ？　うるせぇって言ったかテメェ？」

　錐きり霞かが止めようとする間もなく、男の一人がフィアに向けて手を伸ばす。

　そこで錐霞は見た。銀髪の少女の手に、立方体の玩具ルービツクキユーブが握られているのを。

　その玩具おもちやは瞬時に長なが柄えの道具へと変わる。それに足を軽く払われただけで、男は吹き飛んだ。派手な音を立てて壁に激突し、気絶する。

「な……！　フィ、フィアくん、それは、一体……!?」

「て、てめぇっ……なにをっ!?」

　驚きよう愕がくする錐霞の横を擦すり抜け、フィアはもう一人の男の眼前へ。無む造ぞう作さに螺ら旋せん形けいの武器を突き出す。避よけたか足あし下もとが滑ったか、男が尻しり餅もちをつくと──彼の頭上数センチにその先端がめり込んだ。鋼はがねがコンクリートを抉えぐり、ぱらぱらと壁の欠片かけらが男の頭に落ちる。

「ひっ……？」

「これは──十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》。私。私の一つ。この形態の全長は１７８・７cm。使用回数は３５７回もしくは３５８回。一人はこの形態を見た時点でショック死した。歳とし若い少年だった……」

　フィアの目はあくまでも虚無。夢を見ている。夢ですらない悪夢きおくを見ている。呟つぶやきが延々と喉のどから漏もれ続けている。その暗黒の海の呼び声に従い、彼女の腕が動いた。コンクリートから武器を引き抜き、先端を僅わずかに下げ、それをへたり込んだ男へ向けて、

「……私は何のためにある、これは何のためにある、抉るために、潜もぐるために、穿せん孔こうするためにか！　だから私は、私はっ……！」

「フィアくんっ！　や、やりすぎだっ！」

　錐霞がフィアの腕に抱だきついた。最初から止やめるきっかけを待っていたかのように、少女の全身がぴたりと停止する。

「そこの──行け、早く行け！」

「へ、あ、ひゃああっ……」

　こけつまろびつ、男が傘かさも友人の男も放り出して逃げていく。

　雨よりも冷たい何かを背に這はわせる錐霞の眼前、凶悪な武器がすっと立方体に戻った。その腕から力が抜けたことに気付いて錐霞が手を離すと、フィアは再び全身を使って項うな垂だれる。

「フィア……くん……？」

「ああ、はは……やっぱり、駄だ目めだ……」

　ゆっくりと、彼女は暗い空を見上げる。顔に張りついた銀髪が表情を隠していた。

「初めての雨。でも、思い出すのは、昔のことばかり。こんな私が、行くべき場所は……はは。そうだな。やっぱり、あそこだ。初めてが終わりというのも……悪くはない。悪くはない……」

　再び銀髪の少女は歩き出した。何もできない錐きり霞かを残して。

　その背中が暗い街並みの中に消えていく。ぶつぶつと呟つぶやかれる声が遠ざかっていく。

　小さな声はすぐに聞こえなくなった。だからすぐにわからなくなる。

　少女の肩の震ふるえが、笑っているせいだったのか、それとも──
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「いたか？」

「駄だ目めです……全然いません」

　待ち合わせ場所にしていた駅前の広場で、春はる亮あきとこのはは顔を見合わせて荒い息をついた。既すでに周囲はすっかり暗くなり、駅前の人通りも疎まばらだ。対照的に雨粒の数だけは順調にその数を増し、コンビニで買ったビニール傘がさを完全に無意味にしてくれていた。

　公園。路地。ゲーセン。デパート。ビルの裏……フィアの行きそうなところを手当たり次第に回ってみたが、彼女の姿は見当たらない。

「ちくしょ、どこに行きやがったんだ。金がないからバスにも電車にも乗れない。そう遠くには行けないはずなんだが」

「お金を得る方法も、なくはないと思いますが……そこまではしてないですかね」

「追い剝はぎするほどおかしくはなってないと信じたいな。いや、それ以前にバスとか電車の乗り方ってか存在すら知らないかもしれない。大丈夫だろ。とにかくもう少し回って──」

　再び走り出そうとしたときだった。

　軽々しい音を立て、ポケットの中の携帯電話が鳴る。この忙しいときに誰だれだ、と無視しようとしたが──着信は止まらない。表示されていた名前を見、根負けして通話を繫つなぐ。

「いんちょーさん!?　悪い、今忙しいんだ、話ならまた今度──」

『フィアくんを見た』

　通話を切りかけていた指を慌あわてて引っ込める。このはに目線で重要電話だと知らせ、

「ど、どこにいた!?　教えてくれ、今探してんだ！」

『──やはりそうか。いや……すまない。少し前まで一緒にいたのだが、今はもう見失ってしまった。様子がおかしかったから、それでも一応お前に連絡すべきかと思って』

「そう、か。いや、それで、何もなかったか？　今あいつ、ちょっと情緒不安定で──」

　僅わずかな間があった。そして、

『私には、何も』

　その裏にある意味を読み取り、春亮の背筋が凍る。

『いや……大事はない。私以外の人間にも。ただ、なんと言えばいいのか。混乱している。そう、なんと説明すればいいのかわからない──馬ば鹿かげていると思うかもしれないが、その、不思議なものを見たんだ。フィアくんが、フィアくんの持っていたルービックキューブが──』

「いんちょーさん」

　唾つばを飲み込む。父の知人など、呪のろわれた道具の存在を知る一般人もいないわけではなかった。たとえば学校の理事長もそうだ。だからこそ、このはという異存在も生徒の立場を獲かく得とくできている──しかし自分の周囲にそれが生まれるのは初めてのことだった。

「悪い。落ち着いたら説明するから。とりあえず、それ、忘れてくんねぇかな」

『なんだと？』

「勝手なこと言ってるのはわかってる。けど、ちょっと、今説明するのは難しい」

『……』

「頼むよ、いんちょーさん。今はそれどころじゃないんだ。フィアを見つけないと」

　永遠にも思える間があり、次に聞こえてきたのは、ふう、という嘆たん息そく。

『……仕方ないな。お前にも事情がありそうだ』

「あ、ありがと！　それと、そのこと、他ほかの奴やつには──」

　春はる亮あきが言うと、今度はあからさまにむっとしたような声が返ってきた。

『馬ば鹿かげたことを言うな！　私のことを、面白がってほいほい誰だれかに秘密を漏もらすような馬鹿女だと思っているのかお前は!?　事情があるとわかればなおさらだ！』

「うわっ……ご、ごめん。そういうつもりじゃなかった」

『まぁいい。で、フィアくんが行く場所に心当たりはあるのか』

「ないから困ってる。いんちょーさん、あいつ、何か言ってなかったか？」

『あまり話はできなかったしな……ん、いや。最後に何か言っていたような』

「何だって!?　教えてくれ！」

『そうだ。確か……《初めてが終わりというのも、悪くはない》……だったか』

　初めて？　終わり？　初めてで、終わりになる……場所？

　瞬間、脳の回路が繫つながった。今け朝さのことを思い出したのだ。テレビを見ていたフィアが、劇的に興味を示した場所がある。

「──海か！」

　錐きり霞かの声がなおも聞こえていた携帯を閉じ、傘かさを放り捨てて走り出す。飛沫しぶきを跳はね散らして走る彼の後ろ姿を眺ながめ、このはは人知れず溜ため息をつき──そして彼女も、傘を投げ出した。
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　テレビで見たよりも、夜の海は暗く、そして不気味だった。降りしきる雨が海うな原ばらを無数に打ち据すえ、喧やかましい音を延々と鳴らし続けている。

　前方では海の彼方かなたへ向かって防ぼう波は堤ていが延びていた。砂浜は岩場を挟はさんで遥はるか遠くにあり、どんな物好きもここまでは泳いでこないだろうと思える。釣つり師も海の底までは見通せない。何年か何十年か、あるいは永遠に──誰だれの視線も受けないであろう広大な密室が、足あし下もとにある。

　フィアは防ぼう波は堤ていの先端まで歩いていく。雨音に加え、複雑に絡からみ合った波の音もその圧力を増していた。息を吸い込むと、生なま臭ぐさい磯いその香りが肺一杯に充満する。新鮮だった。これは塩水の臭においなのか、魚の臭いなのか。ふと疑問に思い、頭に浮かんだ人間にその謎なぞを聞こうとしたが……近くにその人間はおらず、そして、もう二度と会うこともないのだと思い出した。

　フィアはくすくすと笑った──未練がましい。

　眼前に広がる暗黒を見つめる。本当に果てがない。あるはずの水平線もなく、ただ、黒一色に塗り潰つぶされている。それをなぜ懐なつかしいと思うのか、彼女自身はその答えを知っていた。

　防波堤の縁ふちに立つと、雨粒に加え、高く跳はね上がる波の飛沫しぶきも自分の身体からだを濡ぬらし始めた。

「そう急せくな。今行ってやるさ……」

　呟つぶやき、最後の一歩を踏み出そうとする──が、そのとき。

　声が聞こえたような気がした。自分の名を呼ぶ声が。

　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブではない、意味もよく知らずに適当に端折はしよって名付けられた、ここでの名前。

「くっ……あほー。まったく、あほー、だ。なぜ来るかな……」

　苦笑しながら、振り返る。

　誰もいなかった。

　そこには雨に濡れた防波堤があるだけ。冷たいコンクリートが延びているだけ。

　未練がましい。

　幻げん聴ちようだった。

　笑いの衝しよう動どうが抑えきれなくなり、フィアは後ろを向いたまま笑い始めた。

「は、は、あはっ……あはははっ……本当に、なんと未練がましい！　私はあいつを殺そうとしたのだぞ!?　罪を増やそうとしたのだぞ!?　追いかけてくるわけがない！　ははっ……よしんば追いかけてきたとしても、ここに辿たどり着くことを神とやらが許すはずはない！　なぜなら──私は──呪のろわれているのだから！　あはははははははっ」

　そしてぴたりと、笑いが止まる。あまりに自分が惨みじめで、だからこそ決心がついた。

　呪われているのだ。だから、駄だ目めなのだ。

　そう呟いて、彼女は体重を後ろにかける。ゆっくりと、その身体が傾いた。

　雨粒が垂れる空が見えた。心地よい浮遊感があった。周囲が水に包まれる。どんどんと沈んでいく。大の字になったまま、用意された海底寝しん所じよへと重力に導かれる。

　背中に砂の感触。ここが永遠を眠るベッドだ、と思った。

　視界には何もない。ひどく暗かった。

　周囲には何もない。ひどく冷たかった。

　ああ、と最後の空気を泡の形で吐き出し、フィアは目を閉じた。

　何も見えない、暗い、冷たい場所。それはあの城の地ち下か牢ろうと同じだった。

　結局、ここに戻るのか。お似合いだ。最初から出なければよかったのだ。出てしまったから、こんなことになる。あったかい縁側の匂においを知ってしまったから、こんなことになる。

　これは、元の場所に戻っただけのことなのに。そのはずなのに。どうしてか──




　──今までよりも、ずっと寂しい。
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　寒々しい廃はい工場では回復する体力も回復しない。ミイラ屋マミーメーカーは一応の拠点たるホテルの部屋へ、あまりまともではない方法で──つまりは怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージをロープのように用いて辿たどり着いた。

　その方法に文句を言うであろう存在は、幸いにも首の後ろで寝息を立てていた。あの気恥ずかしい行為をしばらく続けてくれた後、「しばらく休みます。あとは任せますわ」とあっさり眠り込んでしまったのだ。体格が違うから、担かつぐのに苦労した。

　スイートルームの柔らかいベッドに、そっと彼女の身体からだを横たえる。片腕の手しゆ甲こうが邪じや魔まだろうと思ったが、外し方がわからない。放置しておくしかなかった。

　布ふ団とんを被かぶせると、ううん、と眠ったままのピーヴィーが艶なまめかしい声を漏もらした。

　安心してくれているのだな、とミイラ屋マミーメーカーは胸の奥に灯ともし火びのような温かさを感じる。同時に、数十分前まで頭の上にあった手の重みを思い出した。

　初めてだったのだ。殴なぐられるのではなく、ただ誰だれかに頭を触られるのは。ぶちぶちと引っ張られるのではなく、ただ優しく髪を撫なでられるのは。あんな近くから、罵ば声せいではない声を発せられるのは。全すべて、それは気持ちがいいものなのだと初めて知った。

　初対面の女性に、あんなに甘えてしまうとは自分でも驚おどろきだ。けれど──どうしてか──我慢できなかった。もう、こんなことは二度とないのかもしれない、と思えば。

　思い出すだけで、胸中にぼうっと幸せが満ちてくる。ぼうっと。ぼうっと。両親にクローゼットに閉じ込められて保険金目当てに家に火を点つけられて瀕ひん死しの重傷を負って片目も失った記憶を搔かき消すように、ぼうっと。

　寝顔を見た。仕事上のパートナーでしかないはずの、彼女の顔。

　自分は彼女に母性を求めているのだろうか。

　与えられなかった理想の母親の影を、勝手に投影しているだけなのだろうか。

　きっとそうなのだろう。ブロンドの髪、傷だらけで綺き麗れいとは言えない手、煙草たばこの匂い……それは全て自分を殺そうとした母親と同じで、だからこそ、母親ではないこの女性に母親を見る。間違った逃避で、代だい替たい行為だ。わかっていた。わかっていたが──いとおしく思うことを、今になっても止やめられない。ずっとこのまま寝顔を見ていたかった。

　だが、彼女はいずれ死地に向かうだろう。片腕を失い、戦闘力が落ちているにもかかわらず、矜きよう持じのみを武器に戦おうとするだろう。不安だった。

　ミイラ屋マミーメーカーは自らの内に生まれている思いに気付く。

　──いてほしい。

　──死んでほしくない。

　──もっと、傍そばにいてほしい。

　──では、どうする？

　騎き士したる彼女に戦うなと言っても聞くはずはない。後方支援員オーグジラリとしての立場からも言えない。たとえ彼女に戦わせない策を──騎き士し領りように応援や交代要員を要請するなど──弄ろうしたところで、彼女はそれを無視して一人で戦いにいくだろう。ならば考えるべきは戦わせない策ではなく、彼女がより安全に戦えるようにする策だ。

　自分が手伝う？　却下。足手まといにしかならない。だからこそ後方支援員オーグジラリをやっている。

　では他ほかに何が、と考え──思い出す。

　騎士領から与えられた今回の使命は『箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを破壊せよ』。それだけだ。

　もう一個の日本刀や夜や知ち家の人間の殲せん滅めつは使命には含まれていない。見過ごすといい顔はされないだろうが、非難もされないはずだ。必要とあらばまた別の騎士に使命が下されるはず。

　ならば、自分ができることも、ないわけではない。

　無む駄だかもしれないが、やらないでおくよりはずっといい──

　これからすべきことを頭に思い浮かべる。あくまで秘密裏が条件だ。たとえこの程度の策でも、彼女はきっといい顔をしないだろうから。これは自分の我わが侭ままにすぎない。

　やるなら早いほうがいいだろう。彼女の寝ているうちが。

　寝顔をもう一度見下ろす。ふと悪戯いたずら心ごころが湧わいて、その金髪を軽く撫なでてみた。すると、

「ふふ。お返しのつもりですかね？」

　半眼を開きつつ、彼女は面白そうに言った。慌あわてて手を引っ込める。

「……いえ。なんでも。ない。少し。してみたくなった。だけ」

　フードを目ま深ぶかに引き下ろして表情を隠した。恥ずかしい。

「ゆっくり寝ていると。いい。軽く偵てい察さつに。行く」

「おや。仕事熱心なことで」

　踵きびすを返す。部屋を出る間ま際ぎわ、頭の後ろから声が届いた。

「気をつけていきなさいな。行ってらっしゃい」

　それも、初めて聞く言葉。

　知らず、足が小走りになった。




　ミイラ屋マミーメーカーが部屋を出て行くと、再びピーヴィーはまどろみに落ちていった。

　現在最優先すべきは休息。精神と肉体を回復させることだ。

　精神は問題ない。常に問題ない。あの腐れ道具ビツチ達たちは叩たたき潰つぶす。必ず、必ず、必ず。

　では肉体はどうか、と考える。

　傷ついた肉体。疲ひ弊へいした肉体。忌いまわしい禍具ワースで止血されてしまった肉体。

　そして彼女は悟った。まったく、忌いま々いましいが。

　片腕になった自分が、無策のまま禍具ワース二個に対して勝利することは難しい、と。

　ではどうする。なりふりは構っていられない。糞くそは一刻も早く片付けるべき。最低限の休息は必要だが、時間をかけるとリタイヤ扱いされる。まだやれる。一人でも戦える。道具如ごときに敗れたという汚名は屈くつ辱じよくすぎる屈辱。なんとかせねば、なんとかせねばならない──

　それは、なんとしても。吐き気を催もよおす手段だとしても。数時間前の自分ならば唾だ棄きし、嘲ちよう笑しようするであろう策だとしても。他ほかの人間がそれを提案したのならば、その瞬間にその人間は自分にとって虫ランクの存在に堕おちるような手だとしても。

　そう、手段自体は思いついている。問題は、それを実際に選択するのかどうかだ。

　提案。否定。提案。否定。提案。否定──同じ内容の提案と否定、それぞれ後援者は使命と誇り。自分の全すべてを賭かけた取捨選択が繰り返される。

　結論が出たのは、眠りに落ちるのと同時。

　失った片腕の代わりに生えた憎ぞう悪おという腕が、最後にはその最低な手段に手を伸ばす。
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　横よこ殴なぐりの雨を浴びつつ、春はる亮あきとこのはは街の南部にある海岸へと辿たどり着いていた。だが依い然ぜんとしてフィアの目立つ頭は見えない。暗い予感を振り払いながら海岸沿いの道を走っていると、進行方向からゆっくりとヘッドライトが近寄ってきた。そのまま通り過ぎるものと思いきや、

「あ、ちょっと君達……ひょっとして誰だれか探してる？　いや、違ってたら別にいいんだけど」

「だ、誰か見たんですか!?　えと、俺おれ達、そう──探してます。銀髪で外人の女の子！」

　やっぱり、と運転席の男は助手席の女性と顔を見合わせた。

「見たんですね!?」

「ああ、うん。十分くらい前だったかな……この先でとぼとぼ歩いてたその子と擦すれ違ったんだ。傘かさも差さずに変な様子だったから、ちょっと気になってさ。戻って今まで探してたんだけど……結局、見つかんなくて」

「この先って……確か、行き止まりじゃ……？」

「だからどうしようかって話してたんだ。どうする？　警察に連絡したほうがいいのかな？」

「あ、あーあー、いえいえ、そんな必要はないんです！　ちょっと罰ゲームみたいなことしてて……多分、どこかに隠れてるだけだと思いますから！　まったくあの子は、やりすぎ……そう、やりすぎなんですよ！　あはははは」

　春はる亮あきの後ろから、このはが空虚な愛あい想そ笑いで誤ご魔ま化かした。なぁんだ、と男は苦笑。

「そうだよな。こんなベタなことが現実にあるわけないか……ほんと、心臓に悪い。あんまり変な罰ゲームは止やめたほうがいいよ。危うく勘かん違ちがいして通報するとこだった」

「えーもう、まったくその通りで……すいません！　それじゃ！」

　ゴールは間近、車と逆方向に走り出す。横手の砂浜が岩場に変わった。そこに人影がないか防風林越しに確認しつつ、さらに全力疾しつ走そう。道は狭せばまるばかりで、いつしか舗ほ装そうすら失う。その小道の果てに、終着点──申し訳程度に街灯が設置されているだけの広大な空間があった。

　前方には海。右手には高い壁。左の岩場はそこで途切れ、防ぼう波は堤ていが直角に海へと延びている。

　それだけだった。見えるものは、それだけだった。

「……いない……」

　ふらふらと春亮は防波堤へと足を進めた。いない。誰だれもいない。海しかない。

「……なんでだ……？」

　解かいは明らかなのに。理解を拒絶する。海しかないのならば──海の、どこかに。

　ただただ広い、水の中のどこかに。

　防波堤の先端で、春亮は崩れ落ちる。

　雨音が耳みみ障ざわりだった。その音が近くで変化する。

「春亮くん……」

　その声にも答えられない。拳こぶしを握り締める。歯を嚙かみ締める。身体からだに力を込めているのに、全身には虚無感だけがあった。その空虚な身体を周囲の音が通り抜けていく。

　雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。

　こつん。

　雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。雨音。

　こつん──

　はっと春亮は顔を上げた。這はうようにして前進し、防波堤の先端のさらに先端、海に半身を乗り出すようにして海面へ首を突き出す。そしてあるものを見た。

「は……ははっ……」

「春亮、くん……？」

　春亮は肩を震ふるわせながら、ポケットから携帯と財布を取り出した。事情のわからない様子で困惑しているこのはに向けてそれを投げ、

「……大事なことを忘れてた。まず一つ。あいつは重い。二つ。あいつは頭が悪い。アホだ。単純だ。だから──海に飛び込む場所も、きっと深く考えてなんかない。第一候補は一番海っぽいここだ。ああ、間違いないだろな。証拠もある……さっきの人は十分くらい前って言ってたから、これもそう流されてはないだろ。というわけで」

　唇くちびるを曲げたまま、軽く言う。

「ちょっと行ってくるよ」

「へ？　あの、ちょっ!?」

　そして春はる亮あきは海へ飛び込んだ。

　防ぼう波は堤ていに当たっていた小さな立方体の玩具おもちやが、その余波でぷかりと揺れる。




　雨に打たれていたせいか、海水は不思議と温かく感じられた。応急処置をした腕の傷に塩水が染しみるが、覚悟していたほど痛くはない。ほとんど暗黒の視界の中、海面の僅わずかな煌きらめきを指針にして上下感覚を保ち潜もぐっていく。搔かいていた手が不意打ち気味に砂に刺さってぎょっとした。しかし驚おどろいている場合ではない。手探り状態で周囲を搔き回す。

　状況はあの防波堤から砲丸を落としたようなものだ。転がりもしないし泳ぎもしない、しかも人間サイズの砲丸だぞ──きっと見つけられる、確率はそう低くないはずだ、と春亮は自分に言い聞かせる。ややあって、指先がふと海かい藻そうに触れた。海藻？　とさらに探ると、その根元には硬く柔らかく丸い物体──髪と頭だ！　見つけた！

　あとは浮上するのみ。肩らしき部分を抱かかえて必死に足を動かすが、

（やべ……重い！）

　焦あせりで酸素が消費されていく。あれは本当に海面か。自信がない。海の底へ向かっているのかもしれない。そもそも進んでいるのか？　海底でバタ足をしているだけではないのか？

　深刻に身の危険を感じたとき、不意に周囲で水の流れを感じた。抱えていた身体からだが軽くなり、バタ足の推進力も増す。数秒後──

「ぶは！　ぐ、ぐほ……おぇ」

「はぁはぁ……む、無茶しすぎですよ！　ほんとに、もう！」

「いや、すまん……助かった」

　隣で立ち泳ぎしているのは当然ながらこのはだった。心から感謝しつつ、春亮は彼女と自分との間に挟はさまっている小さな身体を確認する。

「わたし達たちが溺おぼれ死ぬようなことはないと思います。しばらくすれば目を覚ますでしょう」

「ふぅ……正直、別件の土ど左ざ衛え門もんだったらどうしようってずっと思ってたよ。すげぇ重かったし、お前が加勢してくんなかったらやばかった」

「まったく、溺れたらどうするんですか!?　重かったら一いつ旦たん息継ぎに上がる、くらいのことはしてくださいよ。この子は人間じゃないんです、今いま更さら数分の違いで焦らなくても」

「そう言えばそうだな……忘れてた。なんか急いで引き上げなきゃ駄だ目めな気がしたんだよ」

「忘れてたって……はぁー」

　呆あきれたような吐息。

「もう、そんなこと言われたら怒りにくいっていうか、やっぱり春亮くんは春亮くんっていうか……ふぅ。ま、そこがいいところなんですけど……」

　このはがぶつぶつと独り言を呟つぶやいているのを聞きながら、とりあえず防ぼう波は堤ていの下まで移動する。登れるような足場はない。眼前に浮かんでいたルービックキューブをなんとはなしに摑つかみつつ、さてどうやって上がるかな、と考えたとき──ふと、上から誰だれかの腕が伸びてきた。

「まさか……明日説明すればいいや、などと思っていたのではないだろうな？」

「いんちょーさん……」

　防波堤から身を乗り出しているのは、怒っているような、しかし同時に安あん堵どしているような表情を浮かべている錐きり霞か。頰ほおには汗か雨か──片手の傘かさと、服があまり濡ぬれていないところを見ると汗だろう──が伝っており、ここまでの疾しつ走そうを声高に語っている。

「説明してもらうぞ、夜や知ち……それと、このはくん」

「あぅ……」

　このはは困った顔で視線を逸そらす。

「別に知って面白い話じゃないと思うんだけどな……いろいろ、見なかったことには？」

「ならない。一日とはいえ、フィアくんはクラスメイトだったのだ。私にも心配する権利くらいあるだろう」

　やれやれ、と春はる亮あきは頭を振って。

　差し伸べられていた錐霞の腕を摑んだ。




　とりあえず近くの防風林に逃げ込むことにした。雨を完全に防げるというわけでもないが、吹きさらしの防波堤よりは遥はるかにマシだ。

　深夜の潜水はやはり体力的にキツかった。フィアを寝かせ、春亮は地面にへたり込む。

「おい。フィアくんは大丈夫なのか？」

「ああ……心配はいらない、多分」

「そう言うなら信じるが……お前はだらしないな。このはくんは元気なのに」

「え。えーと、まあ、わたしは、その」

　人間じゃないから。とはさすがに面と向かって言いにくいのか、このはは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす。

「おえっぷ。ああキツイ。運動不足がたたってんのかな」

「いきなり飛び込むなんて無茶もいいとこですよ。運動不足とかの問題じゃありません！」

「……スミマセン」

　背後でがさりと枝が揺れたのはそのときだった。慌あわてて春亮が振り向くと、

「うおっ!?」

　眼前の木の枝から人間が垂れてきた。心底驚おどろく。

　ホラー映画的に不気味かつ不思議な登場シーンを見せたのは、やはり不気味で不思議な人間。黒い布で全身と頭を覆おおい隠した小柄な影だ。腰の辺りから伸びる紐ひも状の何かで、蓑みの虫むしのように枝から垂れ下がっている。

「……私は。蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの後方支援員オーグジラリ。ミイラ屋マミーメーカー」

「二人とも、下がってください！」

　このはが素早くその前に立つ。だがミイラ屋マミーメーカーと名乗る蓑みの虫むしはゆっくりと首を左右に振った。

「私は後方支援員オーグジラリ。戦闘能力はほとんど。ない。戦闘が目的では。ない」

「……じゃあ、何しに来やがったんだ……!?」

　春はる亮あきは背後にフィアと錐きり霞かを庇かばいながら言う。少女は端的に答えた。

「提案を」

「提案？」

「我々に与えられた使命は『箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを破壊する』の一点。よって提案」

　包帯に包まれた腕が、すっとマントを割って出てくる。その指を一本ずつ立てながら、

「一つ。箱形の恐禍をそちらが破壊する。あるいは二つ。無力化して引き渡す。あるいは最大譲じよう歩ほで三つ。箱形の恐禍を守護しない、我々の邪魔をしないと確約する。このいずれかの選択と引き換えにならば、我々は無関係な人間と禍具ワースに危害を加えないと誓せい言ごん。する」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい……そんな提案が受け入れられるなら、最初からお前達たちの邪じや魔まなんかしてない。わかりきってる答えを今いま更さら聞きに来るな」

「待ってください、春亮くん……今更聞きに来た、その理由が気になります」

　このははミイラ屋マミーメーカーを鋭く見み据すえた。

「それは──提案を拒否すれば、わたしや春亮くんを狙ねらうということですか。フィアさんを護まもるから仕方なく、という意味合いではなく……目的そのものとして、フィアさんの前に立っている場合でなくとも襲おそうことになる、と？」

「……解釈は自由」

　厳しい目のまま動かないこのはを見ながら、さらにミイラ屋マミーメーカーはぼそりと続けた。

「これは好意による提案。だと補足しておく」

「好意とは笑わせる……昼間のイカレたあいつの仲間が言うとは思えない言葉だ。提案自体も馬鹿げてるし、何か裏があるんじゃねーかと疑わずにはいられないな」

「裏など。ない。これは私の独断。双方にとって無意味ではないと。思っただけ」

　春亮の言葉に返ってきたのは、どこか後ろめたそうな響きを隠した声。だが彼女はすぐに、失言した、というように首を横に振った。

「一日の猶ゆう予よを。与える。その間に考えるといい。連絡は」

　そこでマントの下から暗記カードのようなものを出し、ぺらぺら捲めくる。捲る。が──

「……ん。連絡は。用意してなかった……」

　目的のものは見つからなかったらしい。代わりに彼女はマントをまさぐって携帯電話を摑つかみ取り、操作に慣れていない様子でポチポチとキーを打つ。さらにその画面を見つつ、「ぜろきゅーぜろの……」などと場にそぐわない可愛かわいらしさで呟つぶやいてカードに何かを書き込んだ。

　そして作業を終えると満足したように頷うなずき、カードをひらりと春はる亮あきに投げて寄こす。

「電話番号。連絡はここに」

「一生懸命用意してくれて悪いけどな。その提案は受け入れないとさっきから言ってる」

「……自らの身が危険となっても？」

「彼に手を出すのはわたしが許しません。させませんよ」

　このはが軽く手刀を振る。頭上の枝から落ちてきた葉がその動作で真っ二つになった。

「まあ、俺おれ自体は足手まといだけど。見ての通り頼りになる眼鏡めがねっ娘こがいるんでな。そう簡単にやられるつもりはない」

　ミイラ屋マミーメーカーが呆あきれたように息を吐く。それを合図に、その身体からだがするすると上昇を始めた。

「……一応、伝えた。理性的な判断を。待っている」

　枝葉の中へ消える黒衣。それから一度、ざん、と大きく幹が揺れ──雨音だけが残った。

「夜や知ち。今のは……？」

「あー……それも、あとで説明するよ。俺にもわからんこと多いけどな」

　足あし下もとに落ちていたカードを何気なく拾う。それは必要ないものだった。だが。

（正体不明のあいつらに繫つながる、唯一の手がかりだ。携帯番号知ったくらいでどうにかなるとは思わんけど……捨てるのも勿もつ体たい無いだろ）

　そう、理由はそれだけだ。

　相手が意図するような意味では、必要ない。絶対に必要ない。

　フィアを、使わなくなった道具のように捨てることなど、絶対にない……

　ふと、視線を感じる。このはがカードに向けている視線。春亮が顔を上げると、彼女はその瞳ひとみにあった真剣さを誤ご魔ま化かすように笑った。

「……じゃあ、そろそろ帰りましょうか」

「あ、ああ。そうだな。とりあえず早く風呂に入らんと風か邪ぜ引きそうだ。いんちょーさんは」

「勿もち論ろん、私も邪じや魔まさせてもらう。聞きたいことは増えるばかりだ」

　いろいろ面倒なことになったなぁ、と肩を落とし、春亮はカードをポケットに突っ込んだ。
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「なんていうか、超重い。あれか、本体の重さと関係してるのか」

「どうでしょうね。関係してなくもないと思いますけど……交代しましょうか？」

「まだもうちょっといけるよ。後で頼むわ」

　春亮はフィアを背負って歩いていた。タクシーも考えたが、意識不明の少女を背負っているなんて明らかに不審すぎる。歩き出してすぐ雨が止やみ始めたこともあり、結局は裏道を徒歩で帰ることにした。もう夜も遅いので外を歩く人影自体が少ない。見み咎とがめられる心配はなかった。

　ただしひそひそ声を聞き咎める人間はいる。少し先を歩いていた錐きり霞かが振り返った。

「……本体？」

「その、えーと、それも後で」

「ふむ。それならいい──それよりこのはくん、道を知らない私を先頭にされても困るが」

「あ、すみません。そう言えば、だいぶ遅くなってますけど、家のほうは？」

「一人暮らしだから大丈夫だ。追い返そうとしてもそうはいかないよ」

「そ、そういうつもりじゃ」

「冗談だ」

　このはと錐霞が並んで進み出す。その背中をゆっくり追いかけていると、ふと首筋に感じていたフィアの鼻の感触がなくなった。背中を揺らして彼女の身体からだを背負い直す。今度は柔らかく平べったい感触。ほっぺただな、と思って再び歩き出したとき──その肌が振動した。

「重いと……言うたな。二度目だ……」

　振り返ろうかどうしようか迷ったのは一瞬で、結局そのまま歩くことにした。

「事実だ。まったく、腰が抜けそうだ」

「レディに対して……なんたる暴言。これは怒ってもよかろう。呪のろうぞ」

「奇遇だな。俺おれも怒ってる。呪うぞ」

「な、なにおう」

　このはと錐霞がちらりと視線を向けてきたが、何も言わなかった。

「……降ろせ。それから、なぜ……いや、私は……」

「もう一度言う。呪うぞ。俺の呪いは凄すさまじい。だから──呪われたくなければ、喋しやべるな。降ろせとかほっとけとか言った瞬間に、お前はヒドイことになる」

「……どうなるというのだ」

「胸が成長しなくなる」

「なにおう！」

　声に僅わずかな張りが出てきた。調子が戻ってきたようだ。

「だいたい、俺にはお前の呪いは効かねぇの。ムダムダ」

「……」

「ムダだから、俺は脅おどされても何とも思わないしお前のワガママも聞いてやらない。勝手な家出なんてもってのほかだ──一応、お前は親父おやじが俺に預けてきた客ってことになってるからな。何回やっても連れ戻してやるから覚悟しろ」

　何かを言いかけて止やめるような、喉のどの引き攣つりが聞こえた。脇わきに抱かかえていた太ふと股ももから力が抜け、ふっと弛し緩かんしたのがわかる。声は微かすかに震ふるえていた。

「……生意気だ。ハレンチ小僧のくせに」
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「そりゃすいませんでしたね」

「呪のろわれないと舐なめておるな。これは、その考えを改めさせねばならん……私は、自分がもっと直接的な影響を与えられる呪いを使えると知っているのだぞ」

　何のことやら、と春はる亮あきが思ったとき、肩の上をぶらぶらしていたフィアの腕が動いた。腕を組むように、春亮の首をぎゅっと包囲する。濡ぬれた髪も、柔らかい顔も、平へい坦たんな胸も、白い足も、春亮の身体からだに強く密着してきた。

「……どうだ。冷たかろう。ざまぁみろ。これで風か邪ぜという呪いを食らわせてやる……」

「そりゃ怖おそろしい。誰だれもが年に一回はかかったりする呪いだ」

　確かに、きつく背中に抱だきついてきたフィアの身体は、とても冷たかった。

　しかし、だからこそ──春亮は思ったのだ。

　自分がこんなに冷たかったら、きっと。

　きっとフィアのほうは、すげぇあったかいって思ってるんだろうな、と。







　第四章 「夜には母親と抱だき枕まくらを」/ "Voice, a termination, not a termination, her, her"
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「えっと、上うえ野のさんはわたしの部屋のお風呂にでも」

「いや──あまり濡ぬれていないから。汗を拭ふくタオルだけ貸してもらえるか？」

　このはは錐きり霞かを連れて自分の部屋へ向かった。ユニットバスがあるのだ。途中で悲鳴が聞こえたのは、おそらくフィアによって割られた窓を見てしまったからだろう。

　春はる亮あきはフィアを連れて母おも屋やの風呂に行き、

「ほれ、先に入れ。レディファーストだ」

「……私は風か邪ぜを引かん。だが人間は違う。お前のほうが先に──」

　押し込まれた脱衣所でぽつんと俯うつむき、フィアが言う。

「今いま更さら数十分で違いがあるかバカ。誰だれのせいで海にダイブしたと思ってやがる」

「……」

「と、とにかく、今は逆・女性蔑べつ視しの世の中なのだ。人権団体をこの家に乗り込ませないためにも入れ。それともアレですか、チビでミニなそこのお嬢さんはレディではないから遠慮したいと仰おつしやるわけですか？」

「う、うるさい。本当に風邪を引いてしまえ。死ね！　呪のろわれろ！」

　顔を真まっ赤かにして怒鳴ってくるフィアに、棚たなから取り出したバスタオルを放り投げて退散。

　ああは言ったが、待っている間も濡れっぱなしというのは嫌いやだ。部屋に行って濡れた服を着替える。ちらりと腕の即席包帯を見たが、あれから時間が経たっていることもあってか、新たな血は滲にじんでいなかった。動かさなければほとんど痛みもない。刃物で刺されたにしろ、やはりこのはがなんとか急所を外してくれたのが大きいのだろう。まさに人間業わざではない。

「おお、意地を張ってはみたが寒い……時代を先取りしてコタツ出そっかな」

　脱いだ服を持って脱衣所に戻る。外で耳を澄ませると、風呂場の中からシャワーの音が聞こえてきた。どうやらちゃんと温まっているらしい。

　静かに脱衣所の中に入り、洗濯機へ濡れた服を叩たたき込む。ついでに洗濯篭かごにあったフィアの服も──というかこのはの制服も。しかしその中には唯一フィアのものらしき白い布キレもあり、ぴく、と春亮は動きを止めてしまう。

「いや待て、洗濯をするためだぞ。やましいことは何もない。ないはずだ……」

　それでもなにやら後ろめたくなり、無意味に周囲を確認してから、腰を屈かがめてそろそろと篭の中のそれに手を伸ばす。湿った布の端をちょいと摘つまもうとしたとき──ふと足あし下もとを黒い影がよぎった。素早く不吉に洗濯機の下から這はい出てきたのは、怪奇生物Ｇ。これが好きな人間はそういない。ビクビクしていた気分も合わさり、反射的に声をあげてしまう。

「うぉあっ!?」

「ひっ……？」

　風呂場からも小さな悲鳴が聞こえた。同時、椅い子すか何かが乱雑に転がる音。驚おどろかすな、とかいう怒鳴り声が続くと思いきや、何の声もない。シャワーの音だけがどこか不吉に続いている。

「フィア……どした？　フィア？」

　返答はない。何かあったのか、と風呂場の曇くもりガラスを叩たたくが、やはり無言だ。

「おい──おい？　返事しろ！　倒れてんのか？　返事しねぇと入るぞ!?」

　躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬だった。今は何が起こってもおかしくない。ガラスを滑らせて中に入る。

　目に映ったのは、逆さまになって転がる椅子と洗面器、床に伸びて虚むなしく湯を吐き出すシャワー、そして……タイルにへたり込み、身体からだを縮めているフィアの姿だった。がたがたと震ふるえ、両手で頭を、耳を押さえつけている。

　だがそこで春はる亮あきに気付き、泣きそうに歪ゆがんでいた顔がはっと上がる。素すっ頓とん狂きような悲鳴。

「ひゃあ！」

「ひゃあ！　うわ悪かったなんでもないならいいんだぐぼ！」

　右ストレートが腹に一発。心配したのに結構元気です。

　とりあえず這いずるようにして風呂場を脱出し、後ろ手に曇りガラスの戸を閉める。

「脅おどかすな、ハレンチ小僧め！　呪のろうぞ！」

「いやすまん、ほんとに悪かった。ゆっくり温まってくれ──」

　立ち去ろうとすると、

「あ……その。ま、待て……丁ちよう度どいい。少し、そのまま話を聞け」

「上がってからでいいだろ」

「今話しておきたい。そうでなければ、私の決意が揺らぐ」

　曇りガラスに彼女の色が映っていた。中途半はん端ぱな距離に立つ白と銀のシルエットはぼんやりとしているが、それでも女らしい滑らかさを持った肩や腰や太ふと股ももはさっき一瞬だけ見てしまった記憶と合わせて容易に想像でき──待て想像するなと慌あわてて春亮は頭を振った。

「どうした？」

「いや！　なんでも！　じゃあ、ちょっとだけな」

　フィアのほうを見ていると変な想像をしてしまいそうなので、曇りガラスに背中を預けて座り込む。そこで洗濯機に入れそこなったあの白い布キレが目の前に落ちていることに気付き、さらに妙な気分になった。

「さっき、何があったのだ」

「ん、いや。ちょっと苦手な虫がいてだな」

「クモか!?」

「へ？　いや、ゴのつく嫌いやな奴やつだが……うう、思い出すだけで嫌だ。とにかくなんでもない」

「そうか、うむ。思い出すだけで嫌というのは同感だ」

「さっき怖がってたのはそのせい？」

「あ、あほぅ！　別に怖がってはおらんわ！　全然違う！　ただ」

　言葉の続きを待つ。数呼吸の間があって、

「──いや。理由は違うが、そういうことだ。私は怖がっていた。昼間のことを思い出して」

　本題に入ったのだと、春はる亮あきは思った。声はひどく真剣だった。

「春亮……私は悲鳴が怖い。正確に言うと、親しい誰だれかの悲鳴が怖い。だからさっきも、過去のことを思い出すのではないかと、またかつての私が顔を出すのではないかと、怖かった」

「……あれくらいの悲鳴で怖おそろしくなられても困るな」

「今は、その、昼間のことのせいで過か敏びんになっていたのだろう。私も少し神経質すぎたと思う……だが、今後そういうことがありうるのならば言っておかなくてはならないと思った。虫を見て驚おどろいた程度のものならともかく、今日のようにお前が誰かに傷つけられ、真に苦痛を感じた叫びをあげたならば──私はまた私になってしまうかもしれない」

「昔、悲鳴を聞いていたから……か」

「そうだ。かつて、モノだった私を世話していた少年がいた。その少年は結局、私の犠ぎ牲せいとなって死んだ。お前の悲鳴を聞いて思い出したのはそれだ。つまるところ、そのあたりで私は『自我』を自覚したのだ──狂っていた自我だがな。はは、あの狂った猿さる女おんなをとても笑えん」

　ガラスの向こうから、自じ嘲ちようの笑いが漏もれる。

「今は違うだろ。ただのトラウマってやつだ。それは記憶が暴れてるにすぎない」

「それでも、私だ。私なのだ。変わったという自覚はない。呪のろわれたまま、私はここまで来ている。全すべては気のせいなのかもしれない。あんなことは嫌だと思っているのは気のせいで、心の奥ではまだ、私は道具として人を殺すことを望んでいるのかもしれない……」

　そこでしばらく言葉が止まった。次にあったのは、背中で感じるガラスの振動。

　首を捻ひねると、すぐ後ろに白と銀の影があった。フィアも風呂場の戸に背中を預けて座り込んだのだ。曇くもりガラス一枚を挟はさんだ、背中合わせの体勢。

　そのぼやけた銀色が小さく頭上を仰あおぎ見るように動く。後頭部が当たったのだろう、さらに微かすかにガラス戸が揺れた。その揺れはきっとフィアにも伝わっていて、同時に自分にも伝わっている。繫つながっているのだ。彼女の身体からだと、この自分の身体は、ガラス一枚で。

　確かな重みを持つ女の子の身体が、事実として数ミリ程度の背後にある──それを実感し、春亮はさらに落ち着かない気分になった。だがフィアはそれに気付く様子もなく、

「……私は本当に呪われている、危険な存在だ。捨てるなら今のうちだぞ」

「なんで……そんなことを言う？」

「わからないからだ。ここにいる資格が、私にはあるのか。呪のろいを解いて罪を失う資格が、私にはあるのか……」

　そこで春はる亮あきは屋上でのことを、このはに気付かされたことを思い出す。そう、呪いを解くことの是非なんて答えは、この家にいるかどうかとは関係がない──のだ。

　関係があるものは、必要なものは、簡単。それはありきたりでありふれていて、だからこそ、人間でないフィアには気付けないものかもしれなかった。ならば自分が言ってやるしかない。

「あのさぁ……お前はいっつもワガママなわけだが」

「な、なにおう」

　春亮は苦笑しつつ息を吐いた。

「どーしてそこだけワガママじゃねーのかな。俺おれ、資格がいるとか言った覚えはないけど」

「え？」

「資格なんか関係ないって。ここにいたいならここにいればいいんだよ。ここは懺ざん悔げを受け付ける告こつ解かい所じよじゃなくて、なんつーか、清めの滝たき？　みたいなもんだぞ。修行したい修行僧さん達たちはどうぞいらっしゃい、来るものは拒みませんよ、と。だからそのことに関しては『お前がここにいたいかどうか』で全部決めちまって構わないと思うんだがな」

　彼女の意志を、感情を肯定してやる。かつての彼女は道具だった。道具には意志がない。感情がない。道具は必要とされて存在し、つまりは存在することが既すでに自己全すべての肯定だ。ならばそれは今まで動的に肯定されたことがないというのと同じだろう。

　フィアは無言になった。しばらく待っても動きはない。こんなところかな、と春亮が立ち上がりかけたとき──不意に冷えた身体からだに震ふるえが走り、大きなくしゃみが出た。すると、

「……おい。その、本当に……風か邪ぜを引いたのか……？」

「ん、いや、単純にここの寒さに我慢できなかっただけだぞ。やっぱ古い家は隙すき間ま風かぜがなー……別にシャワーを急げとは言わんが、あんまりのんびりせんでちゃきちゃき動いてくれると助かるな。お前のいる温かいそこはパラダイスだ。正直、俺も早く入りたい」

　そこでまた鼻がむずむずし、

「ふ、は、は、はくしょい！　……うー。じゃあそういうことで」

　そう言った瞬間だった。突然、背中にあったガラス戸の感触が消える。

「うわっ!?」「とうりゃっ！」

　ごろんと風呂場に転がり込んでしまうと、なぜか裂れつ帛ぱくの気合と同時に視界が真っ暗になった。濡ぬれタオルで目隠しをされたのだ。

「ひいい、何を!?　俺を誘ゆう拐かいして身みの代しろ金きん要求か、それとも楽しく殿様遊びか!?」

「う、うるさい、大人おとなしくしていろ！」

「大人しくしろったって……うおう！　なぜ服のボタンを外すー!?」

「ふ、ふん。貸し借りは性しように合わん。さっきお前が言った通り、海に飛び込ませた原因は私だ、ああ私だ。何か文句あるか？　仕方ない、いいだろう、迷惑の詫わびに何かしてやろう。寒いのだろ、早くシャワーを浴びたいのだろ、だったら丁ちよう度どいい、私が今から背中を流してやる！　ただの詫びで、き、今日だけの特別だぞ！　勘かん違ちがいするなよ！」

「いやいや！　いいよ!?」

「ええいうるさい、暴れるな！　ふん……まったく……ハレンチ小僧のくせに……！」

　暴れないわけにはいかない。なんていうか、これはマズイ。だが身を捩よじった拍子に上着が脱げて事態は悪化。構わず立ち上がろうとするが、

「大人おとなしくしておれというのに……！　もうよいわ、この際力ずくで！」

　向こうもテンションが上がった様子で、背後からしがみつかれて動きを封じられる。背中にとんでもなく柔らかい何かが触れるが考えてはいけない。ズボンに手がかかる感触があり、

「イヤー！」

　春はる亮あきはさらに暴れる。そして暴れているうちに、むにゅんとした束そく縛ばくから辛かろうじて脱出を果たした。とりあえずどっちが出口なんだと目隠しを剝はぎ取ると視界いっぱいに白い何かが映る。見てはいけないものに一瞬混乱したが慌あわてて身体からだを反転させた。腰を浮かせたところで、

「なにを……しているんですか？」

　脱衣所にこのはが立っていた。

　にっこりと笑っていた。
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　なのに、とても怖かった。

　春はる亮あきは冷静に今の状況を考えてみる。素っ裸のフィアが背後にいる。風呂なので当然だ。そこになぜか自分も入っていて、暴れたせいでハァハァ息が荒くて、きっと顔も赤くなっていて、上半身は裸で、ズボンも半脱ぎ──なんというか、全すべての要素が誤解のためにあるような。

「うむ。何をしているのかと言えばだな」

　すぐ後ろからフィアの声。振り向けないのでテレパシーを送る。説明は頼んだぞ。

「借りを返すため、というか。私にはこの身体からだ以外に使えるものはないし。正直なところ恥ずかしくてたまらないが、負い目があるから仕方ないのだ」

「おいっ!?　なぜそんな誤解を招くような物言いにっ!?」

　かたかたとこのはの身体が震ふるえ始めた。闘気漂ただよう笑顔のまま。

「ん？　何が誤解だ。確かに初めてだから上う手まくできないかもしれないが……その、精一杯私がこの身体で奉仕して、お前を気持ちよくしてやろうというのだぞ。ほ、本当は嫌いやなのだが借りを返すためなので仕方ない──第一、最初はお前が言ったことから始まったのではないか」

「どんどん誤解する単語が増えてるっていうか俺おれが何を言った!?」

「確か、『我慢できない』『お前の』『温かいそこに』『早く入りたい』『ふははは』……全部は思い出せんが、抜ばつ粋すいするとそんな感じの台詞せりふだったように思う。で、そんな言葉があり──お前が大暴れしながらここに入ってきて──今こうなっている、と。異論はなかろう」

「ありまくりだよ！　その抜粋の仕方はおかしい！」

「あ……あ……」

　ぴしり、と音が聞こえるほど突然にこのはの表情が崩れ、

「わあぁぁぁんっ！　ふ、不潔ですぅぅぅっ！」

　両手で顔を覆おおうわかりやすいショックのポーズを見せ、そのままこのはは走り去っていく。

　がっくりと項うな垂だれる春亮の後ろで、フィアが怪け訝げんそうに言った。

「あいつは風呂の意味を知らんのか。どうして風呂に入って不潔になるのだ？」
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　食卓にはカレーの匂においが漂っている。ただしレトルトだ。差し迫った空腹と眠気に、春亮も《自じ炊すいをサボらない》というポリシーを曲げざるを得なかった。サラダで抵抗はしたが。

「なるほど……だいたいわかった。このはくんとフィアくんは、実は人間ではない。呪のろわれて人間の性質を得た道具。先刻の人間はフィアくんを狙ねらう組織の一味、と。それと」

「それと？」

　ぎん、と錐きり霞かの目が細められ、

「夜や知ちが最低最悪の変態だということが」

「そのネタはもういいだろ……!?」

　春はる亮あきはカレー皿に突っ伏しそうになるのを必死で堪こらえた。半泣きのこのはに話を聞いたあと、真顔で携帯を取り出し「もしもし。通報したい男がいるのですが」などとやり始めた彼女だから、おそらくネタではなく本気で腹に据すえかねているのだろうが。自分の意志で風呂に突入したわけじゃない、と説明はしたものの状況が状況、そう簡単に納得はしてくれないらしい。

　無表情にスプーンを動かしているこのはもそれは同じようだった。錐きり霞かと併あわせて説明し、それで一応はサラダ作りを手伝ってくれるほどの信頼回復はできたようだが──それきりずっと無言で、軽く伝えたフィアとの会話内容にも無反応だった。

「その……いんちょーさん、あんま驚おどろかないんだな？　信じてくれないかと思ってた」

「信じざるを得ないだろう。ルービックキューブが妙なことになったのを見たし、さっきはこのはくんが指一本で空き箱を切ってみせた。常識的にありえないことが起こったのは事実だ。つまり私の常識にはない何かが起こっている。超能力だろうが宇宙人の超技術だろうが呪のろいの道具だろうが認めるしかない。お前が今いま更さら噓うそをつくとも思えないしな」

　もぐもぐとカレーを咀そ嚼しやくする錐霞の顔は平静だ。それでもやはり多少の混乱はあるようで、

「第一、我々の常識というものは常に狭きよう量りようだ。常識とは全すべて既き知ちの情報から共有されるものであって、未知のものは全て常識外になる。前々から思っていた。幽ゆう霊れいもＵＦＯも未確認動物ＵＭＡも、あれだけ目撃されているのだから何か理由がある。全てを錯さつ覚かくや思い違いで片付けるのは無理がある。説明できないのは説明するに足る知識を我々が持っていないからと考えるのが自然だろう。それが今たまたま、私に呪いの道具という知識が与えられたというだけだ。たとえばシーラカンスが見つかったというのと同等に驚きはするが、だからと言って信じないのは愚ぐの骨こつ頂ちよう。呪われた道具というのも様々に語られているものだからな、不思議はない。ああ不思議はない。マリー・アントワネットのブルーダイヤであったり、ファラオの仮面であったり。なるほど本当のことだったのか、と納得する以外に私ができることはだな……」

「……キリカ」

　延々と続く彼女の言葉を止めたのは、春亮ではなくフィアだった。俯うつむいたまま皿をスプーンで無意味に搔かき回し、カレーをドライカレーに作り変えようとしている。

「その。さっきお前が言ったこと。街で会ったときのことだが──」

　長い時間をかけて口くち篭ごもり、

「すまな、かった。私は、おかしな私を見せた。恐怖させたことを、謝りたい。ああ、本当に──私こそが私を怖がっている。どうかしていた」

　瞑めい目もくじみた瞬まばたきをした錐霞が、サラダのプチトマトにフォークを刺した。

「それで？」

「それでって……怖くないのか、私が!?　私は、あんな──」

「今の君はその『おかしな君』なのか？　あるいは今すぐ『おかしな君』になるのか？」

　フィアは息を吞のみ、すぐに首を左右に振った。

「ならない。なりたくない。もう二度と。あのときは、いろいろなことがあって──」

「じゃあいいじゃないか。それにあのときは、驚おどろきはしたがそれほど怖くはなかったよ。なんというか……変な奴やつらに絡からまれていた私を助けてくれた、というような感じだったし」

　そこで錐きり霞かは薄く笑った。

「だからまぁ、逆にお礼を言わせてくれ。助けてくれてありがとう」

　一瞬きょとんとしたあと、フィアは照れたように顔を伏せた。カレーを一気に搔かき込み、

「べっ、別に、お礼なんかどうでもいい。春はる亮あき、おかわり！　このかれーというものはなかなか美う味まいぞ！　次はおせんべを載せろ！」

「無茶言うな……でも確かカレーはもう一袋余ってたな。仕方ない、温めるから待ってろ」

　立ち上がりつつ、春亮は錐霞の耳元でそっと囁ささやいた。ありがとう、と。彼女は片目を歪ゆがませることでその返答にする。

　このはは無言でカレーを食べ続けていた。




「もうこんな時間か。事情も聞いたし、そろそろ帰ろうと思うが……最後に一つだけ。フィアくんを狙ねらっている敵がいるのだろう？　これからどうするんだ？」

　その問いに場の空気が微かすかに変わる。春亮が思い出すのは、無論、ミイラ屋マミーメーカーの馬ば鹿かげた提案。

　だがフィアはおかわりのカレーをぱくつきながら軽く答えた。

「んぐ。これからも何も……あの変な女は片腕を失ったのだぞ。とてもまともな戦いができる状態ではあるまい。もう来ないのではないか？　来たとしても次は簡単に追い払えるだろ──ん？　何だ、何か変なことを言ったか？」

「いや、まぁ……そうだな」

　春亮は曖あい昧まいに肯定した。彼女は知らない。ピーヴィーの仲間が接触してきたことも、フィアの破壊を諦あきらめていないことも、それ以外の誰だれかの破壊を考えていることも──

　しかしそれがわかっていても、結論はフィアとほとんど同じになる。だから肯定したのだ。

「なんつっても相手の居場所がわからないしな。こっちからは動きようがない」

「夜や知ち。参考までに聞いておくが、もし居場所がわかったらどうする？」

「それも問題だ。もう来ないよう説得したって聞く相手とは思えないし。すると実力行使ってことになるんだが──」

「……法を大きく逸いつ脱だつするようなことをやるつもりならさすがに止めるぞ」

「当たり前だ。もう来る気がなくなるほど思い切りシバくか、来れないように向こうの装備とかなんとかを壊したり奪ったり……だろ。それ以上はしたくないし、させたくない」

　フィアとこのはをそれぞれちらりと見やり、春亮は続ける。

「つーか、居場所がわからんせいでそんな危険なことはしたくてもできないわけだ。だから、とりあえずは来ないことを期待して、もし来たら今言ったみたいにして追い払う──っていうスタンスだな。もっといい手がないかどうかはこれから考えていかなきゃなんないけど」

「そうか……まぁとにかく、事情を聞いてしまった以上は私も他人のふりはできない。何もなければそれでいいが、何かあったら相談しろよ。その──」

　立ち上がった錐きり霞かは一瞬だけ口くち篭ごもり、

「そう、学級委員長、だからだ。うん。クラスメイトを助ける義務がある」

「……ありがと」

　春はる亮あきは錐霞に笑いかける。面倒事に巻き込む気はなかったが、その気持ちは嬉うれしかった。

「つーかこの時間に女子高生の一人歩きはまずいよな。送ってこうか？」

「いや、大丈夫だ。タクシーを拾う」

「おう、ブルジョワジー……じゃあとりあえず玄関まで送るよ」

　居間を出るときにふと見ると、フィアはカレー皿に顔を埋うずめたままおざなりに頭を振って別れの挨あい拶さつを見せたが、このははぼんやりと湯のみの中を見つめているだけだった。

　玄関でローファーを履はきながら、錐霞がふと声を潜ひそめて言った。

「余計なお世話かもしれないが、さっきの奴やつの『提案』は、本当に？」

「絶対受け入れない」

　錐霞は呆あきれたような、それでこそ春亮だとでも言うような微妙な笑みを浮かべた。

「そう決めてるなら何も言わないが。お前がカードを拾ったので気になっていただけだ」

「何か利用することもあるかなって思っただけだよ」

「それならそれでいい。ああそうだ、それと……」

「……ってあれ？　カードどうしたっけ？」

　ポケットの手て応ごたえにドキリとするが、あれから着替えたのだとすぐ思い出した。

「そっか、洗濯機のズボンの中だ。わり、今やっとかないと忘れて洗濯しそうだ。取ってくるからちょっと待っててくれ。話の続きはその後で」

「ああ、いや、これはたいした話じゃないから別にいいんだが……」

　その声を背後に聞きながら脱衣所に行き、ズボンのポケットをまさぐる。再びドキリ。ない。どう確かめてもない。着替えた自室を探しても見つからない。小走りに玄関に戻った。

「……どうした？」

「やばい、なくした。落としたかも」

「なぜそんな大事なものをなくす!?」

　眉まゆを顰ひそめた錐霞が玄関を探してくれる。当然、そこにも落ちていない。

「部屋で着替えて、脱衣所……しか行ってないよな。じゃあ帰り道か？　最悪だ。どうしよ」

「変なところで間が抜けているな、お前は」

　呆れた吐息。錐霞は電話脇わきのメモ帳に手を伸ばした。置いてあったペンを走らせつつ、

「……多分これだろう。言いながらカードに書いてたからな」

「いんちょーさん、覚えてんの!?」

「大事そうなことはとりあえず覚えておく癖くせでな。歴史年表よりはよほど楽だぞ」

「やべぇ、すげえよあんた……無茶苦茶助かった。救われた。惚ほれた！」

「ば、馬ば鹿かげたことを言うな！　ふん！」

　軽く頰ほおを赤らめつつ、錐きり霞かはメモ用紙を春はる亮あきの手に押し込んだ。

「さんきゅ、今度はなくさないようにする。で、何の話だったっけ？」

「たいした話じゃないと言ったのに──まぁいい。食べてる間中このはくんが変だったな、と言おうとしただけだ」

「ん、ああ……なんでだろな」

　軽く言うと、凄すさまじいジト目が錐霞から返ってきた。

「私が予想するに、きっとお前の変態っぷりがショックだったのだろう」

「うぐ。まだそれを引き摺ずってるのか……？　あとでもう一回言っとこう」

「そうしろ。許してくれるかは知らんが」

　恐る恐る、春亮は錐霞にも聞いてみる。

「……いんちょーさんは？」

　彼女はにこりと笑った。そしてそのまま、首を搔かっ切る仕草。

「『あれを皆に知られたくなければ私の仕事を手伝え』──今後何回この台詞せりふを使うことになるのだろうな？　体育祭も文化祭も楽にやれそうでほっとしている……それでは、おやすみ」




　数分後、同じ玄関。このはがぼんやり靴くつを履はいている。結局、食卓では「…いただきます」「……ごちそうさまでした」「……では、わたしはこれで」の三回しか声を聞かなかった。

「このは。このはってば」

「……あ、すみません。ん、おほん……なんですか？」

「あのさ、まだ怒ってる？　だから、さっきの風呂はフィアに引き摺り込まれて、なりゆきで仕方なくああなってしまっただけで。やましいことなど一つも」

「えっ？　ああ──さっきのことはもう怒ってないですよ？」

　振り返った顔には微笑があった。いつもと違う多少の陰はあるにしろ、風呂で見たような怒気は含まれていない。春亮は人知れず安あん堵どの息を吐く。

「ならいいんだが、少し様子が変だったから。気になることでもあるんなら言ってくれよ」

「いえ。まぁ、気になることがあって、考え事をしていたのは事実なんですが……でも、春亮くんには関係のないことですよ。だから気にしないでください」

「そうか？」

　そうです、とこのはは微笑のまま頷うなずいた。

「変な心配かけちゃってすみません。えと、明日はどうします？」

　春はる亮あきは下げ駄た箱ばこの上にある小さな置き時計を見た。普段遅刻の危険性を教えてくれるその時計は、今も別の意味で明日の遅刻をかなりの確率で予言してくれている。

「絶対無理だ。土曜日だろ？　半日サボリで済むのをラッキーと思って昼まで寝ることにするよ。明あ日す明後日あさつてくらいはいろいろ家で様子を見ときたいし……お前はどうする？」

「わたしも……ズル休み、ですかね」

「そうだよなー。睡眠欲には勝てねっス」

「あ、わたしは別に、我慢しようと思えば我慢できるんですが……その、明日、やりたいことがありまして。だからです」

「やりたいこと？」

「それも、春亮くんには関係のないことですよ」

　柔らかい口調だったが、そこにはどこか追及を躊躇ためらわせる拒絶感のようなものがあった。

「で……これからの方策は、上うえ野のさんに言った通り、相手の出方待ちですか？」

「まぁな。やっぱわかってるのが携帯番号一つじゃどうにもならない。あの変な提案だってただのブラフっていう可能性もある。今いま頃ごろ尻尾しつぽを巻いて逃げる準備をしてるのかもしれないぞ」

「……そうですね。でも可能性はいろいろあります。もう来ない可能性、また来る可能性、何かの策を打ってくる可能性──わたしや春亮くんが狙ねらわれる可能性。ブラフかもしれませんが、可能性が高くなったのは事実です」

　何かを嚙かみ締めるような間を一息入れ、

「しばらくはいろいろ油断しないほうがいいと思います。気をつけてくださいね」

「お──おう」

「でも、春亮くんは普通にやっててください。深く考えずに、重く考えずに、いつも通り暮らしていても大丈夫ですよ」

「どっちだよ」

「どっちもです」

　そう言って、彼女はなぜか申し訳なさそうに微笑した。
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　翌日の昼前。春亮はもはや惰だ性せいとなった動きで朝食兼昼食の準備をしていた。

　考えているのは料理のことではなく、昨夜このはと交わした会話のこと。

　これからどうなるのだろう、という思いは考えたくなくとも頭に浮かんでくる。呪のろわれた道具には慣れているとはいえ、春亮自身は何の力もない一般人だ。人並みには不安も覚える。

　──一日の猶ゆう予よを与える。

　あのミイラ屋マミーメーカーの言葉を信じるなら、今日は何も起こらないかもしれない。では明日は？　明後日あさつては？　わからない──それこそ、自分が襲おそわれるのかもしれない。このはの言った通り、可能性は高くなっているのだろう。そう、あの提案を受け入れ、フィアを奴やつらに差し出したり見殺しにしたりするようなことをしない限り──

　春はる亮あきは舌打ちして頭を振った。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい。寝ね惚ぼけてんな、俺おれ。どうかしてるよ）

　この猶ゆう予よに何かすべきことがあったとしても、それだけは絶対にありえない行動だ。そんなことを考えるよりは、これから味み噌そ汁しるに何を入れるべきか考えるほうが遥はるかに重要。

　そのとき、とてとてと足音が台所に入ってきた。

「春亮」

「あん？　メシはまだだぞ。テレビでも見てろ」

「そのテレビのことだが。下にある黒い機械は何だ？　気になるぞ。教えろ」

「ありゃビデオと言ってだな。テレビの番組を記録しておけるモノだ」

「ナニ。記録したものをさらに記録できるだと……それは過去を永遠に、何度でも見直せるということではないか！」

「大おお袈げ裟さな。ていうかビデオも今は時代遅れなんだけどな」

「なんと。そんな発明がもう時代遅れとは……に、人間め、やりおるな」

　本気で驚きよう嘆たんしている顔に、春亮は苦笑する。気分が僅わずかに晴れるのを感じた。

　胸中に漠ばく然ぜんとした不安はあれど──恐怖はない。なぜだろう、と少しだけ自己分析をして、

（ま、人を見る目はあるつもりだからな）

　信じてる、と言うのはクサすぎるけども、結局はそういうことなのだろうと思う。

　それは、眼鏡めがねっ娘こで家庭的な日本刀を。そして、自らの罪を償つぐなおうと、この世界に慣れようと必死で努力しているこの変な立方体の少女を──

「使い方を教えるのだ！　くそう、それを知っていれば先刻の『ニャーニャーパラダイス地獄』なる番組を永遠に記録しておけたものを……！　可愛かわいいふもふもの奴らの鳴き声が抱だき締めずにはいられない怨えん嗟さを叫ぶ！」

「天国なのか地獄なのかわからん番組だなー」

「ほら教えろ早く教えろ。他ほかにも色々知りたいことはあるのだぞ。正しい洗濯の仕方やらエアコンやら電話の使い方やら、そう、お前の部屋から朝になるとぴぴぴと聞こえる音の謎なぞも解きたいし──」

「わかったわかった。メシ食ったらな」

　結局のところ、『明日からどうなるのかわからないのはちと不安だ。でも来るなら来い』というのが今日の気分なのだった。晴れ晴れしくはないが、陰いん鬱うつでもない。肉体的には暇ひまだが、精神的には暇なばかりでもない。今日という日はそんな矛む盾じゆんした一日になるのだろう。

（なんか微妙にストレスが溜たまる休日になりそうな気がするな……うし、ここは一発新作料理でも作って弾はずみをつけるか。見よう見まねでなんとかなるだろ）

　そんなわけで味み噌そ汁しるの具が決定。

「ところで……知ってるか？　この世には煎せん餅べい汁じるというものがある」

「な、なんだと!?　興味深い……」

「俺おれも作るのは初めてなんだけどな。最近の流は行やりだ」

「ちょっと待て、その言葉は不安だ。貴重なおせんべを無む駄だにされてはたまらん、これは少し監視しておく必要があるな……じー」

「……そんな凝ぎよう視しされてると気が散って余計失敗しそうになる。簡単な手伝いでもするか？」

　言うと、ぱっとフィアの顔が明るくなった。

「よいのか!?　するする、するぞ！　まず何をすればいい？」

「そうだなぁ……じゃあこの鍋なべが吹き零こぼれないように見といてくれ」

「よし、任せろ」

　フィアはコンロの前ににじり寄り、中腰になってその真剣な顔を鍋に近付けた。身を縮めて鍋をガン見みしているフィアの姿は、正直なところかなり微笑ほほえましい。

（ま、やる気があるのはいいことだ）

　そして春はる亮あきが他ほかの作業を進めていると、ふと、

「じー……ところで一つ聞きたいことがあるのだが」

「ん、なんだ」

「『吹き零れる』とはどういう状況のことを指すのだ？」

「なにいっ!?　って、それ！　今まさにお前が見てるそれだっ！」

　慌あわててコンロの火を止める。

「ふむ。こういうしゅわーでどばーな状態のことを言うのだな。学習した」

「……そいつはよかった」

　ふんふん頷うなずいているフィアを見ながら、半眼で春亮は呻うめいた。先刻の考えを脳内で修正する──正確には、やる気しかない、という状況だったな、と。

　焦あせらせることはない。やる気があるだけで今は充分、まずは自信をつけさせることが大事だ……との思いを元に、以降はさらに簡単な雑事をフィアに頼むことにした。皿を持ってこさせたりコンロの摘つまみを捻ひねらせたり。ぶっちゃけ特にやらせる必要のないことを。

　そんなこんなで料理は進み、春亮がキッチン上うえの収納を開けようと手を伸ばしたとき、

「つっ……」

「ど、どうした。あの女にやられた腕か。痛むのか」

「いや、たいしたことはないんだが……やっぱ変な動きするとちょっと痛いときもあるな」

「無理するな。私に任せろ」

　自分より背の低いフィアがどうするのかと思えば、答えが出たのは数秒後。

「おいおい、普通逆だろ!?　女に肩車される男ってなんか斬ざん新しんなかっこ悪さだぞ！」

「文句言うな。早く取れ」

　今いま更さら仕方ないので、手早く目当てのものを取ってフィアの肩から降りる。

「ひょっとして……俺おれが重いって言ったこと気にしてんのか？」

「あ、あほー！　違うぞぜんぜん違うぞ失礼な呪のろうぞ!?　貴様は、アレだ、やっぱり最低なデリカシー無視小僧だな!?」

　図星のようだった。話を逸そらすように、フィアが春はる亮あきの手元を指差す。

「そ、それより、それは何だ！　棍こん棒ぼうか！」

「そんな武器が台所にあってたまるか。鰹かつお節ぶしってんだ。やっぱパックよりこっちのほうが美う味まい。で、これを使って削けずるんだが──これくらいなら大丈夫か。やってみるか？」

　勿もち論ろんだ、とフィアは頷うなずき、どことなく緊張した面持ちでしょりしょりと鰹節を削り器に滑らせ始めた。動きはぎこちないが、それなりに削り節はできているので問題はなさそうだ。

「……面倒だな」

「そういうもんだぞ。料理全般に言えることだけど」

「もっとガッと削れてズガッと量が取れるものを使えばいいのに──と、そうだ」

　何かを思いついたように顔を上げて、

「私のドリルを使えばもっとラクにできるのかもしれない。一考の価値ありだと思う」

「……頼むから止やめてくれ」

「冗談に決まっておる」

　そう言って、くすくすと、本当に楽しそうにフィアは笑った。




　料理が終わる間ま際ぎわになって、暇ひまになったフィアがぶーぶー文句を言い始めた。仕方ないので最後の指令を出すことにする。

「おほん……そこな銀色小娘くん。君にこの作業で一番大事なことを頼もうと思う」

「ほう。それは」

「俺が搔かき混ぜるから、その間、上う手まく味が混ざるように祈ってくれ。本当に大事だぞ。手はこの形！　台詞せりふは『美お味いしくなぁれ』だ！」

「お……美味しくなぁれ！」

　そう、やる気があれば今は充分だ。焦あせっても仕方がない。少しずつでも進んでいけばいい──あまり深刻にならずに、気楽に。それをサポートするのが自分の役目なのだ。

　両手を突き出し、真顔でボウルに向けて変な電波を発しているフィアへの笑いを必死で堪こらえながら、春亮はそんなことを思っていた。
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　騒がしい母おも屋やを、このはは離れにある自室の窓から見下ろしている。家の中全すべてが見えるわけではなかったが、縁側を眺ながめているだけでもその騒がしさは充分伝わってきた。

　どたばたと忙せわしない足音。何かを失敗したのか、春はる亮あきの焦あせりの声。少女が縁側の雑ぞう巾きん掛けを始める。途中で飽あきて眠り込む。春亮がそれを発見し、優しく抱かかえ上げ──ぽいっと中庭に放り投げる。ぎゃあぎゃあ文句を言い始める。しかし春亮が煎せん餅べいの袋をちらつかせると、うっと呻うめいて手を伸ばす。だが届かない。春亮が袋を左右に移動させるのに合わせ、爪つま先さき立ちで両手を伸ばしたフィアの上半身も左に右に傾く。ネコがネコじゃらしを追うような姿だった。

　その微笑ほほえましい光景に、このはが頰ほおを緩ゆるませたのは一瞬。すぐに自らのすべきことに戻る。




　──眼下にいる危険な少女の監視に。




　思い出すのは、屋上の光景。少女のプレッシャー。拷ごう問もん車輪の圧力。そして、それが春亮に向けられていることへの、耐え難い恐怖──

　あんなことは二度とあってはならない。だからあの少女は危険と思わざるを得ない。

　たとえ今は大丈夫なのだとしても。油断はできない。やはり、確かめなければならない……

「嫌いやな役回りでは……あるんですけどね……」

　ぽつりと独り言を呟つぶやく。けれど、止やめる気はなかった。彼の身を守るためならば。

　そう、全てはそのためだ。故ゆえにもう一つ、少女の監視と並行してすべきことがある。

　眼鏡めがねの縁ふちをなぞる。瞳ひとみがぎしぎしと軋きしむ錯さつ覚かくを覚えつつ、周囲に意識の糸を張り巡らせる。猶ゆう予よは本当に猶予なのか、今のところこの家の近辺に怪しい気配は感じない。だがそれでも、敵がいつ来るのかわからない以上、油断はできない──

「……」

　このはは周囲の気配を探りながら、同時に眼下の銀色を眺め続けた。

　自らの為なすべき二つのことを、ただひたすらに続けた。
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「……ミイラ屋マミーメーカ。少しお水をくださらないかしら？」

　ふと喉のどの渇かわきで目覚めて言ったが、返事はなかった。仕方なくベッドから起き上がる。忌いまわしい包帯に包まれた肩が視界に入り、ピーヴィーは目覚めの挨あい拶さつのように舌打ちした。

　たまに引き攣つれるように痛むが、肩の傷はそれほど気にならない。絨じゆう毯たんを踏む足に力も入る。完調時とは比べるべくもないが、この調子なら明日にはそれなりに動けるようになっているだろう。一日程度は完全休養すべき、という少女の言葉を受け入れた甲か斐いがあったと言える。

　明日の行動を、既すでにピーヴィーは決めていた。使命感と復ふく讐しゆう心しんが誇りを説得した結果として。そのためにいずれやらなければならない準備のことを考えながらベッドルームを出る。

　窓から見える空は暗く、そしてやはり部屋にミイラ屋マミーメーカーの姿はない。また偵てい察さつにでも行っているのだろう、とピーヴィーは思う。奴やつらが逃げない、逃がさないという保証があってこそ一日を潰つぶしたのだ。その仕事熱心さは褒ほめてやってもいい──帰ってきたらまた頭を撫なでてやろう。

　水を求めて洗面所に向かっていたとき、ふとピーヴィーはドア近くの床に何かが落ちていることに気付いた。ミイラ屋マミーメーカーが普段捲めくっているカードだ。彼女が出ていく際に落としたのか。

　何の気なしに拾い上げ、ピーヴィーはそこに書かれている文字に目を走らせた。

「これは……」

　驚おどろいたのは一瞬。すぐに彼女は笑い始めた。

　少女のように、くすくすと。

　狂人のように、くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくす──
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　一日が予想通りに何もなく終わった。布ふ団とんに潜もぐり込みながら、春はる亮あきは改めて思う。

　問題は明日だ。猶ゆう予よの一日が過ぎて何が起こるのか。向こうはどう動くのか。

　さらには──明日は日曜日だからいいにしろ──月曜になったら学校に行かねばならない。そのときにフィアをどうすべきか。はたまた、自分が学校に行って何か危険はないか……考えるべきことは多かったが、布団のぬくもりがそれらを次第に吸い取っていく。

（明日のことは、明日……考えるか……）

　そして春亮は眠りに落ちた。

　無意識のうちに──《明日》は翌朝から始まるものだと、思い込んだまま。

　敵にとってはそうではないかもしれないのに。




　ふと物音を聞いた気がして目を覚ますと、部屋の中に影が立っていた。

「……っ!?　だ、誰だれだっ!?」

　部屋の光源は開かれた窓から差し込む月光のみ。侵入者のシルエットだけがぼんやりと薄うす闇やみに浮かんでいる。布をすっぽりと被かぶり、頭と全身を完全に覆おおった姿。

（……ミイラ屋マミーメーカー！）

　ぞっとして跳はね起きる。影は無言で闇やみにしか見えない身体からだを揺らした。マントの隙すき間まから、細く長い何かが垂れるのがわかる。それは不気味にゆらゆらと動いていた。

　春はる亮あきはピーヴィーが包帯に巻き取られた光景を思い出す。戦う力はない、と言っていたとしても、あれくらいの力は持っているのだ。こちらはただの人間、どうする、逃げるか、それとも駄だ目めもとで突っ込むか──

「春亮くんっ！」

　先刻の声を聞きつけたか、入り口の襖ふすまがけたたましく開かれる。パジャマ姿のこのはが、部屋の中の影を見て鋭く瞳ひとみを細めた。影の手から発されていたしゅるしゅるという音──包帯か何かの伸長も同時に止まり、影がフードの頭を動かしてこのはに視線を向ける。

　一瞬の停滞。

　次に動いたのは──フィアだった。入り口にいたこのはの股また下したを潜くぐり抜けて進入し、

「二十番機構・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling！」

　ルービックキューブが変じた長大な鉈なたを影に叩たたきつける。

　手加減なく。躊ちゆう躇ちよなく。迷いなく。

「……！」

　身を捻ひねった影の左手が血ち飛沫しぶきをあげて飛んだ。

「ははっ……寝込みを襲おそうとはいい度胸だ！」

　影は迷わない。千切れ飛んだ手をその呪のろわれた道具で巻き取り、身を翻ひるがえす。フィアとこのはには目もくれず、影はそのまま窓から飛び出していった。思い切りの良い、完全なる撤てつ退たい。

　数秒の静寂を味わい、春亮は肩を落とした。

「やれやれ……なんというか、助かったぞ。日付が変わった直後に来るとは思わんかった」

「すみません。気を張ってはいたんですが、あまり殺気がなかったので気付くのが遅れて」

「俺おれを攫さらって人ひと質じちにでもしようとしたのかな」

「かも、しれません。とりあえず今は他ほかに気配はないですし……これからはもう少しレベルを上げて警戒しておきます」

「そりゃ助かるが……また来るかな？　戦闘力がないとか言ってたあいつがわざわざ来たってことは、もう一人の腕デカ女はやっぱり負傷リタイヤで動けないのかもしれないぞ。で、今のあいつも負傷リタイヤになると……二人組だったらもう諦あきらめるだろ」

「だと、いいですけどね。わかりません。しばらくはまだ油断できません」

　部屋の電気を点つけてみる。そこで初めて気付いたが、このはは春亮を見ていなかった。じっと黙りこくっている、フィアの横顔を見ていた。

「……フィアさん？」

「ん、な、なんだ」

「殺す気でしたか？」

　端的なこのはの問いに、フィアははっと顔を上げた。焦あせったように首を横に振る。

「い、いや、そんなことはない。声が聞こえて、春はる亮あきが襲おそわれている、と気付いて、かーっとなって、それで……それで、なんとか助けなくては、と思って。手加減──そう、手加減は、していた。腕が切れたのはたまたまだ。たまたま……」

「たまたま、ですか。なら、いいですけど」

　フィアは玩具おもちやに戻したルービックキューブを数瞬見つめてから、「──寝る」と踵きびすを返した。

　肩を縮めてとぼとぼと歩くフィアの背中を、しばらくこのはは厳しい目で眺ながめていたが、

「じゃあ、わたしも部屋に戻りますね。次は敷地の中に野の良ら猫ねこが入っても起きるくらいに注意しておくので、安心してください。これからのことは明日話しましょう」

「お……おう」

　一人になってから、なんか妙な雰囲気だったなぁ、と春亮は頭を搔かく。

　そして脈絡なく、部屋が血ち塗まみれでは!?　ということを思い出して周囲を見回し──

「……あれ？」

　飛び散っているはずの血液は一滴も見当たらなかった。乱れた布ふ団とん、侵入者の靴くつのせいか、僅わずかに土が落ちている床──それだけだ。不思議すぎるが、呪のろわれた道具が関かかわっているのなら何が起こってもおかしくない。とりあえず理屈を考えるのは諦あきらめて、

「……ま、掃除の手間が省けてよかったことにするか。夜中に部屋の血を拭ふき取るなんてアブナすぎる絵え面づらだからな」
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　侵入者があってから数時間後。寝付けずに天井を見つめていたフィアは、部屋の障しよう子じがふと揺れたのに気付いた。

「話があります」

　声はそれで途切れる。静かではあるが、有無を言わさぬ口調だった。起き上がったフィアが障子を滑らせると、月光を背にしたこのはが縁側廊下に立っている。その顔は無表情だ。

「なんだ、こんな時間に……明日でよかろう」

「今でないと駄だ目めです。春亮くんを起こしたくないので、散歩がてら話しましょう。外で待っています」

　一方的に言い、彼女は実体のない陽炎かげろうのような足取りで廊下を進んでいった。

「お前と散歩などする趣味はないのだがな……」

　呟つぶやいても、背中は止まらない。フィアは一つ息を吐き、寝巻きを脱いで普段着に着替えた。玄関のサンダルを適当に履はいて門を出ると、このははちらりと彼女を見てから踵を返す。

「どこへ行く？」

「家の裏手に林が。この家に誰だれか来れば気付けるほどの距離です。ついてきてください」

　言葉通り、家を囲む塀へいをぐるりと回り、裏手にあるうら寂しい林へと入っていく。明かりといえば頭上の月げつ明めいだけだが、人間ではないフィア達たちにさしたる苦労はない。

「で、話とは何なのだ。私を散歩で楽しませるために連れ出したのではあるまい」

「──そうですね」

　このはの歩みが止まる。しかし振り向かず、そのまま佇たたずむ。

「知りたいことがあるのです。だから今日はずっとあなたを見ていました。それでもわからなかったので、こうするしかないなと思いました」

「あん？」

　理解不能な発言に対して疑問符を発するが、このはは一方的に静かな言葉を続けた。

「してほしいことがあるんですよ。深く考える必要はありません。よくある簡単なことです」

「わかるように話せ……何が簡単だと？」

「お願いがあるんです。そう、本当に簡単な、一瞬で済むお願いですが──」




「──死んでください」




　彼女の突き出した手刀が、フィアの柔らかな胸を抉えぐった。
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　初めての言葉をまた聞く。

「お帰りなさい。何かあって？」

「……あったような。なかったような。彼らのところに──」

「仕事熱心な後方支援員オーグジラリにはご褒ほう美びをあげなくてはね」

　頭を撫なでられた。報告の口を閉じ、その感触に集中してしまう。

　約束通り、ホテルに帰ってきてから怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージは脱いでいた。素肌にマントを羽織っただけの姿では多少の肌寒さがあったが、頭を撫でられただけで身体からだの内側からぼうっと温かみが生まれてくる。不思議だった。

　しばらく経たって、彼女の手が頭から離れた。正直に言えば名残なごり惜しい。でも無理は言えない。

　ピーヴィーは部屋の隅に置いてあったトランクを開けて、中の荷物を探り始めた。

「……ん。思い出した。さっきの報告を」

「その話もいいですけれどね、わたくしも思い出しました。一つ質問、よろしいかしら？」

「……どうぞ」

「改めて聞きますが、貴女あなたのお名前は何と言うのでしょう？　ミイラ屋マミーメーカーなんて味気ない渾あだ名なではなく、本当のお名前」

　こちらを振り返らず、そんなことを言ってくる。

　正直なところ、ミイラ屋マミーメーカーは自分の名前が嫌いだった。それは大嫌いな両親がつけた名。自分を焼き殺そうとした男と女がつけた名。それはあの炎で焼かれた。病院で、ミマイミラーみたいに包帯に包まれていたときに捨てた。その後に「どうして死んでないの！　保険金が貰もらえないじゃない！」と病院のベッドで母親マミーに首を絞められたときに呪のろった。

　けれど、この人になら呼ばれてもいいかな、と思う。自分に優しく触れてくれるこの人なら。

　さらにしばらく迷ってから、ミイラ屋マミーメーカーは自らの名前を告白した。口にするのが懐なつかしすぎて、不思議なこそばゆさを感じた。

「……アマンダ。アマンダ・カーロット」

「そう、いい名前ね」

　ピーヴィーは笑顔で振り返り、

「じゃ、さよなら」

　アマンダの腹に巨大な斧の刃を振り下ろした。




「……え。あ……？」

　こぽり、と喉のどの奥から炎のような血けつ塊かいが溢あふれる。自分に起こったことが理解できない。おなかが熱いのはなぜだろう？　同時に風が吹き込んでくるように感じるのはなぜだろう？　自分は何を吐いているのだろう？　高そうな絨じゆう毯たんを汚して怒られないだろうか？

「貴女は知っていますかね。先月おっ死ちんだ騎き士しリーエルリンクの《舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ム》です。最初の電話で言ったのはコレのこと。持ち手がいない禍具ワースを遊ばせても無意味と思ったのでしょう、上層部が勝手に荷物に混ぜていたのですわ。まったく、余計なお世話としか言いようがないのですが……これしか手がないとなれば仕方ありません」

　わからない。何を？　どうして？　これは？　さっきの手の温度はどこ？

「おや、どうしてこんなことを？　という目ですわね。当然わかるものと思っていましたが。では理由の一つを教えましょう」

　揺れる視界の中、少女はドレスの女がその指に挟はさんだカードを見る。あれは……あれは？　

　手首から先をひらひら揺らしながら、ピーヴィーは面白そうに言った。

「落とし物ですわ。さて、何が書かれているのかというと……おやおや？　この数字は貴女の電話番号ですわね？　コールガールの真ま似ね事ごとでもするのでしょうか？　というわけで裏を見ると、ああなるほど、ご丁てい寧ねいに『やるべきこと』の覚え書きがありました。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを差し出せば、あの刀と夜や知ちの少年を見逃すと提案する。それと、領から救援を呼ぶことと、負傷者を帰還させること──このメモがなくてちゃんと忘れずにできましたか？　くすくす」

　カードが汚らわしそうに捨てられる。痙けい攣れんする身体からだが床に崩れ落ち、少女はそのカードを平行に眺ながめた。数字の羅ら列れつは確かに自分が書いた筆跡。なぜここにあるのだろう。それに。

（……そんなこと書いたっけ……？）

　舌に鉄の味。炎を思い出した。けど今は炎はない。矛む盾じゆん。矛盾。番号はあの場で初めて書いて彼らに渡した。ここにあるはずがない。裏にも何も書かなかった。それより救援なんて彼女が怒るとわかっていたから少しは考えていたけど結局その考えは破は棄きしてつまりやるべきことではなく書いてないカードは本当に渡したか──渡した──渡した、はず──わからない──

「これは実に裏切りです。わたくしの望みは、わたくしを傷つけた糞臭いビツチな箱と少年と日本刀を等しくこの手でぶっ壊してさしあげること。提案ですって？　救援ですって？　帰還させるですって？　それはなんという邪じや魔まなお節介なのでしょうかね！　隠れてやっているということはそれなりに進んでいるのでしょう、考えを変える気もないのでしょう、ではもはやそんな人間は邪魔以前に目め障ざわりです──というわけでこのお別れになった次第ですわ」

　邪魔。目障り。

　違う。自分は、あなたのために、やったのだ。あなたに死んでほしくなくて、やったのだ。

　声が出ない。自分の手がぴくぴく震ふるえているのが見える。蛙かえるみたいだ。気持ち悪い。嫌われてしまう。困る。

　ピーヴィーは自分の足に立て掛けていた斧おのを再び摑つかみ、一歩を踏み出した。

「二つ目の理由としては……丁ちよう度ど良かったから、というのもありますわ。この気持ち悪い斧の忌き能のうを発揮させるには生いけ贄にえとして血が必要だというのですもの。道みち端ばたで見み繕つくろってもよかったのですが、ついでということでね──ああ、それにしても気持ち悪い。仕方ないとはいえ、禍具ワースに触れているとは。仕事が終わったらこちらの腕もいっそ義手にしてしまおうかしら」

　軽い口調で言いながら、彼女は斧を振りかぶった。

　にこやかな笑顔だった。

「……か。は……」

「ん？　何か言いたいことが？」

　そう、伝えたかった。伝えたいことがあった。

「言いかけていたさっきの話ですか？　聞いてあげますわ。ふふ、噓うそでなければね」

　違う。今いま更さら、そんな報告なんてどうでもいい。あの家で起こったことなんて──

　ただ。この胸にある思いを言葉にしたい。でも声が出ない。生温かいものが喉のどを塞ふさぐ。代わりに表情で伝えようとしても、頰ほおはぴくりとも動かなかった。口元と目元に、液体の感触。

　ああ、言いたいのに、言いたかったのに、言いたかったのに。

　誰だれかに撫なでてほしかった頭を撫でてくれて。

　たとえ偽にせ物ものでも、噓でも、暇ひま潰つぶしでも、自分の錯さつ覚かくでも、優しくしてくれて。

　間違ったものしか知らなかった自分に、初めて、きっとこういうのが正しいのだ、と思えるようなものを与えてくれて。

　そう、だから──

「おや。もう駄だ目めですわね。それではそろそろ」




　お母さんというものを教えてくれてありがとう、と──言いたかったのに。




「おやすみなさい、アマンダ」

　斧おのを振り下ろす狂人が、少女の親よりも誰だれよりも愛情を込めて、優しくその名を囁ささやく。

　少女の人生にその幸せな体験が刻まれることはなかった。
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「いきなり、何を、しおるかっ……!?」

　このはの手を間一髪で摑つかみ、フィアは渾こん身しんの力を込めてそれを押し戻した。肉に数ミリ潜もぐり込んでいた指先が、じりじりと離れていく。

「聞こえませんでしたか？　死んでください、と言いました」

　眼鏡めがねの奥で輝く瞳ひとみは、冷徹。刃は金がねはただ鋭く在ある。

　その左手が動いたのを見やり、フィアはこのはの脇わきに跳とび蹴げりを繰り出した。反動で後方に跳ぶ。手加減なく振り抜かれたこのはの左手が空気を殺す音を発した。洒落しやれや冗談ではない。

「……理由を言え！」

「理由？　理由ねぇ……ふふふ。じゃあ少しだけ気き遣づかいをゼロにして本音を言いますよ」

　ここに至り、初めてこのはが薄い笑いを唇くちびるに乗せる。嘲ちよう笑しようの歪ゆがみ。片手で眼鏡を押さえる。フィアはぞわりと背筋が粟あわ立だつのを感じた。このはの指の間に光る眼鏡。その奥の瞳。それが、ぎちぎちと音を立てるかのように軋きしみ、歪み──いつしか怪しい光を発する猫目のように──

「妾が陳腐なからくり箱を壊すに……気に入らぬ以外の理由が何か必要なのかえ？」

「っ!?　貴様──」

　戦せん慄りつしたフィアが呻うめくと、このはの鬼気はゆるゆると──普通の殺気へと戻っていった。

「ん、と。ふぅ……まぁ、こんなところです」

「猫を被かぶっておったな」

「人聞きが悪いですね。昔の自分というものが消えてなくなったわけではない、というだけのことです。さあ、もうお話はいいでしょう？　どうせあなたは死ぬんですから」

「何やらわからんが……は。結局、お前は私の敵だということか」

「それくらい自分で判断をどうぞ」

「くく、くくく。お前は初めから気に食わんかった。敵か。敵だな？　敵だ」

「……判断しましたか？　では次はどうします？」

　どうするだと？　決まっている。敵は倒さねばならない。ルービックキューブを取り出す。

　解放感だ。頭の奥が吹き飛ぶ解放感がある。『敵』がいて、『身を守るために』戦う必要があって、『思い切り』やらなければならなくて、そうしたらきっと素敵な『悲鳴が』聞こえて、だから『殺す』『殺す』『殺す』『悲鳴』『殺す』『殺す』『悲鳴』『殺す』『悲鳴』『殺す』。

「擬装立方体エミユレーション、展開スタート」

　やらなくてはならない。ならばやろう。間違っていないな？　胸中に小さな楔が刺さったような疼きがあるが、何だっけ？　ああ駄だ目めだ、考えるよりも先に身体からだが動く。

「十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》──禍動curse/calling」

　立方体が変じたドリルを鎖の一振りで手中に収め、腰だめに構えて突進する。顔色を変えたこのはがスカートを翻ひるがえして跳ちよう躍やく。だが、逃がすものか。

「早い……！」

　鉄てつ面めん皮ぴを崩したこのはが眉まゆを顰ひそめて呟つぶやくのが聞こえる。その通り、速い。

　追尾し、ドリルを突き出す。だが最初から戦うつもりがないかのように、このはは再び身を捻ひねって回避。先刻までの攻撃性が噓うそのように、妖よう刀とう村むら正まさは逃げるばかりだ。無様。

　フィアはこのはの動きを先読みし、手中のドリルを投とう擲てきした。眼前に刺さった凶器に敵が動きを止める。その一瞬でさらに踏み込み、同時に立りつ方ぽう鎖さで武器を引き戻した。螺ら旋せんで貫つらぬく──
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「くぅっ！」

「ほう──何やら愉快な体勢ではないか、は、は！」

　螺ら旋せんの先端を、このはは刀の切れ味を持った両手で挟はさみ込むようにして捕らえていた。

「白しら刃は取り、という伝統的な大道芸です……！　ドリル白刃取りは初めてですが、ね！」

「大道芸か。面白い」

「……さて、ここで質問です。あなたは今、何を考えていますか？」

　じりじりとドリルの先端が心臓に近付いていく。それを知らないはずはなかったが、このははフィアの瞳ひとみを真正面から見つめてそう言った。

「何を？　決まっているだろう、お前がどんな声で鳴くか、だ。敵に容よう赦しやはいらん。そのデカイ乳房を抉えぐり取れば、どれほど気が晴れるか。はは、楽しみだ」

「……はぁ。やっぱり、そうですか。わかってはいましたが……ただ殺し、犯し、喰くらう、拷ごう問もん処刑用具。結局、それがあなたなのですね」

　このはは肩を落として嘆たん息そくする。状況がわかっていないのか、馬ば鹿かめ、とさらにフィアが武器を押し込んだ瞬間──このはの殺気が完全に消えた。

　フィアが眉まゆを顰ひそめると同時、このはの視線がふと動く。フィアの背後に。

「あ、春はる亮あきくんだ。愕がく然ぜんとしてますね」

　胸中の楔くさびが、疼うずきが、一瞬にして拡大。

　見られた。見られた？　また？　また！　同じようになった私を！

「ち──違うっ!?」

　と背後を振り向こうとした瞬間、このはの手首が軽く返った。彼女の両手に挟まれていたドリルがベクトルを変えられ、地面に刺さる。いなされた勢いで、フィアはころんと転がった。

　慌あわてて立ち上がるが、このはは自分の掌てのひらにふぅふぅと息を吹きかけているだけだった。

「あー、いったーい。ドリルって凶悪ですね」

「は……春亮は？」

「ああ、あれですか？　噓うそです」

「な──」

「ていうか全部噓です。いくらなんでも気に食わない程度の理由で殺しにかかるはずないじゃないですか。ま、その説得力を持たせるためにちょっと昔の顔も出してみたわけですけど」

　意地悪く、にっこりと笑う。きょとんとしていたフィアだったが、

「この──ウシチチ女！　いったいどういうつもりなのだ！」

「では聞きましょう。あなたはどういうつもりだったのです？」

　このはは笑顔のまま。けれど、言葉には強い力がある。

「わたしが今日、何をしていたか──あなたを見ていたと言いましたね。観察していたんです。本当のあなたがどんな存在なのか。けれど、わかりませんでした。昼間のあなたは、本当に、ただの無む垢くな子供のようで」

「だ、誰だれが子供だ！　呪のろいまくるぞ！」

「最後まで聞いてください。それから、さっきのことがありました。侵入者が来て──あなたは手加減も迷いもなく、本当に全力で相手を攻撃した。あなたは否定しましたが、わたしには……殺すつもりだったとしか思えない」

「そ！　んな、ことは……」

「あなたにそのつもりがなくとも、無意識にそうなってしまったとしたらそれもまた問題です。そしてさらにわからなくなりました。あなたの本質はどちらなのか？　たとえ敵でも、条件反射のように殺意を向けずにはいられないのがあなたなのか？　それとも、昼間のように吞のん気きに笑うのがあなたなのか？　考えてもわからなかったので、もう一度、今度は強引にでもこの目で確かめてみようと思いました。だから、それが今です。それが今あったことです」

「あ──」

　このはが言わんとしていることを悟り、フィアは愕がく然ぜんと顔を俯うつむかせた。

「おんなじでしたよ、この間の屋上と。春はる亮あきくんがわかる程度の理性があったので、まだマシになったんでしょうけど……同じ。悲鳴に、闘いに、力に、過去の自分に──引き摺ずられている。いつ同じことを繰り返すかわかりませんね。いつ、また春亮くんに襲おそい掛かるか」

「あっ……あんなことは！　せん……もう、絶対に……」

「あなたがそう思っているのは認めますよ。事実でしょう。けれど、その決意が守れるかどうか、を確かめたかったのです。決意と現実は等値ではない。お風呂場でどんなことを話したのか、大体は聞きました。あなたがここにいる決意もいい。それは誰にも干渉できない。しかし、それも──決意と現実は等値ではない！」

　強まっていた語調が、一気に収束し、また終息する。

「さっきはああ言いましたが、これからも敵は来るでしょう。今来なくても、いつか来るでしょう。そのとき、あなたはあなたのままで決意を守れるか？　わたしの判断は──」

　地面にへたり込んでいるフィアに向けて囁ささやき、このはは静かに彼女を見限った。

「守れない。あなたは危険すぎる」

「っ……」

「もしこれから敵が来たとしても、あなたは戦わないほうがいい。いえ、とても戦わせられない。あなたは過去のあなたという幻げん想そうに抱ほう擁ようされ、取り返しのつかない呪いを新生させることになるでしょう」

「戦うな……と、言うのか。私に」

　フィアは落ち葉に向けて呟つぶやく。力なく、見捨てられた子供のように。

「戦うことも、逃げることもできない……ならば、私は、どうすればいいのだ？」

「さあ。好きにすればいいですよ。少なくとも春亮くんはわたしが護まもりますから、ご心配なく」

　このはは冷たく言って、打ちひしがれたフィアを置いて歩き出した。

　立方体の少女は顔を上げない。俯うつむいたまま、ずっと──震ふるえていた。




　人ひと気けのない林を進みながら、このはは疲れた表情で月を見上げた。

「ちょっと意地悪すぎでしたかね……あーあ」

　誰だれも見ていないのに、こん、と古ふる臭くさく自分の頭を小突く。

「わかってるんですよ？　結局、春はる亮あきくんはお人よしだから──わたしがあの子を護まもることになるんだろうな、てことは。でも……はっきり言っちゃうわけにもいかないでしょう。ライバルなんですから」

　独りで言い訳を呟つぶやいていたとき、ふと何かの気配を感じて足を止める。緊張を発したのは一瞬。彼女はふうと息を吐いて、その気配に気付かないふりをした。

「……夜よ更ふかしさんですね」
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　音を立てないように、黒い機械を摑つかみ取る。その冷たさに触れた瞬間、不意に怖おそろしさが背筋を伝った。敵が来たときとも、傷つけたくない誰かを傷つけようとしていたと知ったときとも違う、別種の恐怖心。機械をぎゅっと握り、肩を縮めて、耐えた。

　逡しゆん巡じゆんの後、その機械にある数字のボタンを、ゆっくりと押した。

　これでいい。これでいいのだ。そう思いながら。

　11桁けたの数字を押し終え、最後は一番大きな緑色のボタン。震える指で、押した。

「……」

　何も起きなかった。おかしい。やり方はこれで合っているはずだ。昼間にそれとなく教えてもらったのだから。もう一度、もう一度だ。数字は覚えている。もう一度──

「言い忘れてたけどな。電話線ってもんが繫つながってないと、電話はかけらんねーぞ」

「っ……」

　廊下の暗がりから現れた少年が、静かな顔でフィアを見ていた。




「起きて、いたのか」

「あんなことがあってすぐは寝れないだろ。同じ質問返し。あのとき、起きてたのか」

「……ああ。どんな顔をすればいいのか、考えていて」

「だから電話番号も聞いてたわけだな。いんちょーさんも覚えてたし、数日で日本語とかマスターできるお前らには簡単だ」

　フィアは電話の子機を充電器に戻した。俯うつむいたまま、黙る。春はる亮あきは電話をちらりと眺ながめ、

「お前らが出ていくんがわかったんで、こっそり後をつけた。見てたし聞いてたよ。このはは気付いてたかもしれないけどな。で、嫌いやな予感がしたんで、お前ががっくりしてる間に帰って電話線を抜いたわけだ」

「……そうか」

「あいつらのところに行くつもりだったのか？」

　静から動へ。沈黙から言葉へ。全すべては弾はじけるように移行した。

「そうだ！　私は、私はっ……危険すぎる。奴やつに言われた、私だってわかっているさ──私は所しよ詮せん、ひとごろしのための道具なのだ！　奴が戦うなと言うのも当然だ。いつ屋上のときのように狂ってお前を襲おそうかわからんからな！　でも、そうしたら、私は完全に、ただ庇ひ護ごされるだけの存在で……いや、違う。それ以下だ。私はただ、お前を危険に巻き込むだけの存在になってしまう！　それならば、いっそのこと──!?」

「ふざけんな……！　それが嫌とか困るとか、俺おれが言ったか!?　お前、ここにいたいんじゃなかったかよ!?」

「いたいに決まっているだろう！　でも、駄だ目めなのだ！　私はお前を傷つける！　狂って傷つける、狂わなくても傷つける！　当然だ、誰だれかを傷つけるための道具なのだ、私は！」

「駄目だなんて決め付けんな……」

「寄るな！」

　フィアはポケットからルービックキューブを摑つかみ取り、一瞬でそれを自分の似姿へと変形させた。侵入者を撃退した、長大な鉈なた。

「っ──バカ、それでどうしようってんだよ」

　春亮の言葉に、フィアは虚うつろな目でその刃を見下ろした。

「ああ……そうだな。これを思い切り、自分の首目掛けて振るのもいいのかもしれない。あるいは鋼鉄の処女の中に自分が入るのも。奴の提案にはそういうことも含まれていたはずだ」

「止やめろ……ちょっとおかしいぞ、お前！」

　足を踏み出した春亮に、フィアがはっと怯おびえたように武器を突きつける。

「おかしいのは、お前だ。どう考えても私を捨てるのが正しい。私のことなど放っておくのが正しい。なぜだ。こんな、いつ狂うかわからない私が……怖くはないのかっ……？」

「──おう。怖かったらこんなことできねーだろ」

「!?」

　何の気負いもなく近付いた春亮は、フィアの鉈を握っていた。勿もち論ろん、素手で。

《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》は人間を切り刻むための形態。耳を鼻を乳房を切り取り、人間を緩かん慢まんに解体し、その苦痛と絶叫を楽しみながら殺していくための処刑鉈──だからその刃は、存在理由レーゾンデートル通り、今も彼の指をあっさりと肉片に変えることができる。フィアが腕を僅わずかに上下させるだけで。

「ば、バカ、何をしている……！」

「ほれみろ、別に怖くはないな」

「手を離せアホ！」

「手を離してほしくばアホなことは止やめると約束しろアホ！」

　よくわからない脅きよう迫はくを受けた。意味不明な迫力に、うっ、とフィアは気け圧おされる。

　その隙すきを狙ねらったか、春はる亮あきがそこで初めて頰ほおを緩ゆるめた。

「風呂でも言ったろ。お前がここにいたいならいていい。他ほかには何も気にする必要はない。そんだけだぞ。俺おれはお前なんか怖くないし、こっちの迷惑なんか考えるな」

「し、しかし……」

「俺が危険って、実際さっきはあっさり撃退できたじゃねーか。多分お前がやんなくてもこのはがやってたよ……そうだ、言い忘れたがあいつは怒らせるなよ。さっき遠目で見てたけど、あのモードになるとマジでやばい」

　陰口を叩たたいているかのように、こそこそと周囲に視線を走らせながら言う。まったくだ、と納得しそうになり──そこで肩の力が抜けてしまった。

「私は、足手まとい……だ」

「俺のほうが足手まといだぞ」

「何もできない」

「いろいろできるようになるために来てるんだろうが。掃除洗濯料理に一般常識、まだまだ教えることはあるんだぞ。中途半はん端ぱは俺がムズムズする。足手まといが嫌いやならもっと勉強しろ」

　完全に納得したわけではなかったが、何をしても逃げ出そうという気はもう失うせていた。

　原因は春亮の馬ば鹿かさだ。逃げ出すのに必要な駄だ賃ちんがその指とは、高すぎる。とても払えない。

「わかった……わかった。逃げるのは、止める。だから手を退どけろ」

「本当だな？」

「本当だ」

　手が退けられ、フィアは小さな安あん堵どの息を吐きながら武器を玩具おもちやに戻した。が、そこで春亮がさりげなく手を腰の後ろに隠したのを見てしまう。

「出せ！」

　腕を強引に引き摺ずり出す。彼の指先からは僅わずかに血が流れていた。

「おおう、たいしたことはないぞ。お前のせいじゃないまったくない。俺の不注意だ。痛くないし見るまで気付かなかった、いや気付かなかったなーぜんぜん」

　下へ手たな噓うそだった。鉈なたを握ったときに、何かの拍子で傷ついたのだろう。フィアがぴくりとも動かなかったのだとしても、彼が腕を数ミリ揺らせばこの程度の傷はつく。

（あほーだ、こいつ……）

　特に一番アホだと思うのは、傷を負ったことではなく、それを隠していたことだ。僅わずかに表情も変えず、僅かに呻うめき声も出さず、ただ笑って隠していた。なぜか？

（私のため、か……傷を負わせたのを、気に病やませないように。悲鳴をあげて、私を狂わせてしまわないように）

　この程度の傷から出た悲鳴では、正気を失う危険性は低かった。それでも。それでも、彼は隠していたのだ。フィアは胸中に温かな疼うずきが生まれたのに気付く。だから、

「これは俺おれのドジだから気にするな……っておい!?」

　指を咥くわえ、傷口を舐なめてみた。意味なく、そうしたくなったのだ。血が欲しいなんて狂った理由ではない。ただ、彼の傷を、慈いつくしみたかった。

　柔らかい舌と唇くちびるで、彼の肉を包み。唾だ液えきの擦こすれる音を聞きながら、ただ舐める。彼の肉が、口の中でぴくりと動いたのがわかった。落ち着かせるように、さらに、舌。

「ん……これで……どうだ……？」

「う、あ、ああ。ありがと──あとは絆ばん創そう膏こうでも巻いとけば大丈夫そうだ。えーと」

「わかっている。電話もしない、どこにも行かない」

「そ、そうか。それならいい。じゃあ寝ろよ」

　なぜか焦あせったように、顔を赤らめた春はる亮あきは居間へ入った。救急箱の入った棚たなをがたごと揺らしている。フィアはそれからもしばらく、指に絆創膏を巻く彼の姿を眺ながめていた。

　舌の上で、背徳的な彼の味と──その指のぬくもりを思い出しながら。




　そして。




　今日だけ。今日だけだ。

　まだ、いろいろ不安がある。ここにいていいのか。自分は何をすべきなのか。

　完全に納得できる答えはなく、深く考えると押し潰つぶされてしまいそうになる。

　正直に言えば、怖い。だから、今日だけ。

　何かに縋すがって眠りたい。

　あの、舌の上に残ったぬくもりを、全身で感じて──

「むぅん……はへ？」

「ちっ。起きたか」

「……。……！　フィア！　お前、なに人の布ふ団とんに潜もぐり込んでっ──むが」

　騒ぎ出そうとしたので手で口を塞ふさぐ。

「うるさい黙れ呪のろうぞあほ！　いいか、これは……これは、そう、お前を護まもるためだ。勘かん違ちがいするなよ、今日だけの非常の策だぞ。今日はもう来ないだろう、というこっちの考えの裏をついてまた来たときの用心だ」

「い、意味がわからんが？」

「だから、あれだ、もし敵が来たときに……布ふ団とんの中に私が入っていたら驚おどろくだろうが！」

「そりゃ驚く、ていうか俺おれが驚くわ！」

「う、うるさい！　私だって嫌いやなのだ、あの腐くされウシチチだけには任せておけんから、仕方なくこうするだけだぞ──というわけだから早く寝れ！　ふん！」

　以後の会話を一切拒否し、春はる亮あきに背中を向けて丸まった。ふぅー、と自分の銀髪に呆あきれの息が吹きかけられ、背中に軽く触れた彼の胸が上下する。

「仕方ねぇな……今日だけだぞ」

　ごそごそと彼が寝返りを打ち、背中合わせの姿勢になるのがわかった。

　鼓こ動どうが控えめに伝わってくる。どく。どく。

　自分の鼓動も同じように伝わっているのかと思うと、なぜか、安心した。




　ふと寝苦しさに目を開くと、どういうわけかフィアががっしりと胸に抱だきついて眠っていた。

（うっ、事態が悪化しとる）

　外そうとしてもなかなか外せない。四苦八苦していると、

「むぅ……むにゅー」

　変な寝言。視線を下ろす。

　そこにあったのは、眦まなじりに涙の跡を残す顔。迷まい子ごの子供が、ようやく見つけた母親に必死に縋すがり付いているような、しかし再びはぐれてしまうことを心から怖おそれているような──そんな、希望と不安がない交ぜになった表情。

（やれやれ……）

　春亮は指先でつつくようにしてその銀髪を撫なでた。柔らかい手触り。

　んぅ、とまたフィアが喉のどを鳴らした。そして腕の力が僅わずかに強まる。

　春亮は音もなく苦笑して──そのロックを外すことを、諦あきらめた。

　本当に無力な、何もできない、ただの人間と。

　抱き枕まくらの代わりくらいにはなれる、ただの人間。

　どちらがマシかは、わかりきっていた。







　第五章 「たとえ呪のろわれても」/ "Here"
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　銀髪をぼさぼさにした少女がむっくりと身を起こす。半開きの目で、ぼーっと動かない。まだ夢の世界に片足を突っ込んでいた。

　ふと、その目が謎なぞなものを捉とらえる。ゆっくり一度瞬まばたきをして、首をかくりと傾けた。数秒使って、次はその逆方向にまた、かくり。見たままを、ぼんやりと呟つぶやく。

「……てんと？」

　理解不能、理解不能。

　寝ね惚ぼけ眼まなこのフィアは女の子座りのまま、上半身をふらふら揺らしてそれに顔を近付ける。

　そして。

　つんつん。

「むぁ……？」

　近くにあった寝息が怪け訝げんな呻うめきに変わった。

　つんつん。

　夢うつつでフィアは呟く。

「……かたい」

　つんつん。

　がばり。

「つつくなーっ！」

　とりあえず、その日の目覚めだけはいつも通りに吞のん気きだった。




「なあ、さっきのは一体どういう現象──」

「聞くな！」

　などというやりとりもありつつ、日曜なので時間に追われることなく朝食を終える。

　その後、食後のまったりした時間を過ごしていると来客があった。

「で、このは。話って？」

「昨日言った通り、作戦会議ですよ。これからどうするか。本当ならもっと早くにやっておくべきでしたけど──いろいろありましたし」

　茶を啜すする彼女がちらと見たのは、体育座りでテレビを眺ながめているフィアだ。彼女はこのはの存在を無視しているように、まったくそこから視線を動かさない。

「あいつらはもう来ないって可能性もあるぞ。二度も失敗して、両方怪け我がしたんだ」

「来ないとしておくよりは来るとしておくべきでしょう。楽観論で命は賭かけられません」

「そりゃそうだ。しかし、それでどうするって言われてもなぁ……」

　このはの向かいに座り、春はる亮あきも茶を啜すする。

「結局、一番の解決策は『来させないようにする』ってことなんだが。あいつらのバック、蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りよう？　とかいう奴やつらと話をつけるなんてのは──」

「難しいでしょうね。あのドレスの女性を見る限りでは話が通じる相手とも思えません。そもそも、その組織についての情報が何もない。どうコンタクトを取ればいいのかも。知っている可能性がありそうなのは崩ほ夏なつさんですが」

「親父おやじねぇ。ちょくちょく電話してるけど相変わらず繫つながらん」

「大丈夫なんですか？」

「殺しても死なないってアレは。とにかく親父が駄だ目めで、バックの組織と交渉するのも駄目、と。後は……こないだ言ってたように、こっちから攻めるって手か。奴らのアジトを落とせれば向こうの組織の情報とかもわかるかもしれんけど、相変わらずその場所がわからん」

「……ですね。居場所を探すことから始めないと駄目ですが、それも問題だらけです。虱しらみ潰つぶしに探すのも無む謀ぼうですし、隠おん密みつ行動しなくてはいけませんから動くのはわたし一人になるでしょう。そのとき、この家は無防備になる。春亮くんとこの子を残していくのは危険です」

　ぴく、とフィアの肩が動く。この子、という単語に反応したのではないだろうと、春亮は思った。このははおそらく、その『危険』という言葉に二つの意味を込めて言っている。

「居場所がわかったところで、そもそもどう落とすんだよって話もあるな。それも危険だし、結局このはに頼らなきゃならん気がするし、あんまり気乗りしない手だ……とすると結局、今まで通りの待ちの一手、てことになっちまいそうだぞ」

「ふぅ……結局はその結論になりますか……まぁ、それは八割方わかってたんですが。問題は明日からの学校ですよ。どうします？」

「実は俺おれもそれに困ってた。こいつ一人残しては行けないし、もう連れてくわけにもいかんし。もうしばらくなら休んでも大丈夫だと思うけどさ」

「一週間続くか一ヵ月続くかわからないんですよ。ずっと休むわけにもいかないでしょう。結局、また同じことに悩む羽目になりますよ」

「そうだよなぁ……」

　春亮はふと庭を見やる。離れに住んでいるもう一人の下宿人のことを思い出した。

「黒くろ絵えが帰ってくりゃまた違うんだがな。あいつに協力させるのは？」

「あ、昨日お店に電話してみたんですけど、出ませんでした。またふらふらどこか出歩いてるんじゃないですかね」

「親父に似て、あいつも放ほう浪ろう癖へきがあるからなぁ……まったく、肝かん心じんなときに役に立たん」

　そのとき、今まで黙っていたフィアが「……今日のテレビはつまらんな」と言いつつ立ち上がり、自分の部屋に帰ろうとする。が、

「──待ちなさい」

　ひどく低い声で、このははフィアの歩みを停止させた。

「何をするのかわからないのはいいでしょう。けれど、わからないままでいるのは全くの無意味です。せめてあなたも頭を働かせて、考えなさい」

「……考えておる」

「噓うそです。あなたは思考停止して逃げている。ただ、どうしようどうしようと怯おびえているだけでいる。考えることしかできないのに、考えることすらしようとしないのは──それこそ、子供の証あかしです。救いようがありません」

「えーと、このはさん？　よくわからんけど、もーちょっと落ち着いて、だな」

「春はる亮あきくんは黙っていてください」

　身の安全のために黙っていようと思った。

　棘とげが生えたような無言の中、フィアが何かを言うために息を吸い込み──

「……」

　しかし何も言わない。空気を嚥えん下かし、自分の部屋へ逃げ込もうと足を踏み出す。その瞬間。

　このはが目を大きく見開き、眼前に置かれていたテーブルをがっしと摑つかむ。

　そして──座ったまま、彼女はそれを上半身の力だけでフィアに向けて放り投げた。

「うわぁ!?」

　丁ちよう度ど置こうとしていた湯のみを、春亮は慌あわてて持ち直す。このはがキレた。間違いなくキレた。大乱闘だ。怪け我がはしたくないが、身を挺ていしてでも止めなくては──！

　テーブルは縁側にいたフィアの身体からだを掠かすめて飛んでいき、遥はるか後方の庭で土つち埃ぼこりを上げた。

「な、何をする！　貴様、また私とやる気──」

　フィアの怒号を聞くこともなく、このはは素早く立ち上がって移動した。春亮の眼前へ。

　数回の空虚な音。それと同数の、硬質な音。

　前に立つこのはの足の間から、春亮は畳たたみに落ちた物体を見る。

　潰れた弾丸だった。

「やはり鉛なまり弾だまなどでは無理ですわね……こんな玩具おもちやで決着がついても興きよう醒ざめですが」

　声が発されたのは、庭で裏返しになったテーブルの上。

　奇術師のような優雅さでその脚の一本に立つ、瀟しよう洒しやな黒ドレスを纏まとった女が──

「お久しぶり、糞ビツチども。糞くそらしい液体を思うまま撒まき散らす準備はいかが？」

　大おお仰ぎように一礼し、春亮達たちの作戦会議を全すべて無意味にした。
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「来やがった……白昼堂々と！」

「ええい、それならそうと早く言え！　また喧けん嘩かを売っとるのかと思うたわ！」

「あなたに当たってもそれはそれで別にいいかなーとは思ってたんですけど」

「なにおう！」

「お前ら、そんな場合じゃ……うぉっ！」

　また数発、弾丸がこのはの身体からだで受け止められる。

「大丈夫です。人間も気を張って力を入れたら筋肉が硬くなるでしょう？　わたし達たちの場合はそれが本体の強度近くにまで到達する、という感じです」

　このははゆっくりと縁側を降りた。春はる亮あきとフィアは縁側で庭を凝ぎよう視しする。

「ふむ。一応持ってきてはみましたが、効かないとなればただの錘おもりですわね……」

　咥くわえ煙草たばこのピーヴィーはそう呟つぶやき、持っていた拳けん銃じゆうをぽいと捨てる。さらに、着ている真新しいドレスの、大きく開いた胸元──乳房の間に手を突っ込み、別の銃を取り出して足あし下もとに落とした。その手にあの巨大な手しゆ甲こうはない。傷だらけの肌が剝むき出しにされているだけだ。背には奇妙な布包みも背負われており、屋上のときとは様子が違う。

　変化は外見だけではない。むしろその雰囲気こそが最大の相違だった。

　普通に静かすぎる。

　最初に相対したときのような、ひたすらに侮ぶ蔑べつの笑しよう声せいだけがある躁そう状態でもない。腕を切断されて見せたような、無感情な幽ゆう鬼きの如ごとき鬱うつ状態でもない。今の彼女は、幽鬼のように身体をゆらゆらと揺らしながら、けれど貴族的な口調と侮蔑の冷笑を保っている──

　なぜそうなっているのかわからない。だからこそ不気味だ。

（こいつ、なんで、こんなに落ち着いてる……!?）

　本能的な、漠ばく然ぜんとした恐怖感が春亮の背筋を這はっていた。

　人は理解できないものに恐怖を抱いだく。そう、理解できない。ここにあるのは純粋な不理解だ。大笑しながら破壊を喚わめく貴婦人は怖おそろしい。無表情に揺れる幽鬼も怖ろしい。だが、ここにいるそのどちらでもない中間存在は、それ以上に圧倒的に唯一無二に怖ろしい──そして、なぜ怖ろしいのかすらも理解できない──それが再び怖ろしい──不理解と恐怖の無限循環ループ。

　春亮が不定形の怪物を見るような視線を向けるその先で、

「不思議な感じです……わたくし、感情が昂たかぶると身体が揺れたり上う手まく喋しやべれなくなってしまうのですよ。だから手甲と合わせて《ゆらゆら人形バランシングトーイ》と呼ばれるわけで。今もその糞くそ箱ばこを見た瞬間にそうなってしまったのですが──なぜか頭の中はすっきりしたままですわ。こんなのは初めて。やっと待ち侘わびた時間が来た、という嬉うれしさがあるせいですかね」

　やはりその声にも張りはない。ぼそぼそとした、不気味に静的な言葉だ。

　彼女は微かすかに頰ほおを緩ゆるめ、縁側で立ち尽くすフィアに目を向けた。

「さて……『まさか神を信じてはいらっしゃらないでしょうね』と引用いたしましょう。諦あきらめるとでも思いましたか。残念ながら、糞くそ箱ばこ解体日に延期はあっても中止はございません」

「な、なにおう……お前など、もう片方の腕もすぐに──」

　言いかけたフィアの言葉がふと止まった。顔を顰しかめ、俯うつむく。このはが鋭すぎる視線で彼女を睨にらんでいたことに、春はる亮あきは気付いた。

「おや、何か遠慮でもあるのですかね。しかし今いま更さら無抵抗主義だの何だの振りかざしても滑こつ稽けいの極致……『やっちゃいなさい、要するに、やっちゃえばいいのよ』と侯こう爵しやく様も書いておられる通り、わたくしはただやっちゃうだけです」

　依い然ぜん、春亮の背筋には本能的な不気味さと恐怖がある。だが口を開かないわけにはいかない。

「……できると思うのか？　あんたは片腕だし、あの変なヨロイもない。諦めて帰ったほうが身のためだと思うぞ」

「そう考えるのも仕方ありませんがね。あれを着けていないのは──着けていてはこれが持てないからですわ。どうも、直接触れていないと効果が出ないようでしてね」

　言いながら、ピーヴィーは背中の布包みを解ほどいた。

　そこから出てきたのは両刃の斧おのだ。禍まが々まがしく反り返った肉厚の斧刃、鋭く尖とがった先端の刺先スパイク。握る場所の近くには、リモコンに似た形状の直方体の装置がくっついていた。どういう意味を持つものかは春亮にはわからない。とりあえず、その斧が手しゆ甲こうに負けず劣らずドレス姿とは不ふ釣つり合いな武器だということだけがわかった。

「今度の武器はその斧か」

「そうですわ。《舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ム》とわたくし達たちが呼んでいるものです。最初は使うつもりはなかったのですけれどね。ふふ、腕がなくなってしまっては仕方ないとおえぇッ……」

「!?」

　薄い笑みを浮かべて喋しやべっていたピーヴィーが、脈絡なく顔を横に向けて嘔おう吐とした。

　彼女が何度か餌え付づいている間、春亮達はひたすら困惑しているしかない。

「かふッ……あー、お見苦しいところを。覚悟していたとはいえ、そう簡単になくなるものではありませんわね。禍具ワースに対する嫌けん悪おというものは」

「呪のろわれた道具だと！　なんで──」

「騎き士し領りようの騎士も使う人は使っているのですわ。最低ビツチな道具を破壊するために、本当にやむなく、呪いがきついものは免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクなどの助けも借りてのことですがね」

「免罪符インダルジエンス……？」

「……これは口が滑りました。ともあれ、わたくしも信念を曲げてでも使わざるを得なくなった、というわけです。これでしかその糞な箱を破壊できないとなれば」

「吐くほど嫌いやなら使わなきゃいいのによ……！」

　春はる亮あきが呻うめくと、ピーヴィーは平然と肩を竦すくめた。

「この状況でなければ正論ですわ。本当に、こんなものを持っているなんて吐き気がいたします。触れたのは十数年ぶり……ふふふ、あのとき父が古物商から手に入れた鞭むち以来」

「呪のろわれた、鞭か」

　その呟つぶやきに頷うなずき、

「こんな状況なのでヒントだけを。農場経営者の父。打ち据えた相手を陵辱せずにはいられず、いずれ殺してしまうという呪いを持った鞭。厳しい父にいつも折檻を受けていた母とわたくし……この状況下で何が起こったのかを考えていただければ、わたくしが禍具ワースを憎む理由もおわかりいただけると思います。わたくしの性せい癖へきが生まれた原因でもありますがね」

「……」

「まあ、お喋しやべりはこんなところで。ニコチンも補給できましたし、そろそろ始めましょう」

　短くなった煙草たばこを吐き捨てながら、ピーヴィーが一歩を踏み出した。

「このは。悪いけど」

「ふぅ。やっぱり、見捨てられないんですね」

「当たり前だろ、黙って見過ごせるか。でも、俺おれは何の力もない一般人だ。貸し借りとか言う資格もないほど、身勝手なお願いをするしかない。だから頼むよ。本当に悪いと思ってる──頭が割れるほど土下座したい気分だ」

「いいですよ。春亮くんがそういうひとだっていうのは、わかってましたから」

　諦てい念ねんと疲労感の伝わる口調で言いながら、このはが春亮の傍そばに寄ってきた。

「フィア。お前は──」

「あなたは後ろにいなさい。何もしてはいけません。わかってますね？」

　このはが鋭く言った。フィアは反射的に反はん駁ばくの様子を見せるが、結局はその場で俯うつむく。

「わかって……おるわい。あほ……」

　泣き出す一瞬前の子供のような、か細い声。それが耳に届いたときにはもう、このはの服が下着が舞い落ち、そして春亮の手に日本刀が握られていた。

「まずはそちらですか。いいですわ。決闘を開始しましょう」

「……決闘はいいけどな。もう一人が邪じや魔まをしてこないことを祈ってる」

　正直に答えてくれるとは思わなかったが、おや、とピーヴィーは軽く首を傾かしげた。

「ミイラ屋マミーメーカー……？　そう言えば貴方あなた達たちとも会っているのでしたか。心配はご無用、あの子が邪魔をすることはありえません」

「それを信じられたら嬉うれしい」

「だって死にましたもの。裏切りの誅ちゆう殺さつと──あとはこの斧おのの餌えさとして！」

　唐とう突とつな踏み込みが戦闘の開始を告げた。片手で操っているとは思えない速度と力で、重い斧の刃が叩たたきつけられる。それをこのはが必死に受け止めた。

「餌えさって──お前が殺したのか!?」

「ええ。邪じや魔までしたし。それにこの斧おの、呪のろわれて得た忌き能のうを発揮するにはまず誰だれかをこれで殺して血を与えなくてはならない、という仕組みで。タイミングがよかったのです」

「仲間だったんだろ！」

「その通り。しかしわたくしの使命は禍具ワースを破壊することで、あの子の使命はわたくしを助けること。そこには何の矛む盾じゆんもありません」

　春はる亮あきの背筋が粟あわ立だつ。駄だ目めだ。目を見ればわかる。こいつは、本当に、そこに矛盾などないと信じている。

「さあ動きなさい、舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ム……貴方あなたの名前の始まりです。活力は与えました、おワ血イ々ンは与えました。わたくしを踊り狂わせなさい、断末魔おひらきの鐘かねが鳴るそのときまで！」

　戦せん斧ぷが地球よ割れよとばかりに垂直落下。それを受け流すことで敵に生まれた隙すきを見逃さず、

「届……く？　っ!?」

　黒き鞘さや刃ばがピーヴィーを捉とらえたと思った一瞬、このはは慌あわてて攻撃を中断した。刃やいばを引き戻し、春亮の身体からだを狙ねらって横よこ薙なぎに繰り出されていた斧をぎりぎりで防ぐ。

「正気ですか!?　相打ちでも構わないというわけではないでしょう！」

「そちらこそ正気ですか。構うわけがないでしょう。だからこそ、この禍具ワースです──この斧の攻撃は決して止まりません。わたくしが傷を負おうがどうなろうが、この刃は敵を倒すために踊り続けます。そう、たとえ死んでも。敵を倒すまで」

「……!?　ふざけていますっ……狂気の沙さ汰たです！」

　全く同じ感想を思い浮かべる春亮に、呪われた斧がひたすら叩きつけられる。縦に斬ざん潰かいの一撃。横に薙てい飛ひの一撃。斜はすに抉けつ断だんの一撃。前に刺し貫かんの一撃！

「はぁ、はぁっ……」

「春亮くん、大丈夫ですか!?」

　このはが操る身体の敏びん捷しよう性せい自体は問題ないにしても、それは元々の肉体が知らない動きなのだ。自然と筋肉に負荷がかかり、疲労が溜たまっていく。しかし弱よわ音ねは吐けない。

「ああ、俺おれはまだ大丈夫。このは、提案してもいいか。《交こう叉さ法ほう》を……死んでも止まらないってんならあの斧自体を壊すしかない」

「……わかりました。動きが読みにくいので少し時間がかかります。それに防御に回す意識が少し下がりますから、なんとか、気をつけて！」

「オッケイ。俺の反射神経を信じろ」

　刀が僅わずかに重くなった。戦斧の軌道に向けて動きはするが、それはただ動くだけという感じだ。微調整は自分がやらなくてはならない。受け止め、そして受け流すための力も不足している。意識的に筋肉を張り、春亮は奥歯を嚙かんで戦斧の重みに耐える。大丈夫だ。が──

（つっ……堪こらえてくれ！）

　腕の一部分、学校でつけられた傷が軋きしみ始める気配。それだけが不安要因だった。

　冷徹な瞳ひとみで狂気の攻撃を繰り出しながら、囁ささやくようにピーヴィーが言う。

「なかなか粘りますわね。どうしてここまでするのです。あれを護まもることにどんな理由が？」

「理由なんか──あるかよっ！」

　話しかけたことが策の始まりだったのか。来ると思っていた切っ先が止まる。その戦せん斧ぷが自動的に攻撃のみ続けると言っても、攻撃の範はん疇ちゆうには当然ながらフェイントも含まれるのだ。今までは戦い慣れしているこのはが鋭えい敏びんに見切っていたが──

（まずっ……）

　剣術素人しろうとの春はる亮あきでは対処しきれない。方向を変えて迫る切っ先に、背筋が凍った瞬間──

　春亮は混乱と恐怖で自分が刀を取り落としたのだと思った。だが違う。その重みが消えたのは、信じられないほどの速度で刀が鞘さや走ばしったからだ。

「──剣けん殺さつ交こう叉さ！」
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　そのころ──日曜日の太平な街並みを、一人の少女が目的地に向かって歩いていた。

　特に理由はなかった。だが理由がないのもまずいな、と思って理由を考える。

「うむ。奴やつは昨日学校をサボった。風か邪ぜという連絡は遅れてあったが間違いなくサボリだ。これはけしからん。委員長として注意する必要がある……それと。あんなことがあって初めての休みだ。事情を知る者としては、様子を見に行って当然──というところか」

　独りで呟つぶやきつつ、上うえ野の錐きり霞かはうむうむと頷うなずく。

　ふと、横のショーウィンドウに映った自分の姿に足を止めた。自分でも私服のスカート姿を見るのは珍しいと思う。体育の時間ですらジャージ以外を着たことはないのだ。足を見せるのは恥ずかしいし、多少危険ではあったが──

「日曜だし。それに初めて、休みの日に会うのだし。たまにはこういうのもいいかと思っただけ……それ以外の理由？　馬ば鹿かげている、ああ馬鹿げている……」

　ちょいちょいと髪型を直し。スカートの皺しわを伸ばし。襟えりの角度を神経質に調節し。

　誰だれかが見れば間違いなく「この子はこれからデートなのだろうな」と微笑ほほえましい目を向けるであろうそわそわした態度で、錐霞は再び歩き出した。

　夜や知ち家へ向かって。
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　刃やいばと刃が交こう錯さくし、双方が大きく弾はじかれる。

　春はる亮あきはピーヴィーの手中を愕がく然ぜんと見やった。そこには何の変化もない。

「どうした、このは!?」

「くっ……無理──でした」

「な、なんで」

「失念していました。あれは、斧が自動的に動いているんです。勿もち論ろんあの人の身体からだも動いていますが、それは補助的なもの。今のわたし達たちと同じです。剣けん殺さつ交こう叉さは筋肉の動きや攻撃者の癖くせで《機き》を読み取るものですから──」

「しかも狙ねらうのは髪の毛レベルの弱点箇か所しよなんだろ……そりゃ」

「すみません」

「失敗を責める気にはなれないな、て続けようとしたんだよ」

　殺害を待ち侘わびるように痙けい攣れんしている斧おのを携え、ピーヴィーが緩かん慢まんに間合いを詰めてくる。

「理由がないとは不思議すぎます。自らの命を賭かけるのに『なんとなく』はないでしょう」

　さっきの話の続きだった。春亮は息を整えつつ、彼女を睨にらむ。

「……じゃあ訂正しようか。ないこともなかった」

「ほう、それは。人形愛の如ごとき愛情ですか、機械愛の如き専有欲ですか」

「──罪悪感だ」

　ぴく、と手中で刀が揺れたのがわかった。

「見過ごして破壊されたら罪悪感を抱いだくというわけでしょうか。おかしなことを。あれは喋しやべって動いて人の形をしてはいますが、ただのモノ」

「馬ば鹿か言うな。こいつらはモノじゃない──そういう意味での罪悪感じゃない。勿論それもなくはないけど、別のものだ」

　ふう、と息を吐いて。

「──こいつらを呪ったのは、俺達人間だぞ？」

　刀を握る手に、力を込めた。

「こんなふうになっちまったのは俺おれ達のせいだ。俺達が身勝手に呪のろいを擦すり付けた。多分、俺が逆の立場だったら人間が嫌いでたまらなくなるだろうな。なんでこんなふうにした！　って力一杯叫びたくなるだろうな。でも、だから──せめて、嫌いでもいいから、人間を頼ってここに来てくれた奴やつには。精一杯協力してやりたいんだよ」

　昔は、確かに……でも今は……好きです……本当に。

　そんな小さな声が、何かを堪こらえるような声が、ぼそぼそと刀から聞こえた気がした。

「んで、そいつらが、人間も捨てたもんじゃないなぁ、人間になってよかったなぁ、って、本当に少しでも思ってくれたら──いいじゃないか。ほんのちょっとだけ、赦ゆるされた気がするじゃないか！　勿もち論ろん錯さつ覚かくだ、わかってるさ！　人間全体の罪滅ぼしになんてならねぇよ、でも──せめて、その罪を知ってる奴やつが、俺おれがやらなきゃそれはずっと剝むき出しの罪のままだ！　無意味かもしれないけどよ、ああ、結局はやりたいからやってんだ、悪いか！」

　思いつくままを、怒鳴るようにして言い終える。

　ピーヴィーの返答は、怒気でもなく、馬ば鹿かにした笑しよう声せいでもなく──

「……気持ち悪ッ」

　ただ純粋な、嫌けん悪おだった。生ゴミを見るような目のまま、彼女はもう一度嘔おう吐とする。

「おえぇ。すみませんが少年、今ので貴方あなたは禍具ワースと同程度の糞ビツチと位置付けされました。ああ気持ち悪い、そんなのは気色悪い、実にまったく胸むな糞くそ悪い……！」

　斧おのの欲求を抑え切れなくなったように、ピーヴィーが再び接近。

　春はる亮あきは再び彼女のペアとして踊ることを余よ儀ぎなくされる。攻撃に隙すきはある。だがそこに打ち込めば、ピーヴィーが傷を負った瞬間にも繰り出される自動攻撃で自分達たちも無事では済まない。

　良くて相打ち。このまま耐えても体力切れだ。さらにもう一つ、春亮が意識的に忘れようとしていた負の要因がその存在感を増してきた。枷かせを外されたように猛たけり始める、腕の痛み。

　肺が空気を求めて苦しい。心臓が暴れる。筋肉が過負荷に悲鳴をあげる。脳のう味み噌そが勝手に暗黒の未来を想像する。そして全すべてがただひたすらに悪化していく。悪化。悪化。悪悪悪化。

（くそっ。どうすればっ……！）

　打開の手段を探す。けれど何も見えない。ただ、耳の近くで鋼はがねが打ち合う音だけが聞こえていた。かんかんと、かんかんと、延々と続いていた──それは、まるで。

　舞踏の閉会を告げようとする、不吉な鐘かねの音ねのように。
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　フィアは見ていた。彼が息を荒げ、汗を散らし、命を賭かけて刃やいばを打ち合わす光景を。

　では自分は？　ぼんやりと、自分の手を見下ろす。考えるまでもない。

　呼吸は平静。汗は微量。無論、命も、賭けていない。

「これで、よいのか……？」

　自問する。いいわけがなかった。彼らが誰だれのために戦っているのか、その答えが雄弁に語る。

　しかし、と彼女は拳こぶしを握り締めた。脳のう裏りに反響するのは、気に食わない女の声。

（とても戦わせられない。あなたは危険すぎる）

　容た易やすく我を忘れた自分を思い出すたびに、侵入者に対して振り翳かざした殺意を思い出すたびに、春亮を殺しそうになってしまった自分を思い出すたびに──心臓が軋きしむ。

（あんなことは、絶対に、もう、嫌いやだ……でも）

　自分は危険だ。危険な存在だ。理解はするが、納得はできない。

　そう、納得などできるわけがなかった。無関係な奴やつらが戦っているのに。その原因たる自分は、一人でのうのうと。情けない。この安あん穏のんを否いなと思えるほどの矜きよう持じはある。意志ある存在としての矜持がある。けれど──動くわけには、いかないのだ。危険性を理解しているが故ゆえに。

「危険か……く。ウシチチのほうがよっぽど危険であろうが。あんな目ができるとはな……」

　自分を嘲ちよう笑しようするように、どうでもいい独り言が口から出た。

　と、そのとき、その無意識の独白が思考の堂々巡りを止める。

　ウシチチも危険だ。なのに、なぜ自分だけがこんなところで俯うつむいていなければならないのだ？

　ここに来たばかりのころの反骨心を思い出す。単純な不満を思い出す。それから次々と、かつてあったことを思い出していき──先日の風呂のことを思い出す。

「ふ……」

　気付いた。気付いてしまった。今は、あのときと同じだ。単純なことだったのだ。

　そして同時に、つい数秒前に彼が叫んだ言葉も再び鼓こ膜まくに浮かび上がり──

（無意味かもしれないけどよ、ああ、結局はやりたいからやってんだ、悪いか！）

「は、はは……そうよな。正しかろうが間違っていようが、あんな肉女の言いなりになっているなど、私らしくない。やりたいからやる。それだけだ」

　もしも、奴が正しかったら？　それも、単純なことだ──ウシチチも危険であるという事実こそが、その対処法。気付いた時点で答えは出ている。

　喉のどの奥からの笑いを零こぼしながら、フィアはポケットに手を入れた。

　硬質の立方体の感触が、ひたすらに頼もしかった。

「お前達たちは肝かん心じんなことを忘れている──私は、とてもワガママなのだぞ？」
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　──それは、突然にやってくる。

「二十番機構・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling」

　春はる亮あきの眼前で煌きらめいたのは、白銀の細流。

　視界の白黒が一瞬で反転するかの如ごとく、黒ドレスの女が白の矮わい軀くと入れ替わって吹き飛んだ。

「フィア、お前……！」

「うん？　ああ、殺してはおらん。刃の背中側で殴なぐったからな。骨の何本かは折れているだろうが──それだけだ。おそらくまだ動くぞ」

　フィアは平然と答えた。彼女の言う通り、吹き飛んで上半身を塀へいにめり込ませているピーヴィーに出血は見えない。

「あなた、約束したでしょう！　何をしているんですかっ!?」

「約束などしておらん。お前が勝手に言っただけだ。だから私も勝手に言おう。もしも私の様子がおかしくなった場合──」

　そして彼女は。

　にこやかに笑いながら、その言葉を口にした。

「危険なので、すぐに私を壊せ」

　一瞬の間。二人にはその台詞せりふの意味がすぐには理解できない。

「お前にならそれができるはずだ、村むら正まさこのは。無論、おかしくなるつもりなどないがな」

「はぁ!?」

「な──何言ってんだお前!?」

「ふぅ……一回しか言わんぞ。村正このは、私はお前を勝手に信じよう。お前の性格の悪さ、内に隠した冷徹さ、ぶっちゃけその人非人っぷりを。夜や知ち春はる亮あき、私はお前を勝手に信じよう。どうしようもない普通人でお人よしではあるが、確かに私の幸せを考えてくれていることを」

　向き直った少女の顔には、何かを悟ったように晴れやかな表情がある。

「つまり、だな──私がおかしくなったときは、破壊されることが私の望みで、幸せだ。ならば幸せを考えてくれる春亮はその望みを叶えてくれる。またそのとき、人非人であるウシチチは躊躇わずそれを実行してくれる──そうなるだろう？」
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『なるかっ！』

　二人は声をハモらせ、フィアの頭を鞘さや刃ばの峰みねで叩たたいた。うはう、とフィアは頭を押さえる。

「……結構痛かったぞ！　何をする！」

「馬ば鹿かだ馬鹿だと思ってはいたけどよ、まさかここまでとは……」

「まったくです……ていうか人非人って。性格の悪さとか、お前が言うなって感じですよ」

　フィアは静かに目を細め、その視線で手中の鉈なたをなぞった。

「馬鹿なのはわかっている。だが、これ以外のいかなる行動にも、私は納得できない。やりたいからやるのだ。私は私に対して責任を持つ──道具として操られているのではない、今この身体からだを操っているのは、他ほかでもない私自身なのだから」

　春はる亮あきは刀を見つめた。刀も僅わずかに縦に動く。

「確かに勝手な台詞せりふだ。じゃあ俺おれも勝手に言わせてもらう。お前の発言は無視する」

「なにおう！　じゃあ、やっぱり戦うなと……！」

「それと、勝手に信じる。お前は絶対に狂わないで頑張ってくれると」

　フィアは反はん駁ばくしかけていた口をむすりと閉じた。古い塀へいに半ばめり込んでいるピーヴィーに視線を向け──つまりは春亮達たちから顔を背そむけ、

「ふん。それは信じる必要がない。なぜなら私は矜きよう持じにかけて狂わないからだ」

「それはよかった。さて……じゃあ、どうするかな。考える暇ひまもなさそうだが」

　ピーヴィーがめり込んだ塀から、ぱらぱらと欠片かけらが落ちている。つまりはもう動き出そうとしている。斧おのは足あし下もとに手放されていたが、彼女の手はその柄えを探すために身体の近くを這はい回っていた。崩れた塀で視界が塞ふさがれているとはいえ、すぐに摑つかみ取るだろう。

「ならば考える時間を作ればいい。ひとまず隠れよう」

　言うなり、フィアは春亮の腰を抱かかえて走った。その勢いで高く跳ちよう躍やくし、そして着地したのは──離れの二階、このはの部屋の窓枠。

「ち……ちょっとあなた！」

「黙れウシチチ、ばれるであろうが。ふふ、こんなこともあろうかとガラスを割っておいたのだ。おかげで静かに入れる」

「それは絶対噓うそだ」

　このはの部屋に侵入し、二人が窓の下に身を屈かがめた丁ちよう度どそのとき、外からピーヴィーの足音が聞こえてきた。ゆっくりした歩調──奇き襲しゆうを警戒しつつ敵を探しているのだろう。

「やはりな。自動的に攻撃するといっても、敵が見えていなければその力も発揮できまい」

「よし。とにかく、これからどうするかを考えよう。死んでも動くあの斧の対処法。破壊できればいいんだが、それは無理だ。別の手を」

「さっきのを見て気付いたのだが。さすがに斧を手放せば動きは止まる。最初にも、直接触れていなければ云うん々ぬん、と言っていたような気がするしな」

「じゃあさっきはチャンスだったんじゃねぇか、勿もつ体たい無い……ま、今いま更さら言っても仕方ない。もう一度同じことを狙ねらうか。俺おれが囮おとりになってる間に、お前が」

「さっきは完全に不意打ちだったから吹き飛ばせたがな。二度目も同じようにいくとは限らん。それに、その作戦には一つ欠点があるぞ」

「何だ？」

「お前、私を舐なめとるだろ。気付かれてないとでも思ったか」

　ぺし、と腕が軽く叩たたかれる。春はる亮あきは慌あわてて口を押さえ、飛び出しかけた声を吞のみ込んだ。

「春亮くん!?　まさか、腕の傷が開いたんじゃ」

「ふぅ──隠してもしょうがないか。最初はなんとかなってたんだが、さっき交こう叉さ法ほうが弾はじかれてから、ちと痛くて力が入らなくなってきてな……でも大丈夫だぞ、刀を振るくらいできる」

「それでも敵の攻撃を受けることができるとは限らん。あの力任せの攻撃を、その傷ついた腕で防げるか？　無理だ。おそらく奴やつも気付いている。役目を逆にして私が囮になろうが、奴はまずお前を狙うだろう。私が何かをする前に、あるいは同時に、お前が死んでは意味がない」

　その言葉に反論の余地はない。反論したくとも。

　春亮は刀を見つめて俯うつむいていた。フィアも俯いていた。ややあって、

「……私一人がやる」

「あなた!?　この期ごに及んで何言ってるんですか、そんなの意味がないですし危険ですし！」

　そうこのはが反はん駁ばくするのを聞きながらも、春亮は動かない。考えていたのだ。自分に何ができるのか。何をすべきなのか。

　そして、結論。

　卑ひ怯きような、結論。

　無力さを嚙かみ締めながら、情けなさで顔を歪ゆがめながら──春亮はぽつりと呟つぶやいた。

「ああ。こっからは……一人でやってくれ」
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　門に取り付けられているチャイムを押す。応答はなかった。出かけているのか、とも思ったが、敷地の中から人の気配がしていた。

「庭で何かやっているのかもしれないな……」

　門に鍵かぎはかかっていなかった。一瞬だけ考えて、結局中に入ってみることを選択。

「お邪じや魔まします……夜や知ち？　いるか？」

　少しだけ、どきどきしていた。休みの日に初めて会う。彼の家で。恰かつ好こうはおかしくないか。髪型は大丈夫か。さっき考えた理由は覚えているか。最初の挨あい拶さつは。よう、と高圧的に挨拶するか、いきなり来て悪いな、と少し下手に出るか……

　様々なことを考えながら、錐きり霞かは母おも屋やの脇わきを抜けて庭へ行き、そして、

「少年さんのお友達ですか。これは丁ちよう度どいいですわね。最高ビツチです」

「……え？」

　黒ドレスの女が、錐霞の鳩みぞ尾おちに手加減のない膝ひざ蹴げりを埋め込んだ。




「二十六番機構・貫式閉鎖態《鋼鉄の処女"Iron Maiden"》──禍動curse/calling」

　これからすべきことの準備をし、ふう、とフィアは息を吐いた。鋼鉄の処女となった擬ぎ装そう立方体を軽く撫なでる。それから、飛び出すタイミングを計ろうと窓の外に耳を澄ませたとき──

「聞こえていますか、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ、少年さんに日本刀。出てきたほうがよろしいですわ」

「……そう言われて出ていくあほがおるか、あほ。せいぜい焦じれていろ」

　そう呟つぶやくが、

「出てこないというならそれも結構。代わりに、この女の子がどうなるかわかりませんが」

「なっ──!?」

　そっと窓ににじり寄って外を窺うかがう。信じられない光景が目に飛び込んできた。

　斧おのを片手に、ぼんやりした表情で咥くわえ煙草たばこを燻くゆらせるピーヴィー。その足あし下もとで仰あお向むけに横たわり、強く腹を踏み付けられているのは──

「キリカ……!?　おのれ、なぜこんなときに！」

「ふむ、舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムが動きたくてたまらない様子です。十数えますわ。ゼロになる前に出てきていただかないと──少しばかりこの辺りが色彩鮮やかなことに。はい、十。九……」

　フィアは自らの胸に手を当て、息を整える。落ち着け。予想外だが、窮きゆう地ちだが、落ち着け。

「大丈夫だ、どうせいずれは出ていくつもりだったのだ……問題はない。なんとかなる。キリカは傷つけさせないし、傷つけない。予定通りにいけば大丈夫。落ち着け──」

　カウントダウンが四。そして三。

「止やめろ！　今から出ていく、その女を解放しろ！　関係ない人間だ！」

　叫ぶと同時、窓から飛び出す。鋼鉄の処女と共に着地し、最低の卑ひ怯きよう者ものを睨にらみつけた。

　ピーヴィーがやはり生気のない表情で小首を傾かしげる。

「少年さん達たちが出てこないのですけれど、どうされましたかね」

「残念だったな。奴やつらは逃げさせた。怪け我がをした人間に、イカレたお前の相手は危険すぎる」

「それは残念……後で探す手間ができてしまいました。ま、いいでしょう。その代わりにメインディッシュが目の前に用意されましたから」

「メインディッシュ以降の料理は続かない」

　フィアは立りつ方ぽう鎖さを手た繰ぐり寄せ、鋼鉄の処女に手をついた。

「私なら……これを使えば、何の問題もなくお前を排除できる。攻撃を止めようが止めまいが、この乙女の子宮に包まれればお前は何もできずに肉にく塊かい化かする。永遠の中絶児となれ」

「どんなに生なま臭ぐさい鋼鉄の子宮であろうとも、わたくしはその腹を裂さきますわ。この舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムでね。踊る踊る踊る赤子のように」

「ほざけ──その女にもう用はないだろう。解放しろ」

「おっと、忘れていました。それにしても……不思議です」

　ピーヴィーが足に力を込める。鳩みぞ尾おちを踏まれる錐きり霞かが目に涙を浮かべて咽むせんだ。

「や、止やめろ！　私は出てきたのだ、放せ！」

「不思議なのはそこです。少年さん達たちを逃がしたのならば、どうして貴女あなたは逃げなかったのか。奇き襲しゆうを狙ねらっていたのでしょうが、どうしてこの子が人ひと質じちに取られた程度で出てきたのか」

「人質に取られた程度、だと……！」

「その怒りも不思議。貴女は人間ではないでしょう？　人間ではないモノが、人間のために自分の身を挺するなんて……そこまでして人間のふりをしたいのですか。血生臭い道具であることを忘れたいのですか」

「──やりたいからやっている。それだけだ」

　短く答えると、ピーヴィーは不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「イエスと捉とらえます。ここがどういう家なのか、夜や知ちの目的が何なのかは知っています。貴女も呪のろいを解きたいと思っているのでしょうね。だからここにいるのでしょうね、そうやって人間のふりをして、人間に媚こびを売って、自らの罪を赦ゆるされようとしているのでしょうね！」

　語調が強まっていく。それに合わせ、目が大きく見開かれ、生気のない幽ゆう鬼きの顔に、振り切れた怒気で生まれる幽鬼の顔に、さらに異常に振り切れた怒気が塗り付けられていく──

「赦しません、赦しませんわ！　貴女のようなモノが！　わたくしに、父と母に対してしたことを！　痛苦と凌りよう辱じよくと背徳で家族を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたことを！　忘れようとするなど！　わたくしは絶対に赦さない！　わたくしは──呪いを解こうとする貴女を呪って呪って呪うッ！」




「呪えばいい」




　フィアはぽつりと言った。

「な──」

「罪を忘れるつもりはない。そもそも呪いというものが犯した罪そのものなのか、それとも罪のせいで与えられた罰なのか。呪われている私自身にもわからない。だが私は願った」

　もう二度と悲鳴を聞かずに済みますように、と。

　大好きな人達へ、血に濡ぬれた刃やいばを向けるようなことがなくなりますように、と。

「これは譲ゆずれない。なぜなら──少なくとも呪いが解ければ、これ以上罪を重ねなくて済むようになるのははっきりしているのだから。ああ、過去に向けては間違っているのかもしれない。だが未来に向けては絶対に必要なことなのだと、私は私の感情こころで信じている」

　きっと視線を上げ、続ける。

「私の居たい場所は、ここだ。初めてそれを肯定してくれた奴やつがいる、ここだ！　私は私の居場所を決めた、箱形の恐禍としてではなく、フィアとして初めて決めた！」

　ここに居たい。それは、ただの立方体の意味だけではなく、フィアという少女の意味も獲かく得とくした彼女が生まれて初めて発する、心からの願い。赤子の産うぶ声ごえの如ごとき純粋な──欲望。

　そして、駄だ目めだと言われて産声を止める赤子は、いない。

「私はここにいる。他ほかの誰だれが罵ののしろうとも、蔑さげすもうとも、怒ろうとも、認めなかろうとも──呪のろおうともだ！　だからその呪いだけは甘んじて受けよう！　呪いたくば呪え！」

　その言葉に、ピーヴィーは自分の頰ほおへ歪ゆがみを与えた。ゆっくりと、喉のどを鳴らして笑いの気配を高めていく。だが、それが頂点に至った瞬間に──彼女は絶叫した。そこにいるのはもはや貴族風の女ではない。感情を振り切らせた幽ゆう鬼きでもない。ただ、醜みにくく顔を歪める悪鬼！

「糞ビ糞イ糞イ糞イ糞イ糞イ糞ツ糞チ！　テメェ様がそんな人間みたいな口を利きく資格はないから死ね呪いで苦しまないなんて赦ゆるさない死ね！　死ね！　死ね！　ああ苛いらついた、だから死ぬ！」

　ピーヴィーは苛立ちのままに足を踏み出し、しかし思い出したように振り返って錐霞の腹に斧の刃を深々と叩きつけてから、フィアに向かって走り出した。

　胸と腹を縦に切り裂さかれた錐きり霞かの身体からだから、鮮血が噴水のように噴き出す。

　びくん、と大きくその身体が跳はね。

　そして動かなくなった。

　フィアは絶叫する。
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　思いがけない、在あってはならない、血。血。血。衝動したい。戦慄こわい。欲望ほしい。悪寒いやだ。動悸くるしい。狂気くるう。

（狂うな。キリカ、キリカ！　狂わない！　我慢しろ赦せない殺してやるこの女落ち着け殺してやる我慢できないが倒してから助ければきっと助かる殺してやるだからとにかく狂うな！）

　精神こころが蝕むしばまれる。刹せつ那なの不快感とストレスに吐き気が生まれた。腰に力が入らないが、ピーヴィーは斧おのを振りかぶって疾しつ駆くしてくる。立ち止まっていてはやられる。

　ふらつく足で後退。襲おそい掛かってきた斧の刃を、鋼鉄の処女を操って丸い頭部で滑らせる。さらに距離を取る──足がもつれた。尻しり餅もちをつく。

「はははぁっ！　無様！　立って戦いなさいッ！」

（無様でいい。戦わなくてもいい）

　ぎゅっと目を瞑つぶって耐える。鼻び腔こうに血けつ臭しゆうが届いた。それも耐える。

（私の役目は狂わないことだ──）




　だって、彼は、信じてくれたのだから。

　私が最後まで狂わないことを信じて、このとんでもなく危険な策を──一歩間違えれば確実に自分が死んでしまうような策を、提案してきたのだから。

　そう、私が、今までの立方体から変わりたいと思っていることを、

　ただの人間のように変わりたいと思っていることを、

　信じて──




　フィアは動きを止めた鋼鉄の処女の脇わきをピーヴィーがすり抜けようとするのを見た。

　それが、機だ。

　フィアは酩めい酊ていしているかのように歪ゆがむ視界の中、指でそっと右手に絡からむ立りつ方ぽう鎖さをなぞり、鋼鉄の処女の蓋ふたを開けた。開けることくらいはできた。そして──

　今まで閉まったままだった鋼鉄の処女の中から、春亮が飛び出す。

「っ!?」

　ピーヴィーの目が見開かれた。

　なぜフィアが鋼鉄の処女で戦おうとしなかったのか、その瞳ひとみに理解の色が宿る。だが遅い。

　至近距離。完全に虚を衝ついた。彼女は既すでに攻撃動作に入っている。

　それらの要素全すべてが導く解かいは、『回避不能』の四文字。

　刹せつ那な、春はる亮あきの持った日本刀が、怒気と共にピーヴィーへ奔はしる──




　──部屋で話した通り、すべきことは決定していた。斧おのを引き剝はがす。そのためにはやはり攻撃役と防御役に分かれる必要があった。その場合の役割分担は自動的に決まる──刀を振るうことはできるが敵の攻撃を受けられない人間が果たせるのは攻撃役だけだ。問題は敵がそれを知っていて、彼のほうをまず狙ねらうであろうこと。ならば対処法は一つ。

　敵が狙いたくても狙えない位置から攻撃役が奇襲をかけるしかない。

　残る難問は、そんな場所がどこにあるかということだったが──

　フィアには達成感と解放感があった。もう我慢しなくてもいいのだ、と思った瞬間、必死に制御していた不自然な状態が自然な状態に戻る──今まで無理に引っ込めていた鋼鉄の処女内部の棘が一斉に突き出る。

（まったく、なんてことを考えるのだ……確かに敵には狙われないし、気付かれなければ至近から奇き襲しゆうをかけることができる、潜ひそむには最適の場所だ。私が少し気を抜いただけで死ぬということを除けばな……！）

　無論、拷ごう問もん処刑具の形態を中途半はん端ぱな状態で維持するなどという行為は、やったこともやろうとしたこともない。だができた。信じてくれたから、できた。

　春はる亮あきを殺してしまわなかったことにフィアは心底安あん堵どする。

　やるだけのことは、やった。あとは結果がどうなるかだ。

　フィアは、自分の頭上になおも迫り来る斧おのの刃を見ながら、ただそれだけを思った。
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「お前、はッ……お前はぁっっっっ！」

　春亮は渾こん身しんの力で刀をピーヴィーに叩たたきつける。その刀自体も、最大限の速度で彼に応こたえた。その身に纏まとう怒気が、彼女が血に卒倒するまでの僅わずかな猶ゆう予よを与えているようだった。

　黒の鞘さや刃ばは、既すでにフィアの頭部を割り砕く体勢に入っていたピーヴィーの拳こぶしを狙ねらい違たがわず直撃した。甲にある中ちゆう手しゆ骨こつが完全に砕け、

「がぁッ──」

　彼女が苦く悶もんの声を漏もらすのと同時、斧の柄えがその手中から抜け飛ぶ。

　やった。畜ちく生しよう。ざまぁみろ。思い知ったか。暴力的で薄汚い快感が暴れ回る。今だけはそれもいいと思えた。この女がやったことを考えれば。

　刹せつ那な、世界はスローモーションに映る。

　宙を飛ぶ斧がコマ送りに見え、女の悲鳴が途切れ途切れに聞こえる。

　だらんと垂れ下がる、黒ドレスの女の手。涎よだれを零こぼす唇くちびる。終しゆう焉えんを示す視界。

「──あ・あ・あ・あ──」

　だがそのとき、強く暗い情念を宿す瞳ひとみが獣けもののそれに変じた。

　呻うめき声を発していた口が、咆ほう哮こうを轟とどろかせる獣のそれに変じた。

「──んがあああああああああああああああああああああっ！」

　そして彼女は、裂けんばかりに開いたその口で、宙を飛んでいた斧の柄に喰らいついた。

　歯が何本か砕けて飛ぶ。それでも彼女は首を捻ねじ切れんばかりに捻ひねり、身体からだを半ば倒れ込ませながら、咥くわえた斧をその異常な体勢からは信じられない速度と力で振り下ろす──




　その狂撃に対抗できる者は一人しかいない。このはは誰だれに対してでもなく、ただ呟つぶやいた。

（──ごめんなさい）

　この斧が、一瞬の後には間違いなくフィアか──あるいは春亮の身体に埋め込まれるであろうことは確定的だ。ならばやらねばならない。なんとかできる自分がやらねばならない。

（真なる交叉を）

　武器を破壊することではなく、武器しか破壊しないことが剣けん殺さつ交こう叉さの真しん髄ずい。つまりそれは、血を忌き避ひするが故ゆえに、最大級の技で手加減をしているにすぎない。

　その手加減を捨てれば、真の自分を解放すれば、技ではなく力で破壊できる。だがそれがどんな余波を巻き起こすか。相手を傷つけても──殺しても、不思議ではない。

（殺し、自らが生み出した血を見れば、また呪のろわれるかもしれない。けれど……どうしても、殺させるわけにはいかない人がいる！）

　だから彼女は、数十年、数百年ぶりに、殺人の忌避を意図的に忘れる。

　そしてその意識を一瞬だけ、過去に捨てた自分という夜叉と交わらせ──

　正しすぎて間違っている、ただ一つの本来の役割のために、その白はく刃じんを鞘さやから滑らせた。

（──顕けん殺さつ交こう叉さ!?）

　超神速の抜刀。敵の咥くわえた舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムの上を閃せん光こうが走る。

　結末は、当然が一つ、幸運が一つ、不運が一つ。

　斧おの刃ばが豆とう腐ふのように断たれて宙を舞い、当然のように砕けた。

　弾はずみで喉のど笛ぶえを切り裂さく可能性のあった刃は、幸運にも辛かろうじて耳の細胞片を削けずり取る程度。

　しかし、飛んだ斧刃の破片は、何かに導かれるようにピーヴィーの片目へと吸い込まれ──

　絶叫。

　このははその悲鳴と血を受け止める。間接的なものではあれど、それは、自らの罪。

　懐なつかしく思う自分を、歓喜しそうになる自分を、胸の中で必死に殺した。




「終わった、か……このは、大丈夫か？」

「え、ええ。大丈夫です。わたしは」

「フィアは？」

「私も、大丈夫だ……それよりも！」

「そうだ、いんちょーさん、しっかりしてくれ！　今すぐ救急車を──」

　その声を聞きながら、片目を襲おそう痛みに耐えながら、地面に突っ伏したピーヴィーは震ふるえている。震えの原因は、笑いだった。馬ば鹿かだと思う。胸と腹をカエルの解かい剖ぼうのようにぱっくり開いてやったのだ、その少女は既すでに死んでいる。そんなことにかまけて、この自分から注意を逸らしていることが馬鹿だと思えて仕方がなかった。今倒れているここが、最初に拳銃を捨てた場所だという些細な偶然を用意した神が馬鹿だと思えて仕方がなかった。

　腹の下に硬質な感触。人差し指一本くらいは折れた手でも動かせる。誰だれも自分に注意を向けてはいない。一番近いところに少年がいる。銃で禍具ワースは破壊できないが、この際、そうこの際、せめてあの少年くらいはぐちゃぐちゃに陵りよう辱じよくしてやらないと気が済まないッ！

「ひ──はは、あはははははははははははははははははははッ！」

　腹の下の銃を指に引っ掛けるようにして摑つかみ取り、立ち上がる。銃口はぷらぷらと揺れるが外すような距離ではない。ただ引き金を引けばいい──驚きよう愕がくの顔で、少女の死体を囲んでいた少年と腐くされ箱が振り返っていた。無意味に。

「きゃはははは！　死・に・な・さ・いっ！」

　箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブが身を割り込ませるのも間に合わない。刀が少年の身体からだを操って逃げるのも、その刀身を持ち上げて弾丸を弾はじくのも間に合わない。

　弾丸は少年の脳天に飛び込む。飛び散る脳のう漿しようと血。禍具ワースどもの悲鳴にとてもすっとする。ざまあみろ。ざまあみろ、ざまあみろ、ざまあみろ！　人間様を舐なめるからそうな──

　その妄もう想そうが強制的に停止される。ピーヴィーは目を見開いていた。

　なぜ。

　地面に倒れているあの少女が。

　首を傾けて、この自分を見ているのだ？




　そして銃声は鳴らない。何かが右手に巻きついていた。それは黒い革製のベルト。

（ああ……ああ、ああ、ああ！　ああああああ！）

　けれどピーヴィーには別のものにしか見えない。背筋が凍る。かつてミイラ屋マミーメーカーに話した。特に細長い禍具ワースは大嫌い。しかも、革で、黒くて、長く伸びているなんて、それは──

　かつて父を狂わせ、そして自分を陵りよう辱じよくさせた、あの怖おそろしい鞭むちにしか見えない。
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　死んでいたはずの少女がばっと起き上がり、右手の裾すそから黒い革ベルトを伸ばした。ミイラ屋マミーメーカの包帯と似たような動きで、それは蛇へびのように伸び──ピーヴィーの手に絡からみつく。

「い、いんちょーさんっ……!?」

「話は後にしろ！　まだ奴やつは銃を持っている！」

　だが、ピーヴィーの様子は明らかにおかしかった。拘こう束そくから逃れようとするそぶりも、強引に銃を撃とうとするそぶりも見せず──ただ、自分の手に巻きついたベルトを見つめて震ふるえている。その異常の理由を考えている暇ひまはない。

　錐きり霞かが鋭く叫んだ。

「──フィアくん！」

　錐霞の鋭い声に応こたえるのは、疾しつ走そうする銀ぎん影えい。

　ピーヴィーの行為を糾きゆう弾だんする、怒りに満ちた表情の少女が──

「八番機構・砕式円環態《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》、禍動curse/calling！」

　黒ベルトに捕らえられたピーヴィーの手を巨大な車輪で打ち据すえ、過去の様々な犠ぎ牲せい者しやと同じように、その手首をありえない方向に捩よじれさせた。

「ひゃああああああ！」

　彼女の取り落とした拳けん銃じゆうを、錐きり霞かの操る黒ベルトが摑つかんで遠くに放り投げる。

　次にその先端が向かったのは、尻しり餅もちをつくように倒れたピーヴィー本人。目を見開いた彼女は、顔の前で揺れるベルトから視線を外さないまま、かたかたと首を横に振る。

「いや……いや……た、たすけ……たすけて、たすけ、ミイラ屋マミーメーカ──そう、ミイラ屋マミーメーカ、ミイラ屋マミーメーカ、ミイラ屋マミーメーカー！　早くわたくしを──あ。あ、あ、あ……！」

　不安定な呟つぶやき。途中ではっと瞳ひとみが揺れ、

「あああっ！　だめ、殺してしまった、殺してしまった、わたくしが！　いない、味方、いない？　武器も、あああ、誰だれか……ああ、こんな、鞭むち、ああああっ!?」

　彼女はぎゅっと目を閉じ、揺れる革ベルトをその視界から排除した。足の竦すくんだ子供が、逃れられない恐怖に対してそうするように。その身体からだはただ揺れるだけ、ゆらゆらと揺れるだけ、そう、止まる術すべを知らないゆらゆら人形ヤジロベエのように──

「何かトラウマでもあったか。哀あわれと思うべきかもしれないが、好都合だ」

　錐霞がベルトをピーヴィーの首に巻きつける。続いて、革の擦こすれる音。

　弛し緩かんした彼女の身体を眺ながめ、気絶させただけだ、と錐霞が呟いた。

「ふぅ……やれやれ。まったく、どうしたものか──馬ば鹿かげたことになった」

　春はる亮あきは改めて錐霞を観察した。その口調も、眉まゆを寄せた顔も、いつも通り。けれど。

　あれだけ飛び散っていた血はいつの間にかほとんどが消え去っていた。しかしピーヴィーが斧おのを振り下ろしたのは錯さつ覚かくではないと示すように、錐霞が着ていた服は大きく切り裂さかれ、その後の動きのせいでもう完全にその身体から滑り落ちてしまっている。

　そして服の下にあったのは白い肌ではなく──黒い革製の衣装。露出度の高いボンデージ服のようなものだった。ところどころに金属の鋲びよ、う胸には曲線を際きわ立だたせる縁ふち取どり、股こ間かんにはなぜかジッパーがついている。

「……あまり見ないでくれ……恥ずかしい」

「う、あ、ご、ごめん。でも、それ──それにさっき、確かに血が──」

「そ、そうだぞ！　確かに見た！　こいつが斧でお前の腹をざっくりばっくりと！」

　春亮とフィアが混乱した声をあげる中、このはが静かに言った。

「それは──その服は、呪のろわれた道具ですね？」

　錐霞がちらりと春亮の持つ刀を見やり、息を吐く。降参したように頷うなずいてから、

「そうだ。《ギメストランテの愛》という禍具ワース。狂ったサディストは雌めす奴ど隷れいに対して『どうしてこの女達たちはこうも簡単に死んでしまうのか。目玉を抉えぐっても生きていれば、腹を裂いても生きていれば、もっと楽しめるのに』と呪い、奴隷達は自らの被ひ虐ぎやくを呪った。そして生まれたのがこれだ。この服は呪いにてただ一つの忌き能のうを獲かく得とくした──つまり。この衣装を着ている人間は、外傷では決して死なない。完全なる自動治ち癒ゆを果たす禍具ワースだ」
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「そんな……そこまで異常な現象を引き起こす道具があるなんて」

「異常であればあるほど呪のろいも強い。一応言っておくが、私も別にこのような衣装を好きで着ているわけではないぞ。最初は着せられたのだし──この服の呪いは単純に、脱げば死ぬというものだからだ。一度着てしまえば脱げない。一生な」

「一生？」

「一生だ。苦労している」

　春はる亮あきは思い出す。いつも厚着の錐きり霞か、体育でもジャージ以外着ない錐霞。雨に傘かさを手放さない──濡ぬれるのをひどく気にしていたような錐霞。このはの風呂の誘いだって受けなかった。何かの拍子に見られてしまうのではないかと、いつも気にしていたのだろう。

「そしてこれは《黒くろ河かわ可か憐れん》。正式名称はもっと長いがどうでもいい。護身用に持たされている、連続殺人鬼の元愛用品だ。何人の命を奪ったものかは知りたいとも思わないな」

　その殺人鬼を糾きゆう弾だんするような目で、錐霞はベルトの先端を軽く動かした。

「上うえ野のさん。教えてください……あなたは、何なんですか？」

　このはの硬い声に返ってきたのは、嘆たん息そく。それから、考えを纏まとめるような間があって、

「まず言っておこう。私は君達たちの敵ではないし、今日ここに来たのもたまたまだ。色々隠していたことは謝るが、元々私は自分のことをばらすつもりも、君達に関与するつもりもなかった──とはいえ、この騎き士し領りようの人間が来て何もしなかったわけでもないが」

　頭を軽く横に振り、錐きり霞かは続けた。

「この国に来たときから、仲間がこの女を監視していた。当初は特に何もする予定はなかったが、あの日に偶然フィアくんと街で会ってしまい……多少、事情が変わった」

「そのとき、既すでにお前は私の正体を知っていたのだな」

「そうだ。むしろ学校に来たときからわかっていたが、演技するしかなかった。フィアくんがルービックキューブを変化させたことについて『変なものを見た』と夜や知ちに電話をかけたのは、何も知らない女子高生ならそうするだろうと、見なかったことにするのも不自然だという計算からだが──その後に夜知を追って海に行ったのは、純粋に、気になったからだ」

　そう、あのとき。『後で説明する』と言ったとき。いやに簡単に納得してくれたな、と少しは疑問に思わないでもなかったのだ。しかし最初から全すべてを知っていたのだとすれば、それも不思議なことではない。

「そして私は少しばかり動いてみることにした。まず、私は夜知がミイラ屋マミーメーカーから受け取ったカードを掏すり盗とった。次にそれを改かい竄ざんし、また仲間の協力を得て奴やつらのアジトへ機を窺うかがって放り込んだ──ミイラ屋マミーメーカーが独断で動いていることから、上う手まく利用すれば相手方の不和を生み出せるのでは、と思ったのだ。どうやら生み出しすぎたようだが」

「カードがなくなってたのは、いんちょーさんが盗ってたからか」

「ああ……それと、私が行ったのはもう一つ」

　錐霞は春はる亮あきに向けた瞳ひとみを揺らした。ばつが悪そうに。

「お前を攫さらおうとした。すまない。昨夜のは私だ」

「……はぁ!?　なんで!?」

「昨夜の、とは……わ、私が腕を斬きってやったのはお前だったのか!?」

「そうだ、フィアくん。なぜかと言われれば……その。夜知、お前を安全な場所に保護するには、それしかないと思った。騎き士し領りようの人間が邪じや魔まするお前までも殺そうとするのはわかりきっている。しかしお前は隠れろと言っても隠れないだろう。だから──とりあえずお前だけを強引に、安全な場所に移すつもりだったのだ。フィアくんとこのはくんが騎士領を撃退した後に帰せばいいとな。何にしろ正体をばらすわけにはいかなかったから、あのミイラ屋マミーメーカーの恰かつ好こうを真ま似ねた。顔を隠せたし、得え物ものも似ていたから丁ちよう度どよかった」

　黒ベルトを右手に巻き戻し、錐霞は改めて春亮達たちに向き直る。

「えーと……俺おれのため？」

「お前のためというか、巻き込まれては危険だと思ったからだ。だが──お節介なのは確かだった。逃げ帰ってから考えたよ。あのとき、お前は恐怖してはいなかった。何かを覚悟している目だった。フィアくんもこのはくんが私に向ける目も見た。夜知が覚悟し、君達がそれほどまでに本気で夜知を護まもるのなら、私の行為は君達全員の気持ちを踏み躙にじる無ぶ粋すいなものだ。だから諦あきらめた……あの日のことはここで謝罪しよう」

「むぅ。よくわからんが、私も腕を斬きったことを謝るべきか？」

　フィアが眉まゆを寄せた表情で首を傾ける。錐きり霞かは軽く頰ほおを緩ゆるめた。

「大丈夫だ、これを着ているからな。すぐにくっついたよ」

「わたしも、いまいちよくわからないんですけど……結局、上うえ野のさんは何が目的なんですか？」

「そ、そうだよ……敵じゃないなら、まぁ、いいけど」

「目的、か。そうだな。私個人の目的というか、今までやったことの行動原理を言えば」

　今度は本当に、笑う。いつもの教室で見せているように。

「クラス委員長がクラスメイトを助けるのは当然だろう？　ということだ」

「──へ？」「なんだと？」「えーっと……？」

　三者三様の疑問符。錐霞はそれに苦笑しつつ、脱げ落ちた自分の服を拾った。適当に羽織ったり切れた部分を縛しばったりしながらそれを身に纏まとい、露出度の高い衣装を隠そうとする──隠しきれずに、パンクロッカーのようにワイルドな恰かつ好こうになってしまっていたが。

「信じてくれるかどうかはわからないが、本当に、それだけだ。私は……好きなんだ。む、いや、その、違うぞ。いつもの暮らしというか、いつもの学校や、そこにいるクラスメイトとしての関係が好きだ、ということだ。だから──なんとか力になりたかった。最後まで顔を出さずに、陰から少しだけ事態がよくなるようなベクトルを加えるだけのつもりだった」

「そんなに隠さなくても、最初から言ってくれれば……」

「そうできれば楽だったのだがな、夜や知ち。さっき言っただろう？　仲間、と。私は元々ある組織の人間だ。入りたくて入ったわけではないにしろ、そのしがらみがある。仲間に協力してはもらったが、それも頼まなければ動いてくれない、貸し借りのような関係でね。組織としては騎き士し領りようとは不干渉のスタンスだから、あまり良い顔はされていない……こんな馬ば鹿かげたことになったと知られたらさらに怒られるだろうな」

「組織だと！　まさか──」

　フィアが顔色を変え、元に戻していたルービックキューブを握る。だが錐霞は気絶したピーヴィーの身体からだを抱かかえ上げながら、

「勘かん違ちがいしてほしくないが、蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎士領とは全く違う立場の組織だ。その立場もどうかと思うがね。まったく、一応籍せきを置いている人間が言うのもなんだが、馬鹿げている……」

「その立場って……？」

「『研究機関』なのだよ。禍具ワースというものについて、呪のろいというものについて、『知ること』──ただそれのみを目的にした組織だ。今いま更さら隠しても無む駄だなので言うが、私が今の学校に入ったのは、普通に進学したという意味の他ほかに……その知ることを求められたからという意味もある。つまり、私は夜知とこのはくんを観察する役割を持った人間だった、ということだ。呪いを解いていく刀が、人間に混じってどう生活をしているかを報告せよ、とね。毎日楽しそうに、人間よりも人間らしく生活しています、と私は適当に報告するばかりだよ。楽でいい」

　どう反応していいのかわからないのだろう、このはは無言だった。

「フィアくん。君がここにいるのならば、きっと観察対象に君も加わることになるのだろう。騎き士し領りようだけではない、君は全すべての組織にとっての関心事なのだから。この女の身柄は私がなんとかするが、いつかまた別の人間が、あるいは別の組織が来るかもしれない」

「……それでも、私は。ここに、いたい。迷惑をかけることになるのは、わかっているが」

　俯うつむいてぼそぼそ言うフィアの頭を、春はる亮あきが乱暴に撫なでた。

「迷惑とか言うなって。いたいならいればいい。なんとかなるさ」

「まったく。第一、ここ以外に行くところなんてないんでしょう。仕方ない子ですね」

「う、むぅ……こ、子供扱いするな二人とも。私は、ただ……呪のろいを解きたいだけだ」

「さっき言ったこと、聞いていたよ。正しいのか間違っているのかなど、私にもわからないが──とりあえず。君のその気持ちは、とても尊とうといものだと思う」

「うおっ。いんちょーさんが誰だれかを褒ほめた……っ！　なんてレアな……！」

「ば、馬ば鹿かげている。私だって誰かを褒めることくらいある。夜や知ちも……フィアくんを受け入れるのなら、揺るがないことだ。どんな問題が起ころうともな」

「問題だったら今までにも散々あったよ。今いま更さらだ、もう慣れてる」

　錐きり霞かは笑い、ふと地面に手を伸ばした。破壊された舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムの残ざん骸がいをまさぐる。

「いんちょーさん、何を？」

「騙だましていた罪滅ぼしとは言わないが、一つ教えておこう。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクというものがある」

「ああ……そいつが何か言ってたような気がするな。確か──」

「呪いを軽減する装置だと言われている」

　春亮の手中で刀が身じろぎし、フィアが銀髪を揺らしてはっと顔を上げた。

「私も詳しくは知らない。非常に貴重なもので、騎士領は人間に与える呪いが深刻な禍具ワースにだけそれをセットしているらしい……人化できる禍具ワースにはさらにそれを元にした複雑なシステムが組み込まれているという話だ。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは引き合う、というようなことも聞いたことがあるな。具体的にどういうことなのかはわからないが。それと」

　錐霞は破片の中から長方形のリモコンのようなものを摘つまみ上げた。斧おのの柄えについていたものだ。それを握り締めて壊し、中から何かを取り出してフィアに投げる。フィアが受け取ったのは厚さ数ミリほどの薄いカード状の物体だった。黒一色の表面は鋼はがねに似た質感を持っており、幾き何か学がく的な文様が目を凝こらしてようやく見えるほど薄く刻まれている。

「どうやら免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクはフィアくんに何か関係があるものらしい。とりあえず渡しておく」

「どういうことだ……？　私は知らんぞ？」

「さて。言った通り、こちらも詳しいことはな」

　ピーヴィーを背負った錐霞はさらに落ちていた拳けん銃じゆうやら何やらを拾い上げ、歩き出した。

「──今日はこれで帰るよ。やはり慣れないことはするものではないな」

「いんちょーさん！　ちょっと、もう少し話を……！」

「夜や知ち。お前の気持ちはわかるが、勘かん弁べんしてくれ。私は確かに組織の一員だが……そんなものは私のアイデンティティーではない。こんなものを着せられて、したくもない仕事をさせられて。本当なら、ずっとお前に知られないままでいたかった。ただの口うるさい、可愛かわいげのないクラス委員長として学校生活を送れれば私はそれでいいのだ。一番の願いは……お前が明日から何もかもを忘れてくれることだ。そして私は適当に上に報告をして、世は全すべてこともなし──そんな日々でいい。これ以上の願いはない」

　足を止めた彼女の背中から届く声は、どこか寂しそうで。

　その真実性と諦てい観かんを、春はる亮あきは理解する。だから返答は決まっていた。

「そう言うなら、忘れてもいい……学校でも、何も言わないようにする。でも一個だけ聞かせてくれ。なんで嫌いやなのにそんな組織にいるんだよ。その組織ってのは何なんだ？」

　錐きり霞かが首を捻ひねって振り向く。そこに見える瞳ひとみは、ひどく厳しく、ひどく哀かなしい──

「闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの研究室長国。私の兄が作った──馬ば鹿かげた箱庭の国だ」

　そして彼女はまた歩き出した。手をひらひらと振りながら。

「明日はサボるなよ、夜知。サンドイッチ対決は勝利する予定だからな」







　エピローグ
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　とりあえずの平へい穏おんが訪れた夜。夕食の中華料理の味は、かなり譲じよう歩ほし、最大限の慈じ悲ひと善意と寛かん大だいな心で評してやれば、まぁ、それほど不ま味ずくはなかった。問題なのは、

「お前は際限なく食うから今日はこれだけだ」

　などと食後のおやつとして渡されたおせんべがたった三枚だったことだ。貪むさぼり食ったが。

「うあー。差別だ。いじめだ。学級崩壊だ。アパルトヘイトだ」

「どこでそんな言葉を覚えたんだ。仕方ねぇだろ、食えば減る、当たり前の話。欲しけりゃ無限に煎せん餅べいが出てくるポケットでも自分で買え」

「……どこに売っている？」

「未来」

　食器を片付けながら言った春はる亮あきに対して鼻を鳴らし、ごろんと寝転ぶ。

「食べてすぐ寝るとウシになるぞー」

「それはあの女に言え。いや、既すでにそうなっておるから無意味なのか。イシシ」

「聞かれたらぶっ殺されるぞ……」

　春亮が台所に歩いていく足音を聞きながら、フィアはふと身体からだの下の異物感に気付いた。服のポケットに何かが入っている。取り出してみると、それは錐きり霞かが渡してきた黒いカードだった。寝転んだまま、顔の上にその四角形を翳かざして眺ながめる。

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク……と言ったか。やはりわからん。そもそもどう使うというのだ」

　眉まゆを顰ひそめ、フィアは鉄のカードをぱたぱた振って頰ほおに風を送った。だが、ぼんやりとその黒色を眺めているうちに──なぜか、むずむずした感覚が身の内に湧わき上がってくる。意識せず、手の動きが止まった。

「何だ……この感覚は。私は、何を──」

　瞳ひとみを細め、胸中の感覚を追う。それは、遠く、薄く、何かを訴えかけている。夢のように朧おぼろな──形のない──過ぎ去った喪そう失しつ感かん──懐なつかしい──懐かしい？

　そうだ──自分はこれを知っている。

　目を見開き、フィアは勢いよく起き上がった。知っている。見たことがある。どこで、どうしてなのかは思い出せないが、確かに知っているという事実だけが脳のう髄ずいに食い込んだ。

「詳しく思い出せんが……そう、なぜか、わかるぞ。どうすればいいのかも……」

　フィアは廊下のほうに顔を向けた。台所からは、春亮が洗い物をする水音が聞こえている。

　自分一人では、駄だ目めだ。ならば、あいつの手を借りるしか……

「し、仕方ない。そう、仕方ないだろう……えい、くそ」

　頰ほおを赤くしながら立ち上がり、フィアは台所へ向かった。入り口に背中を預け、中の春はる亮あきに顔を見せないようにしながら言う。

「お……おい春亮。風呂は？」

「入れるぞ。上がったら、冷めんようにちゃんと湯船に蓋ふたをしてだな」

「う、うるさい。わかっておる！」

「何いきなり怒ってんだ……？」

「そ、その。ちと、頼みたいことがある。私が風呂から上がったら……部屋に、来い」

　水道がきゅっと閉まる音。

「何だ？　皿洗い終わったし、別に今からでも」

「だ、だだだだダメだダメだ絶対ダメだ！　風呂にくらい入らせろ、あほー！　いいか！　わかったな！　来いよ！」

　さらに顔を真まっ赤かにして、フィアはどたどたとそこから逃げ出した。




「さっきのは何だったんだ……？　おい、フィア。来たぞ？」

　ノックして障しよう子じを揺らすと、中から返答があった。

「う……うむ」

「入るぞー。で、頼みって……」

「わー待て！　待て待て待て！」

「な、なんだよ」

「その……うほん。部屋に入る前に心構えをしろ、と言うか──か、勘かん違ちがいするなよ」

「勘違い？」

「だから──むぅ。お、お前だから！　お前だから特別に許可するのだからな！　私だって、こんな……恥ずかしい、のに……」

「へぁ？」

　変な声が出た。

「お前っ、には……もう、最初にも、見られておるから……だから」

　ぼそぼそと部屋の中から聞こえてくる声に、春亮の心臓がにわかに暴れ始めた。見た？　俺おれが見たこと。最初に見た──最初といえば、フィアを見つけた、台所？　そのときこいつの姿は──ええ？　まさか、じゃあ、さっき風呂にくらい入らせろとか言ったのは──ええ？

「して、ほしい、ことが……あるのだ」

「ち、ちょっと待て！　お前、何を考えてる!?」

「い、言うのは、ちょっと、難しい。見れば、してほしいことはわかる……」

「見ればったって──み、見ても、いいのか」

「お前だから、言うのだぞ……こんなこと、他ほかの奴やつには、してほしくない……ほら、心の準備ができたら入ってくれ」

「……どうしてもか？」

「無理強じいは、できん──『お願い』だからな。もう、はっきり聞く。その、春はる亮あきは──」

　躊躇ためらうような溜ためを作り、フィアは小さく掠かすれた声で言った。

「私の身体からだに触れるのは……嫌いやなのか？」

　心臓の動どう悸きはもう限界。頭がぼーっと茹ゆだっている。

「入る……ぞ」

　思考が停止しているのを自覚しつつ、震ふるえる手で春亮は障しよう子じを開き──

　部屋の中にいた、全く無防備な姿のフィアを、見た。

　そして──二人は、二人だけの秘密の行為を行うことになる。




　それからしばらく。

　身体をぷるぷる震わせながら、障子に張りつくようにして部屋の様子を窺うかがうものが一人。

「じゃあ、ここに入れるからな……」

「ひ、ひあ!?　指でなぞるな！　あほー！」

「あーもう。それじゃ、さっさと」

「ん──来た……あ。当たっておる……」

「けっこうキツイな。よっ、と」

「あ、あ、あ、あ！　ん、んんん、ふぁああっ!?　は、入った！　あああ、はぁ、ひっ……ぜ、ぜんぶ、入ったか？」

「いや、まだ先っちょだけだ。行くぞ」

「あっ──ん、ふぁ、き、きつい！」

「もう半分入ってるから。あと少しだけ我慢しろよ」

「あう、あううううう……ああ、ダメだ、もう、いっぱいだ」

「痛いのか？　止やめるか？」

「う……い、いや。続けろ。続けていい。私は、大丈夫、だ、からっ」

「無理すんなよ」

「大丈夫だと、言っているだろう……ほら、最後まで……無理にでもいいから、捻ねじ込んでくれ……」

「仕方ねぇな。じゃ、一気に行くぞ。我慢しろよ──！」

「あ、ひ、あひぃっ！　き、来た……ぜんぶ、はいったぁっ！　ああ……ん……」

「ああ、入った。終わったぞ、フィア。よく頑張ったな」

「んん……春はる亮あきぃ──」

　ガマンの限界だった。

　部屋の外で聞き耳を立てていたこのはが、ばーん、と激しすぎる勢いで障しよう子じを開く。

「ふ、二人ともぉっ!?　なんと、なんという、ふ、ふしだらな！　不許可、不許可ですっ！」

「……え？」

　でんと鎮座する黒い立方体の前にしゃがみ込んでいた春亮が、きょとんとした顔を上げた。彼が伸ばした手の先では、立方体の一面が開かれ、その複雑な内部機構を晒さらしている。

　顔を真まっ赤かにしていたこのはは、数秒、その光景を見つめ。

　眼鏡めがねを軽く顔からずり落としつつ、彼と同じような声を発した。

「……え？」
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　このはが予想外の光景に動きを止めることになる、その数十分前──




「そういうことかッ……！」

　部屋の中央で佇たたずむ無防備な立方体を見た瞬間、春亮は膝ひざから畳たたみに崩れ落ちていた。

「ど、どうした。何をいきなりがっくりしておる」

「いや……なんでもない、気が抜けただけだ。今のは確かに俺おれがおかしかった……で？　珍しくこの姿になってどうした？」

　どこからか声を発する立方体をぺちぺち叩たたきつつ、春亮はその前に腰を下ろす。

「わ、気安く触るな……いや、まぁ、いい。だから、本当は嫌いやなのだが……お前にはもうこの姿を一度見られておるから、お前に頼みがあって、だな」

「この姿でないとダメなことなのか」

「そうだ。そこにある免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクとやらのことなのだが」

　探すまでもなく、傍そばに黒いカード状の金属片が落ちていた。春亮はそれを拾い上げる。

「何か、わかるかもしれん。なんとなく、思い出した……ような気がする」

「マジか。で、どうすればいいんだ」

　フィアはもごもごと口くち篭ごもってから、やがて開き直ったかのように声を大きくして言った。

「い、いいか、恥ずかしい、恥ずかしいのだぞ！　そのへんに留意して行動しろよ！」

「だから、何をすりゃいいんだっての」

「う、うむ。まずは……私を転がせ。今下になっている面が、横になるように」

　何が何やらわからなかったが、とりあえず言う通りにしてみる。フィアの上部の角を両手で摑つかみ、よっ、と重い立方体を四分の一回転。

「こら、もっと丁てい寧ねいに扱え！」

「へーへー」

　今まで底だった場所が側面に来る。身を屈かがめて眺ながめてみるが、全体的には他ほかの面と違った部分は見られない。黒い表面に、さりげなく切れ目が入っているだけだ。

「う、うう……スカートを下から覗のぞかれている気分だ、これは……」

「お前覗かれた経験ねぇだろ」

「わ、わかるのだ、うるさいな！　ふん！　さっさと行くぞ──次はだな、お前から見て右上の辺りに丸い切れ目が入った部分があるはずだ。そこは押せる。いっぱいに押せ」

「ふむ」

「それを押したまま、左端の真ん中を引き出すのだ。コの字のようになっているところ──そう、そこだ」

　しゃこん、と軽い音を立てて一部が飛び出る。いつか見たように、中は螺ね子じや歯車が組み合わさった複雑な構造をしている。

「つ、次はそこの円筒を右回りに三回……わぁ馬ば鹿か、もっとゆっくり回せ！　まったく……ん、はぁ。そうしたら、今度は右下の部分をスライドさせ、てっ──あ、ふっ」

　春はる亮あきはフィアが言うまま、立方体の機構を操作していく。何やらところどころで意味不明な吐息が混じるので、やりにくくて仕方がない。

「で、下側のカバーを引き上げる。その奥に縦長の部品があるが、それは横に滑らせ──」

「はいはい」

「──ては、絶対にいかん」

「ぎゃあ!?　刃が飛び出たっ!?」

　慌あわてて手を引っ込める。寿命が縮んだ。

「最後までちゃんと聞け。横に動かすと危ないので、そこは縦に動かしてだな」

「紛らわしい言い方をするな！　指が危うく六本になるところだったぞ!?」

「……ふん。お前が悪い。無作法に人の身体からだを弄いじり回しておるからだ……」

「お前がやれって言ったんじゃねぇか……」

　ともあれ、春亮の手で立方体の一面が開かれて次第にその複雑な内部を晒さらしていく。細かい作業に疲れたので、途中で指をぽきぽき鳴らして休憩。そんなとき、ぽつりとフィアが言った。

「なぁ──どう思う？」

「何が」

「……お前が見ているものだ。それは、どうしようもなく血に汚れている。見えなくとも、汚れていて──呪のろわれている。気持ち悪い、か？」

　ふむ、と春亮は腕組みをした。なんでもない口調で、思い出したように言う。

「そういや、泰たい造ぞうがいるだろ。学校にいたうるさい奴やつ。あいつ、プラモが好きでなー。見たと思うけど、教室の後ろに泰たい造ぞうゾーン作ってもう何十体も──」

「……それがどうした!?　私が聞いているのは」

「俺おれは特にプラモに興味はないんだけどな。でもまぁ、男ってのには基本的に模型とか機械をカッコいいと思う部分があって──うん。複雑であればあるほど、なんかすげー、って目をキラキラさせる生物なわけだ。ミサイルでも、戦車でも……ヘンな鉄の箱でも。そんな感じ」

　フィアは沈黙した。不機嫌になった沈黙では──ないと思う。

「で、次は？」

「ん、あ、そうだな。つ、次が最後だ。そう、最後なのだ……ああ」

　フィアは急にまたもごもご口くち篭ごもる態度に戻った。最後に残ったのは上部と左右にロックのある鉄板。指示に従うと、それは映画館の椅い子すのような動きで開き──

「あ、ああ……み、見られておる……誰だれにも、見られたことのないところを……」

「これは──」

　そこには整然と並ぶ細いスリット。縦四列、横八列。ほとんどは空白だったが、顔を近付けてよく見てみると、そのうち二、三のスペースは既すでに何かが入って塞ふさがっているようだった。

「あっ!?　ん、鼻息が当たって、くすぐった……あ、あほー！　こら、春はる亮あき！」

「え？　あ、ああ、悪い。これって、ひょっとして」

「そうだ。意味はよくわからんが、なんとなくわかる。そのディスクは、かつてここに入っていたもののように思えるのだ。だから、その……入れてくれ」

「大丈夫なのか？　取り出しボタンみたいなものもないし、入れたら簡単には取り出せなさそうなんだが」

「だ、大丈夫だ、たぶん。入れなくてはならないような気がしている……わ、わかったか？　だから私一人ではダメだったのだ。そこは私の最さい奥おう部で、私自身の意志で開くことはできないし……この姿では誰かに入れてもらうより他ほかに、文字通り手がない。ほ、ほら、さっさと入れろ！　どこでもいいから！　見られているだけというのも、恥ずかしいのだぞ……」

「スマン、その羞しゆう恥ち心しんだけはどうしても理解できんが。まぁいいや、じゃあ入れるぞ……入れたら呪のろいが軽くなったりするのかな」

「わからん。少なくとも悪い予感はしていないから大丈夫だろう」

　そこまで言うのならば仕方ない。春亮は黒いチップを摘つまんでフィアのスリットににじり寄った。そして、適当に差し込む場所を決め──
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「……と、いうことだったわけで……」

　あれから突然、フィアが「確かめることができた！　早く元に戻して出て行け！　それから今のことは忘れろー！」と暴れ出したので、二人は居間に避難して茶を啜すすっていた。

　このはは彼とは視線を合わせず。春はる亮あきはなぜか正座。今までの説明を終えた春亮は、雰囲気的に使わざるを得ない敬語を続けながら言った。

「あの、このはさん……ひょっとして、怒ったり、してらっしゃる……のでしょうか」

「そう見えるのならそうかもしれません」

「いやいや!?　ほら、あいつは箱だったわけでボクにやましいことは一つもなく、このはさんもさっきは『あれ？　勘かん違ちがい？』みたいな顔を」

「一瞬問題ないような気がしましたがよく考えると問題ないわけがありません。たとえばわたしが刀になったとしましょう。それがわたしの身体からだであることは間違いないです。だから触られたら触られた感触があります。それは感覚的なもので、はっきりとどこがどう対応しているというわけでもないですが──元の姿で一番大事な部分を触られるというのは、人間体での一番大事な部分を触られるのと同じようなものです。わかりますか？」

「は……はいっ」

　ひどく冷たい目が春亮を射抜き、その背筋を凍らせる。一見、わたしは別に普通ですよー、という態度で茶を啜っているのが逆に怖おそろしい。

「触りましたね？」

「触った……ような……気がします……」

「弄いじりましたね？」

「弄った、かも……しれませんです……」

　ややあって──ぷい、と視線を逸そらして彼女は呟つぶやいた。

「……えっち」

「も、申し訳ありませんです。しかしその、ボクはあくまであいつという箱の整備的なアレで」

　湯のみがテーブルにどんと置かれた。春亮は首を縮めて黙る。このは、コエェ。

　そんなとき、不意にフィアの部屋の方向から、

「にょおおおおおおおおお!?」

　などという奇怪な絶叫が聞こえてきた。続けて、大きく障しよう子じが開かれる音。そして足音。人間の姿に戻ったフィアが血相を変えて居間に飛び込んできた。

「大変だ！　大変なのだ！」

「な、なにが？　ほ、ほらみろ、やっぱり無理にヘンなもの入れたりするから──」

「それだ！　やはりそのせいだ！」

　フィアは大きく目を開き、自分でも信じられないといったように叫ぶ──

「《鋼鉄の処女》形態になれなくなったのだ！」

「はぁ？　それは……お前が？　あのルービックキューブを変えた武器が？」

「両方だ！　とにかくあの形態にだけ変形できなくなった！」

「それは……呪のろいが軽くなった、ていう意味ですか？」

　ひとまず春はる亮あきに対する怒気は収めた様子で、このはが聞く。が、

「そんな感覚はない。ただ変形できなくなっただけだ」

「じゃあどういうことなんです？」

「わからん──ただ、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクとやらを入れたせいであることは間違いない。もともと、目覚めてから何か変な感じはあったのだ。私は三十二の形態を持っているが、なぜか、そのうち二つか三つは使えなかった。長く眠っていたせいかと思っていたのだが……」

「あれを差し込む前に、もともと何個か嵌はまってたぞ」

「そうだ。やはり、あのディスクのせいだ。呪いを軽減する、とキリカが言っていたものがどうしてこうなるのか、理屈は全くわからんが──あれが嵌っていることで私の拷ごう問もん処刑具としての機能が制限されているのだろう。だから、鋼鉄の処女が使えなくなり……く、うふ。くはは、ははっ……」

　不意に彼女は手を胸の前で握り締め、嬉うれしそうに笑い声を漏もらし始めた。

「それは──お前にとって、いいこと、なのか？」

「勿もち論ろんだ、ああ勿論だ！　最高ではないか！　一個ならまだしも、もっともっと、あのディスクを嵌はめたら……そして全部の形態が使えなくなったら！　誰かを傷つけることが、やろうと思ってもできなくなるのだぞ？　私は過去の私に、自分が狂うことに怯おびえることなく過ごすことができるのだ！」

「そうだな。何の心配もせずに……ただの人間みたいな状態で、ゆっくりと呪いを解くことにただ集中できるな」

「そうだとも！」

「──で、残りのディスクはどこにあるんだ？」

「あ」

　フィアは数秒固まり、そのままぽすんと座ざ布ぶ団とんに腰を下ろした。

「まとめよう。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクについてわかったこと。それはお前の中に入る、あるいはもともと入っていたもの。それを入れると、お前の能力が一つ使えなくなる。で」

「……これはあの斧おのの中にあったものだ。私にとってはなぜか別の意味を持っているようだが、奴やつらがそれを利用している以上、別の呪われた道具に対しては──キリカが言った通り、呪い抑制効果があるのも事実なのだろう」

「ということは。やっぱり他ほかのディスクは騎き士し領りようって組織が持ってる道具に使われてるわけですね。呪いの深刻なものだけ、とか言ってましたけど」

「ふむ。なるほどな……」

　そこで春亮は、よし、と首を縦に振った。

「まとめたところで次の話題へ行こう。このは、今まで姿見なかったけど何してたんだ？」

「ちょっと待て、勝手に終わらせるな！　今は私の！　私の話だろーが！」

　フィアがテーブルをばしばし叩たたいた。春はる亮あきは頭を搔かいて、

「だってな……どこにあるかわかったところで、どうにもならないだろ。騎き士し領りようのことなんか俺おれ達たちにはわかんないんだし。居場所もわからない、また来るかどうかもわからない──わかんねぇことが多すぎる。今考えても無む駄だだよ。結局、当初の予定通りにしかできないと思うぞ」

「……む。当初の予定、か」

「そうそう。とりあえずお前は常識に慣れろ。んでこの家のことができるようになったら外でいろいろ、だ。これはこれで大変だからな、覚悟しろよ」

　フィアはしばらく口を噤つぐんでいた。が、しばらく経たってから、テーブルを指先でとんとん叩いて言う。不ふ貞て腐くされたような顔だった。

「……私には茶はないのか。お茶請うけは勿もち論ろんおせんべだぞ」

　なんだかんだ言って、こいつも自分がやるべきこと、自分にできることはわかっているのだ。春亮は苦笑しつつ立ち上がる。

「ああ、台所に行くならついでにちょっと手伝ってくれませんか？　玄関に寄って」

「手伝い？　いいけど」

　このはと一緒に玄関に行くと、そこには大量の荷物が積まれていた。

「……なにこれ」

「あれ、言いませんでしたっけ？　しばらく母おも屋やで生活させてもらいますね、て。さっきの答えはこれですよ、今まで荷物纏まとめてたんです。で、運ぶの手伝ってもらいたいなと」

「いや待て、何も聞いてないぞ。なんで？」

「まー今回のことがありまして、しばらく近くで気をつけてたほうがいいのかな、と。同じ家にいたほうが何かあったときに動きやすいですし」

「そう度たび々たび襲しゆう撃げき事件なんか起こらんと思うが……」

「あと、二人きりにして何かふしだらな事件が起こったら困りますからね？」

　にこにこ。とっても怖い笑顔。

「拒否すれば春亮くんはふしだらなことをする気マンマンなんだなと解釈しますよ？　そんなえっちな子には今後二度と口を利きいてあげませんよ？」

　なにやら脅きよう迫はくっぽかった。春亮は肩を落とし、

「だから、さっきのは頼まれて、しかもあいつが箱の姿だからやったことであって、ふしだらとかそういうことじゃ……ええい、まぁいいか、別にデメリットがあるわけじゃなし。昔住んでたんだから勝手はわかるよな。あの部屋が空いてるからそこ使ってくれ」

「わかりました。えへへ、こっちに泊まるのも久しぶりです。お世話になる以上、ごはんの支度とかできる限り手伝いますから」

「なななななななにィ!?」

　いつのまにか、背後にはフィアが立っていた。待ちきれずに台所から強奪してきたのか、その手には煎せん餅べいの袋が握られている。

「このウシチチが同じ家で一緒に暮らすだと!?　聞いとらんぞ！」

「ちなみに隣の部屋っぽいです。よろしく」

「み、認めんぞ、それは！」

「え、なぜですか？」

「それは……その……み、見ているだけで重そうなソレが気にいらん！　ハレンチだ！　しかも隣の部屋だと!?　まったくもって問題外だ、貴様が寝返りを打つたびにバユンバユンと耳みみ障ざわりな音が聞こえて眠れないに決まっておる！」

「あはは、聞きました春はる亮あきくん？　この子面白いですね……殴なぐってもいいですか？」

「また子供扱いしおった！」

「困りました、わたしの料理当番のときには、ついうっかりお子様一人分のごはんが足りない感じで作ってしまいそうです」

「兵ひよう糧ろう攻めとは卑ひ怯きような……！　ふん！　貴様の肉肉しい料理なぞ食えば太りすぎてしまうからな！　誰だれかのように、無用なところまで！　は、丁ちよう度どよいわ！」

「な、新しい形容詞を作ってまでわたしを侮ぶ辱じよく!?」

「……えーと……そうだ！　ボクは郵便物のチェックをしないとナァ、ハハハ」

　無理矢理に理由を作り、巻き込まれる前に脱出。背後からの喧けん々けん囂ごう々ごうたる言い争いを聞きながら、ただ静けさだけを求めて外に出た。二人は全く気付かなかった。

　のろのろと門の脇わきにある郵便受けを開ける。するとそこには、ダイレクトメールやらピンクチラシやらに混じって、一通のエアメールが入っていた──父親からの。

「!?」

　一方的にフィアを送りつけてきて以来、一向に連絡のなかった父親からの初めての便り。慌あわててその場で封を切る。今になっても、わからないことがいろいろ多すぎる。詳しく説明してくれよ、親父おやじ──そう思いながら、門灯に文面を翳かざす。とても短かった。

『帰るまでもう少しかかる。それと、昼間とか色々大変だと思うので理事長に電話しておいた。感謝のハグは帰ったときにネ』

「いや、意味わかんねぇから！　ネじゃねぇよ！」

　どこかに隠しメッセージでもないのかと手紙を裏返したり振ったりしていたとき、脇に挟はさんでいた別の封筒が地面に落ちた。今まで気付かなかったが、その封筒には春亮にひどく見覚えのある文字が書かれている。自らの通う、私立大たい秋しゆう高校という文字。嫌いやな予感がした。

　膨ふくらんだ封筒を開けると、何枚もの書類が折り畳たたまれて中に入っていた。細かな文字は読む気力もなかったが──その一枚に大きく書かれていた文字が、嫌な予感を最低に実現する。

　まず見えたのは、カタカナで書かれた『フィア』という名前と、それに続く適当な苗みよう字じ。

　そしてその下にある一文は──上記生徒の入学を許可する。

「あのアホ親父おやじめ……なんつーお節介を」

　がっくりと力なく項うな垂だれつつ、春はる亮あきは深い溜ため息をついた。







　あとがき




　ＭＷ編集部でのとある１コマ。

私「で、問題はタイトルなんですが……●●っていうの、ど、どうでしょうか？（ビクビク）」

担「んー、もっと別のない？」

　ダセェ！　そんなんじゃ売れねえよこの×××！　と担当さんの心の声が聞こえてきたので哀あわれな子羊つまり私は慌あわてて第二案を示します。

私「じゃあ■■ってのは……」

担「それはいまいち中身との繫つながりがわからないよねー。タイトルである意義っていうか」

　心の声・そもそもお前って人間の存在意義もわからないけどな。ププ。

　無む慈じ悲ひな心の声に失禁しそうになりながら、しかし半泣きの私は諦あきらめません。最後の第三案。

私「うう。なら、昨日ちょっと考えただけなんですが、こう、Ｃの三乗みたいにして、三乗だからキューブで、Ｃにもトリプルミーニングを持たせる感じで……」

担「あ、それがいーんじゃないですか？　でも、それ……」

私「（まだ問題がっ!?）な、なんでしょう？」

担「ケーキ屋さんの名前とモロカブリしてますよ」

私「……」

　などというやりとりを経てこの本は生まれました。はじめまして＆お久しぶりです、水みな瀬せ葉は月づきです。ケーキ屋さんとは何の関係もない新シリーズ[image: ]─シーキューブ─をお届けします。この期ごに及んでカブリなど気にしてられるかー。そもそもケーキ屋さんなんてオシャレゾーンに詳しい28歳独身男性はそうそういないと思うのです。よって私には何の責任もない……はず。




　さてさて、あとがきから先に読まれる方もいらっしゃると思うので、多少は作品紹介とかもしておきますと──女の子／呪のろわれた道具／同居モノ／といったところがメインの要素かと。サブの要素としては、コメディ成分／シリアス成分／バトル成分／微エロ／微グロ／変形／日本刀／巨乳／貧乳／つるぺた／と各種取り揃そろえております。

　またこの本は、なんかデビューしたばかりで純真だった白しろ水瀬の『結けつ界かい師しのフーガ』、なんかいろいろあって抑えが利きかなくなった黒くろ水瀬の『ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス』のどちらが好きな方も楽しめるような、そして初めて私の作品に触れられる方も安心、みたいな作りを目指したつもりです。つまりこの本は白水瀬と黒水瀬の融ゆう合ごうした灰色……なんか灰色はイメージ悪いな……じゃあ銀ぎん水瀬ということで。何を言っているのか自分でもよくわかりませんが、ヒロインが銀髪なので丁ちよう度どいいということにしておく。

　あと本文中でちょっとだけ白水瀬の作品に関かかわる要素が出てきたりしてますが、あくまでオマケなお遊び要素です。わかる人だけニヤリとしてください。今後あの人が話に関わってくることはないですし、妖よう怪かいとかも今後絶対に出てきません。シェイクスピアと徳とく川がわ家いえ康やすが同じ時代に生きていても同じ世界には生きていなかったようなものです。




　最後になりましたが謝辞を。

　物分かりの悪い私に根気よくお付き合いくださいました担当川かわ本もと様。心の声が現実に聞こえてこないようにこれからも頑張ります。押お忍す。

　絵師のさそりがため様。素晴らしいイラスト、ありがとうございましたー！　可愛かわいくて萌もえ死にます！　今後ともよろしくお願いします！

　そしてこの本の作成に関かかわってくださいました全すべての方々、これを手にとってくださいました読者様方。本当に、ありがとうございました。

　それでは、今回はこんなところで。今後とも末永くお付き合いいただければ幸いです。





水みな瀬せ葉は月づき






　なお、本作中では、以下の書籍を引用させていただきました。

　　マルキ・ド・サド選集「閨けい房ぼう哲てつ学がく」澁しぶ澤さわ龍たつ[image: ]ひこ　譯やく（河かわ出で文庫）







水みな瀬せ葉は月づき

新シリーズに伴い著者近影も新しく。写真は消化設備を確かめる作者の姿。「フヒヒ……おっぱ……」とか呟きながら毎日キーボードを打っているだけと思われてそうですが、ちゃんと防火にも目を光らせているのです。これが巷で噂の自宅警備員。

[image: ]




さそりがため

千葉県出身、Ａ型ですがよくＯ型と間違われるマイペース人間。どこかの片隅でゆるゆると、漫画とか原画を描いたりしてます。何処へ行っても肩身のせまいＭａｃ使いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「さそりがため先生」係
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